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国
家
公
務
員
法
一
〇
二
条
一
項
に
い
う
﹁
政
治
的
行
為
﹂
の
意
義
と
政
党
機
関
紙
等
の

配
布
の
禁
止

同
志
社
法
学　

六
七
巻
七
号�

一
五
三

三
〇
〇
一

◆
同
志
社
大
学
刑
事
判
例
研
究
会
◆

国
家
公
務
員
法
一
〇
二
条
一
項
に
い
う
「
政
治
的
行
為
」
の
意
義
と 

政
党
機
関
紙
等
の
配
布
の
禁
止

①
最
高
裁
平
成
二
四
年
一
二
月
七
日
第
二
小
法
廷
判
決

平
成
二
二
年
（
あ
）
第
七
六
二
号　

国
家
公
務
員
法
違
反
被
告
事
件

刑
集
六
六
巻
一
二
号
一
三
三
七
頁　

判
時
二
一
七
四
号
二
一
頁

判
タ
一
三
八
五
号
九
四
頁
①
事
件

②
最
高
裁
平
成
二
四
年
一
二
月
七
日
第
二
小
法
廷
判
決

平
成
二
二
年
（
あ
）
第
九
五
七
号　

国
家
公
務
員
法
違
反
被
告
事
件

刑
集
六
六
巻
一
二
号
一
七
二
二
頁　

判
時
二
一
七
四
号
二
一
頁

判
タ
一
三
八
五
号
九
四
頁
②
事
件

四
　
　
方
　
　
　
　
　
奨

⎛�
⎞

⎝�
⎠



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
七
巻
七
号�

一
五
四

国
家
公
務
員
法
一
〇
二
条
一
項
に
い
う
﹁
政
治
的
行
為
﹂
の
意
義
と
政
党
機
関
紙
等
の

配
布
の
禁
止

三
〇
〇
二

一
　
事
実
の
概
要
と
訴
訟
の
経
過

　

１　

①
事
件
（
堀
越
事
件
）

　

⑴　

事
実
の
概
要　
　

被
告
人
は
、
社
会
保
険
庁
東
京
社
会
保
険
事
務
局
目
黒
社
会
保
険
事
務
所
に
年
金
審
査
官
と
し
て
勤
務
し
て
い
た

厚
生
労
働
事
務
官
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
平
成
一
五
年
一
一
月
九
日
施
行
の
第
四
三
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
際
し
、
日
本
共
産
党
を
支
持
す

る
目
的
を
も
っ
て
、
①
同
年
一
〇
月
一
九
日
午
後
〇
時
三
分
頃
か
ら
同
日
午
後
〇
時
三
三
分
頃
ま
で
の
間
、
東
京
都
中
央
区
月
島
所
在
の
一

三
か
所
の
他
人
の
店
舗
や
居
宅
等
に
同
党
の
機
関
紙
で
あ
る
Ａ
文
書
お
よ
び
同
党
を
支
持
す
る
政
治
的
目
的
を
有
す
る
無
署
名
の
文
書
で
あ

る
Ｂ
文
書
を
配
布
し
、
②
同
月
二
五
日
午
前
一
〇
時
一
一
分
頃
か
ら
同
日
午
前
一
〇
時
一
五
分
頃
ま
で
の
間
、
同
区
晴
海
所
在
の
マ
ン
シ
ョ

ン
内
の
五
六
か
所
の
居
室
に
上
記
Ａ
文
書
お
よ
び
Ｂ
文
書
を
配
布
し
、
③
同
年
一
一
月
三
日
午
前
一
〇
時
六
分
頃
か
ら
同
日
午
前
一
〇
時
一

八
分
頃
ま
で
の
間
、
同
区
晴
海
所
在
の
マ
ン
シ
ョ
ン
三
棟
内
の
五
七
か
所
の
居
室
に
同
党
の
機
関
紙
で
あ
る
Ｃ
文
書
お
よ
び
Ｄ
文
書
を
配
布

し
た
。

　

当
該
行
為
に
つ
い
て
、
国
家
公
務
員
法
（
以
下
﹁
国
公
法
﹂
と
略
称
す
る
）
一
一
〇
条
一
項
一
九
号
（
平
成
一
九
年
法
律
第
一
〇
八
号
に

よ
る
改
正
前
の
も
の
）、
一
〇
二
条
一
項
、
人
事
院
規
則
一
四
︱
七
（
政
治
的
行
為
）
六
項
七
号
、
一
三
号
（
五
項
三
号
）
に
当
た
る
と
し

て
起
訴
さ
れ
た
（
以
下
、
こ
れ
ら
の
規
定
を
総
称
し
て
﹁
本
件
罰
則
規
定
﹂
と
い
う
）。

　

な
お
、
被
告
人
は
、
本
件
当
時
、
目
黒
社
会
保
険
事
務
所
の
国
民
年
金
の
資
格
に
関
す
る
事
務
等
を
取
り
扱
う
国
民
年
金
業
務
課
で
、
相

談
室
付
係
長
と
し
て
相
談
業
務
を
担
当
し
て
い
た
。
そ
の
具
体
的
な
業
務
は
、
来
庁
し
た
一
日
当
た
り
二
〇
人
な
い
し
二
五
人
程
度
の
利
用

者
か
ら
の
年
金
の
受
給
の
可
否
や
年
金
の
請
求
、
年
金
の
見
込
額
等
に
関
す
る
相
談
を
受
け
、
こ
れ
に
対
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
保
管
さ

れ
て
い
る
当
該
利
用
者
の
年
金
に
関
す
る
記
録
を
調
査
し
た
上
、
そ
の
情
報
に
基
づ
い
て
回
答
し
、
必
要
な
手
続
を
と
る
よ
う
促
す
と
い
う



（　
　
　
　

）

国
家
公
務
員
法
一
〇
二
条
一
項
に
い
う
﹁
政
治
的
行
為
﹂
の
意
義
と
政
党
機
関
紙
等
の

配
布
の
禁
止

同
志
社
法
学　

六
七
巻
七
号�

一
五
五

三
〇
〇
三

も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
社
会
保
険
事
務
所
の
業
務
に
つ
い
て
は
、
全
て
の
部
局
の
業
務
遂
行
の
要
件
や
手
続
が
法
令
に
よ
り
詳
細
に
定

め
ら
れ
て
い
た
上
、
相
談
業
務
に
対
す
る
回
答
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
か
ら
の
情
報
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
た
め
、
被
告
人
の
担
当
業
務
は
、

全
く
裁
量
の
余
地
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
被
告
人
に
は
、
年
金
支
給
の
可
否
を
決
定
し
た
り
、
支
給
さ
れ
る
年
金
額
等
を
変
更

し
た
り
す
る
権
限
は
な
く
、
保
険
料
の
徴
収
等
の
手
続
に
関
与
す
る
こ
と
も
な
く
、
社
会
保
険
の
相
談
に
関
す
る
業
務
を
統
括
管
理
し
て
い

た
副
長
の
指
導
の
下
で
、
専
門
職
と
し
て
、
相
談
業
務
を
担
当
し
て
い
た
だ
け
で
、
人
事
や
監
督
に
関
す
る
権
限
も
与
え
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
。

　

⑵　

訴
訟
の
経
過　
　

弁
護
人
の
主
張
は
多
岐
に
亘
る
が）

1
（

、
概
要
、
本
件
罰
則
規
定
の
合
憲
性
を
争
っ
た
ほ
か
、
被
告
人
の
本
件
各
行
為

は
人
事
院
規
則
一
四
︱
七
第
六
項
七
号
、
一
三
号
の
﹁
配
布
﹂
に
当
た
ら
な
い
、
あ
る
い
は
、
実
質
的
違
法
性
を
欠
く
な
ど
と
し
て
、
無
罪

を
主
張
し
た
。
検
察
官
は
、
罰
金
一
〇
万
円
を
求
刑
し
た
。

　

第
一
審
の
東
京
地
判
平
成
一
八
年
六
月
二
九
日
（
以
下
﹁
堀
越
事
件
第
一
審
判
決
﹂
と
い
う
）
は
、本
件
罰
則
規
定
は
憲
法
二
一
条
一
項
、

三
一
条
等
に
違
反
せ
ず
合
憲
で
あ
り
、
被
告
人
の
本
件
各
行
為
は
﹁
配
布
﹂
に
当
た
り
、
処
罰
に
値
す
る
違
法
性
を
有
し
て
い
る
な
ど
と
し

て
、
被
告
人
に
対
し
て
罰
金
一
〇
万
円
執
行
猶
予
二
年
の
有
罪
判
決
を
言
い
渡
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
検
察
官
は
量
刑
不
当
を
理
由
と
し

て
、
弁
護
人
は
憲
法
違
反
、
法
令
適
用
の
誤
り
お
よ
び
訴
訟
手
続
の
法
令
違
反
を
理
由
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
控
訴
し
た
。

　

原
審
の
東
京
高
判
平
成
二
二
年
三
月
二
九
日）

2
（

（
以
下
﹁
堀
越
事
件
控
訴
審
判
決
﹂
と
い
う
）
は
、
第
一
審
判
決
を
破
棄
し
、
無
罪
判
決
を

言
い
渡
し
た
。
そ
の
理
由
の
概
要
は
、
本
件
配
布
行
為
は
裁
量
の
余
地
の
な
い
職
務
を
担
当
す
る
地
方
出
先
機
関
の
管
理
職
で
も
な
い
被
告

人
が
、
休
日
に
、
勤
務
先
や
そ
の
職
務
と
関
わ
り
な
く
、
勤
務
先
の
所
在
地
や
管
轄
区
域
か
ら
離
れ
た
自
己
の
居
住
地
の
周
辺
で
、
公
務
員

で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
せ
ず
、
無
言
で
、
他
人
の
居
宅
や
事
務
所
等
の
郵
便
受
け
に
政
党
の
機
関
紙
や
政
治
的
文
書
を
配
布
し
た
に
と
ど

ま
る
も
の
で
あ
り
、
本
件
配
布
行
為
に
つ
い
て
本
件
罰
則
規
定
の
保
護
法
益
で
あ
る
国
の
行
政
の
中
立
的
運
営
お
よ
び
こ
れ
に
対
す
る
国
民
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同
志
社
法
学　

六
七
巻
七
号�

一
五
六

国
家
公
務
員
法
一
〇
二
条
一
項
に
い
う
﹁
政
治
的
行
為
﹂
の
意
義
と
政
党
機
関
紙
等
の

配
布
の
禁
止

三
〇
〇
四

の
信
頼
の
確
保
を
侵
害
す
べ
き
危
険
性
は
抽
象
的
な
も
の
を
含
め
て
全
く
肯
認
で
き
ず
、
本
件
配
布
行
為
に
対
し
て
本
件
罰
則
規
定
を
適
用

す
る
こ
と
は
国
家
公
務
員
の
政
治
活
動
の
自
由
に
対
す
る
必
要
や
む
を
得
な
い
限
度
を
超
え
た
制
約
を
加
え
、
こ
れ
を
処
罰
の
対
象
と
す
る

も
の
と
い
わ
ざ
る
を
得
ず
、
憲
法
二
一
条
一
項
お
よ
び
三
一
条
に
違
反
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
検
察
官
は
、
憲
法
違
反
お
よ
び
判
例
違
反
を
理
由
と
し
て
上
告
し
た
。

　

２　

②
事
件
（
世
田
谷
事
件
）

　

⑴　

事
実
の
概
要　
　

被
告
人
は
、
厚
生
労
働
省
大
臣
官
房
統
計
情
報
部
社
会
統
計
課
長
補
佐
と
し
て
勤
務
す
る
国
家
公
務
員
（
厚
生
労

働
事
務
官
）
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
平
成
一
七
年
九
月
一
〇
日
午
後
〇
時
五
分
頃
、
日
本
共
産
党
を
支
持
す
る
目
的
で
、
東
京
都
世
田
谷
区
池

尻
所
在
の
警
視
庁
職
員
住
宅
で
あ
る
Ａ
一
な
い
し
四
号
棟
の
各
集
合
郵
便
受
け
合
計
三
二
か
所
に
、
同
党
の
機
関
紙
で
あ
る
Ｅ
文
書
合
計
三

二
枚
を
投
函
し
て
配
布
し
た
。

　

当
該
行
為
に
つ
い
て
、
国
公
法
一
一
〇
条
一
項
一
九
号
（
平
成
一
九
年
法
律
第
一
〇
八
号
に
よ
る
改
正
前
の
も
の
）、
一
〇
二
条
一
項
、

人
事
院
規
則
一
四
︱
七
（
政
治
的
行
為
）
六
項
七
号
に
当
た
る
と
し
て
起
訴
さ
れ
た
。

　

な
お
、
被
告
人
は
、
本
件
当
時
、
上
記
の
と
お
り
厚
生
労
働
省
大
臣
官
房
統
計
情
報
部
社
会
統
計
課
長
補
佐
と
し
て
、
庶
務
係
、
企
画
指

導
係
お
よ
び
技
術
開
発
係
担
当
と
し
て
部
下
で
あ
る
各
係
職
員
を
直
接
指
揮
す
る
と
と
も
に
、
同
課
に
存
す
る
八
名
の
課
長
補
佐
の
筆
頭
課

長
補
佐
（
総
括
課
長
補
佐
）
と
し
て
他
の
課
長
補
佐
等
か
ら
の
業
務
の
相
談
に
対
応
す
る
な
ど
課
内
の
総
合
調
整
等
を
行
う
立
場
に
あ
っ
た
。

ま
た
、
国
公
法
一
〇
八
条
の
二
第
三
項
た
だ
し
書
所
定
の
管
理
職
員
等
に
当
た
り
、
一
般
の
職
員
と
同
一
の
職
員
団
体
の
構
成
員
と
な
る
こ

と
の
な
い
職
員
で
あ
っ
た
。

　

⑵　

訴
訟
の
経
過　
　

弁
護
人
は
、
本
件
罰
則
規
定
の
合
憲
性
を
争
っ
た
ほ
か
、
被
告
人
の
本
件
行
為
に
よ
っ
て
も
法
益
侵
害
の
可
能
性



（　
　
　
　

）

国
家
公
務
員
法
一
〇
二
条
一
項
に
い
う
﹁
政
治
的
行
為
﹂
の
意
義
と
政
党
機
関
紙
等
の

配
布
の
禁
止

同
志
社
法
学　

六
七
巻
七
号�

一
五
七

三
〇
〇
五

は
な
い
か
ら
構
成
要
件
該
当
性
あ
る
い
は
違
法
性
を
欠
く
な
ど
と
し
て
、
被
告
人
は
無
罪
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
検
察
官
は
、
罰
金
一
〇
万

円
を
求
刑
し
た
。

　

第
一
審
の
東
京
地
判
平
成
二
〇
年
九
月
一
九
日
（
以
下
﹁
世
田
谷
事
件
第
一
審
判
決
﹂
と
い
う
）
は
、
本
件
罰
則
規
定
は
憲
法
二
一
条
一

項
、
三
一
条
等
に
違
反
せ
ず
合
憲
で
あ
り
、
本
件
配
布
行
為
は
本
件
罰
則
規
定
の
構
成
要
件
に
該
当
す
る
と
と
も
に
、
処
罰
に
値
す
る
違
法

性
を
有
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
な
ど
と
し
て
、
被
告
人
に
対
し
て
罰
金
一
〇
万
円
の
有
罪
判
決
を
言
い
渡
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
弁

護
人
は
、
公
訴
の
不
法
受
理
、
訴
訟
手
続
の
法
令
違
反
お
よ
び
法
令
解
釈
適
用
の
誤
り
を
理
由
と
し
て
控
訴
し
た
。

　

原
審
の
東
京
高
判
平
成
二
二
年
五
月
一
三
日）

3
（

（
以
下
﹁
世
田
谷
事
件
控
訴
審
判
決
﹂
と
い
う
）
は
、控
訴
を
棄
却
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、

弁
護
人
は
、
憲
法
違
反
を
理
由
と
し
て
上
告
し
た
。

二
　
判
決
要
旨

　

１　

①
事
件
（
堀
越
事
件
）

　

最
高
裁
第
二
小
法
廷
は
、
次
の
と
お
り
判
示
し
、
裁
判
官
全
員
一
致
の
意
見
で
、
判
決
に
よ
り
本
件
上
告
を
棄
却
し
た
。
な
お
、
千
葉
勝

美
裁
判
官
の
補
足
意
見
、
須
藤
正
彦
裁
判
官
の
意
見
が
あ
る
。

　

⑴　

国
公
法
一
〇
二
条
一
項
の
﹁
政
治
的
行
為
﹂
の
意
義
等　
　
﹁
本
法
一
〇
二
条
一
項
は
、
公
務
員
の
職
務
の
遂
行
の
政
治
的
中
立
性

を
保
持
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
政
の
中
立
的
運
営
を
確
保
し
、
こ
れ
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
を
維
持
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
と
解
さ

れ
る
。﹂﹁
本
法
一
〇
二
条
一
項
の
文
言
、
趣
旨
、
目
的
や
規
制
さ
れ
る
政
治
活
動
の
自
由
の
重
要
性
に
加
え
、
同
項
の
規
定
が
刑
罰
法
規
の

構
成
要
件
と
な
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
同
項
に
い
う
﹁
政
治
的
行
為
﹂
と
は
、
公
務
員
の
職
務
の
遂
行
の
政
治
的
中
立
性
を
損
な
う
お
そ
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れ
が
、
観
念
的
な
も
の
に
と
ど
ま
ら
ず
、
現
実
的
に
起
こ
り
得
る
も
の
と
し
て
実
質
的
に
認
め
ら
れ
る
も
の
を
指
し
、
同
項
は
そ
の
よ
う
な

行
為
の
類
型
の
具
体
的
な
定
め
を
人
事
院
規
則
に
委
任
し
た
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
委
任
に
基
づ
い
て
定
め
ら

れ
た
本
規
則
も
、
こ
の
よ
う
な
同
項
の
委
任
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
公
務
員
の
職
務
の
遂
行
の
政
治
的
中
立
性
を
損
な
う
お
そ
れ
が
実
質
的

に
認
め
ら
れ
る
行
為
の
類
型
を
規
定
し
た
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
上
記
の
よ
う
な
本
法
の
委
任
の
趣
旨
及
び
本
規
則
の
性
格
に
照
ら
す

と
、
本
件
罰
則
規
定
に
係
る
本
規
則
六
項
七
号
、
一
三
号
（
五
項
三
号
）
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
定
め
る
行
為
類
型
に
文
言
上
該
当
す

る
行
為
で
あ
っ
て
、
公
務
員
の
職
務
の
遂
行
の
政
治
的
中
立
性
を
損
な
う
お
そ
れ
が
実
質
的
に
認
め
ら
れ
る
も
の
を
当
該
各
号
の
禁
止
の
対

象
と
な
る
政
治
的
行
為
と
規
定
し
た
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
行
為
は
、
そ
れ
が
一
公
務
員
の
も
の
で
あ
っ
て
も
、

行
政
の
組
織
的
な
運
営
の
性
質
等
に
鑑
み
る
と
、
当
該
公
務
員
の
職
務
権
限
の
行
使
な
い
し
指
揮
命
令
や
指
導
監
督
等
を
通
じ
て
そ
の
属
す

る
行
政
組
織
の
職
務
の
遂
行
や
組
織
の
運
営
に
影
響
が
及
び
、
行
政
の
中
立
的
運
営
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
、

こ
う
し
た
影
響
は
、
勤
務
外
の
行
為
で
あ
っ
て
も
、
事
情
に
よ
っ
て
は
そ
の
政
治
的
傾
向
が
職
務
内
容
に
現
れ
る
蓋
然
性
が
高
ま
る
こ
と
な

ど
に
よ
っ
て
生
じ
得
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。﹂﹁
そ
し
て
、
⋮
⋮
公
務
員
の
職
務
の
遂
行
の
政
治
的
中
立
性
を
損
な
う
お
そ
れ
が
実
質

的
に
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
は
、
当
該
公
務
員
の
地
位
、
そ
の
職
務
の
内
容
や
権
限
等
、
当
該
公
務
員
が
し
た
行
為
の
性
質
、
態
様
、
目
的
、

内
容
等
の
諸
般
の
事
情
を
総
合
し
て
判
断
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
当
該
公
務
員
に
つ
き
、
指
揮
命
令
や
指
導
監
督
等
を
通

じ
て
他
の
職
員
の
職
務
の
遂
行
に
一
定
の
影
響
を
及
ぼ
し
得
る
地
位
（
管
理
職
的
地
位
）
の
有
無
、
職
務
の
内
容
や
権
限
に
お
け
る
裁
量
の

有
無
、
当
該
行
為
に
つ
き
、
勤
務
時
間
の
内
外
、
国
な
い
し
職
場
の
施
設
の
利
用
の
有
無
、
公
務
員
の
地
位
の
利
用
の
有
無
、
公
務
員
に
よ

り
組
織
さ
れ
る
団
体
の
活
動
と
し
て
の
性
格
の
有
無
、
公
務
員
に
よ
る
行
為
と
直
接
認
識
さ
れ
得
る
態
様
の
有
無
、
行
政
の
中
立
的
運
営
と

直
接
相
反
す
る
目
的
や
内
容
の
有
無
等
が
考
慮
の
対
象
と
な
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。﹂

　

⑵　

憲
法
二
一
条
一
項
、
三
一
条
違
反
の
検
討　
　
﹁
本
件
罰
則
規
定
の
目
的
は
、
⋮
⋮
議
会
制
民
主
主
義
に
基
づ
く
統
治
機
構
の
仕
組
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み
を
定
め
る
憲
法
の
要
請
に
か
な
う
国
民
全
体
の
重
要
な
利
益
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
公
務
員
の
職
務
の
遂
行
の
政
治
的
中
立
性
を
損
な
う

お
そ
れ
が
実
質
的
に
認
め
ら
れ
る
政
治
的
行
為
を
禁
止
す
る
こ
と
は
、
国
民
全
体
の
上
記
利
益
の
保
護
の
た
め
で
あ
っ
て
、
そ
の
規
制
の
目

的
は
合
理
的
で
あ
り
正
当
な
も
の
と
い
え
る
。
他
方
、
本
件
罰
則
規
定
に
よ
り
⋮
⋮
禁
止
の
対
象
と
さ
れ
る
も
の
は
、
公
務
員
の
職
務
の
遂

行
の
政
治
的
中
立
性
を
損
な
う
お
そ
れ
が
実
質
的
に
認
め
ら
れ
る
政
治
的
行
為
に
限
ら
れ
、
こ
の
よ
う
な
お
そ
れ
が
認
め
ら
れ
な
い
政
治
的

行
為
や
本
規
則
が
規
定
す
る
行
為
類
型
以
外
の
政
治
的
行
為
が
禁
止
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
そ
の
制
限
は
必
要
や
む
を
得
な
い
限
度

に
と
ど
ま
り
、
前
記
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
か
つ
合
理
的
な
範
囲
の
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
上
記
の
解
釈
の
下
に

お
け
る
本
件
罰
則
規
定
は
、
不
明
確
な
も
の
と
も
、
過
度
に
広
汎
な
規
制
で
あ
る
と
も
い
え
な
い
と
解
さ
れ
る
。
⋮
⋮
以
上
の
諸
点
に
鑑
み

れ
ば
、
本
件
罰
則
規
定
は
憲
法
二
一
条
一
項
、
三
一
条
に
違
反
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
﹂
る
。

　

⑶　

構
成
要
件
該
当
性
の
検
討
（
当
て
は
め
）　　
﹁
被
告
人
は
、
社
会
保
険
事
務
所
に
年
金
審
査
官
と
し
て
勤
務
す
る
事
務
官
で
あ
り
、

管
理
職
的
地
位
に
は
な
く
、
そ
の
職
務
の
内
容
や
権
限
も
、
来
庁
し
た
利
用
者
か
ら
の
年
金
の
受
給
の
可
否
や
年
金
の
請
求
、
年
金
の
見
込

額
等
に
関
す
る
相
談
を
受
け
、
こ
れ
に
対
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
保
管
さ
れ
て
い
る
当
該
利
用
者
の
年
金
に
関
す
る
記
録
を
調
査
し
た
上
、

そ
の
情
報
に
基
づ
い
て
回
答
し
、
必
要
な
手
続
を
と
る
よ
う
促
す
と
い
う
、
裁
量
の
余
地
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
本
件
配
布
行

為
は
、
勤
務
時
間
外
で
あ
る
休
日
に
、
国
な
い
し
職
場
の
施
設
を
利
用
せ
ず
に
、
公
務
員
と
し
て
の
地
位
を
利
用
す
る
こ
と
な
く
行
わ
れ
た

も
の
で
あ
る
上
、
公
務
員
に
よ
り
組
織
さ
れ
る
団
体
の
活
動
と
し
て
の
性
格
も
な
く
、
公
務
員
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
な
く
、

無
言
で
郵
便
受
け
に
文
書
を
配
布
し
た
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
っ
て
、
公
務
員
に
よ
る
行
為
と
認
識
し
得
る
態
様
で
も
な
か
っ
た
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
事
情
に
よ
れ
ば
、
本
件
配
布
行
為
は
、
管
理
職
的
地
位
に
な
く
、
そ
の
職
務
の
内
容
や
権
限
に
裁
量
の
余
地
の
な
い
公
務
員

に
よ
っ
て
、
職
務
と
全
く
無
関
係
に
、
公
務
員
に
よ
り
組
織
さ
れ
る
団
体
の
活
動
と
し
て
の
性
格
も
な
く
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
公
務
員

に
よ
る
行
為
と
認
識
し
得
る
態
様
で
行
わ
れ
た
も
の
で
も
な
い
か
ら
、
公
務
員
の
職
務
の
遂
行
の
政
治
的
中
立
性
を
損
な
う
お
そ
れ
が
実
質
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的
に
認
め
ら
れ
る
も
の
と
は
い
え
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
本
件
配
布
行
為
は
本
件
罰
則
規
定
の
構
成
要
件
に
該
当
し
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ

る
。﹂

　

⑷　

原
判
決
の
適
用
違
憲
の
検
討　
　
﹁
原
判
決
は
、
本
件
罰
則
規
定
を
被
告
人
に
適
用
す
る
こ
と
が
憲
法
二
一
条
一
項
、
三
一
条
に
違

反
す
る
と
し
て
い
る
が
、
そ
も
そ
も
本
件
配
布
行
為
は
本
件
罰
則
規
定
の
解
釈
上
そ
の
構
成
要
件
に
該
当
し
な
い
た
め
そ
の
適
用
が
な
い
と

解
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
上
記
憲
法
の
各
規
定
に
よ
っ
て
そ
の
適
用
が
制
限
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
解
さ
れ
る
か
ら
、
原
判
決
中
そ
の
旨
を

説
示
す
る
部
分
は
相
当
で
は
な
い
が
、
そ
れ
が
判
決
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。﹂

　

⑸　

上
告
趣
意
に
お
け
る
判
例
違
反
の
検
討
（
猿
払
事
件
と
の
関
係
）　　

最
高
裁
昭
和
四
九
年
一
一
月
六
日
大
法
廷
判
決
（
猿
払
事
件

大
法
廷
判
決
）
の
﹁
事
案
は
、
特
定
の
地
区
の
労
働
組
合
協
議
会
事
務
局
長
で
あ
る
郵
便
局
職
員
が
、
同
労
働
組
合
協
議
会
の
決
定
に
従
っ

て
選
挙
用
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
や
配
布
を
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
こ
れ
は
、
上
記
労
働
組
合
協
議
会
の
構
成
員
で
あ
る
職
員
団
体

の
活
動
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
、
公
務
員
に
よ
り
組
織
さ
れ
る
団
体
の
活
動
と
し
て
の
性
格
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
勤
務
時
間
外
の
行
為

で
あ
っ
て
も
、
そ
の
行
為
の
態
様
か
ら
み
て
当
該
地
区
に
お
い
て
公
務
員
が
特
定
の
政
党
の
候
補
者
を
国
政
選
挙
に
お
い
て
積
極
的
に
支
援

す
る
行
為
で
あ
る
こ
と
が
一
般
人
に
容
易
に
認
識
さ
れ
得
る
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
事
情
に
よ
れ
ば
、
当
該
公
務
員
が
管
理
職

的
地
位
に
な
く
、
そ
の
職
務
の
内
容
や
権
限
に
裁
量
の
余
地
が
な
く
、
当
該
行
為
が
勤
務
時
間
外
に
、
国
な
い
し
職
場
の
施
設
を
利
用
せ
ず
、

公
務
員
の
地
位
を
利
用
す
る
こ
と
な
く
行
わ
れ
た
こ
と
な
ど
の
事
情
を
考
慮
し
て
も
、
公
務
員
の
職
務
の
遂
行
の
政
治
的
中
立
性
を
損
な
う

お
そ
れ
が
実
質
的
に
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
、
行
政
の
中
立
的
運
営
の
確
保
と
こ
れ
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
に
影

響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
上
記
判
例
は
、
こ
の
よ
う
な
文
書
の
掲
示
又
は
配
布
の
事
案
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
り
、
判

例
違
反
の
主
張
は
、
事
案
を
異
に
す
る
判
例
を
引
用
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
本
件
に
適
切
で
は
な
く
、
所
論
は
刑
訴
法
四
〇
五
条
の
上
告
理

由
に
当
た
ら
な
い
。﹂
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⑹　

千
葉
勝
美
裁
判
官
の
補
足
意
見　
　

千
葉
勝
美
裁
判
官
の
補
足
意
見
（
以
下
﹁
千
葉
補
足
意
見
﹂
と
い
う
）
の
要
旨
は
、
①
本
件
罰

則
規
定
の
法
令
解
釈
に
お
い
て
本
件
多
数
意
見
と
猿
払
事
件
大
法
廷
判
決
の
判
示
と
が
矛
盾
・
抵
触
す
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
と
い
う
べ

き
で
あ
る
こ
と
、
②
本
件
多
数
意
見
に
よ
る
﹁
政
治
的
行
為
﹂
の
限
定
的
な
解
釈
は
、
通
常
の
法
令
解
釈
の
手
法
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
合

憲
限
定
解
釈
で
は
な
い
こ
と
、
③
原
審
が
適
用
違
憲
の
手
法
を
採
用
し
た
こ
と
に
対
す
る
批
判
で
あ
る
。

　

⑺　

須
藤
正
彦
裁
判
官
の
意
見　
　

須
藤
正
彦
裁
判
官
の
意
見
（
以
下
﹁
須
藤
意
見
﹂
と
い
う
）
の
要
旨
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
国
公
法
一
〇
二
条
一
項
の
﹁
政
治
的
行
為
﹂
の
意
義
は
、
多
数
意
見
と
同
様
に
解
す
る
と
し
な
が
ら
も
、﹁
公
務
員
の
政
治
的
行

為
に
よ
っ
て
そ
の
職
務
の
遂
行
の
政
治
的
中
立
性
が
損
な
わ
れ
る
お
そ
れ
が
生
ず
る
の
は
、
公
務
員
の
政
治
的
行
為
と
職
務
の
遂
行
と
の
間

で
一
定
の
結
び
付
き
（
牽
連
性
）
が
あ
る
が
ゆ
え
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
お
そ
れ
が
観
念
的
な
も
の
に
と
ど
ま
ら
ず
、
現
実
的
に
起
こ
り
得

る
も
の
と
し
て
実
質
的
に
認
め
ら
れ
る
も
の
と
な
る
の
は
、
公
務
員
の
政
治
的
行
為
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
そ
の
政
治
的
傾
向
が
そ
の
職
務
の

遂
行
に
反
映
す
る
機
序
あ
る
い
は
そ
の
蓋
然
性
に
つ
い
て
合
理
的
に
説
明
で
き
る
結
び
付
き
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、

公
務
員
の
職
務
の
遂
行
の
政
治
的
中
立
性
が
損
な
わ
れ
る
お
そ
れ
が
実
質
的
に
生
ず
る
と
は
、
そ
の
よ
う
な
結
び
付
き
が
認
め
ら
れ
る
場
合

を
指
す
こ
と
に
な
る
。﹂
と
判
示
し
た
。
そ
し
て
、﹁
こ
の
﹃
結
び
付
き
﹄
に
つ
い
て
更
に
立
ち
入
っ
て
考
察
す
る
と
、
問
題
は
、
公
務
員
の

政
治
的
行
為
が
そ
の
行
為
や
付
随
事
情
を
通
じ
て
勤
務
外
で
行
わ
れ
た
と
評
価
さ
れ
る
場
合
、
つ
ま
り
、
勤
務
時
間
外
で
、
国
な
い
し
職
場

の
施
設
を
利
用
せ
ず
、
公
務
員
の
地
位
か
ら
離
れ
て
行
動
し
て
い
る
と
い
え
る
よ
う
な
場
合
で
、
公
務
員
が
、
い
わ
ば
一
私
人
、
一
市
民
と

し
て
行
動
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
よ
う
な
場
合
⋮
⋮
は
、
そ
こ
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
公
務
員
の
政
治
的
傾
向
が
職
務
の
遂
行
に
反
映
さ
れ
る

機
序
あ
る
い
は
蓋
然
性
に
つ
い
て
合
理
的
に
説
明
で
き
る
結
び
付
き
は
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
⋮
⋮
こ
の
場
合
は
、
当
該
公

務
員
の
管
理
職
的
地
位
の
有
無
、
職
務
の
内
容
や
権
限
に
お
け
る
裁
量
の
有
無
、
公
務
員
に
よ
り
組
織
さ
れ
る
団
体
の
活
動
と
し
て
の
性
格

の
有
無
、
公
務
員
に
よ
る
行
為
と
直
接
認
識
さ
れ
得
る
態
様
の
有
無
、
行
政
の
中
立
的
運
営
と
直
接
相
反
す
る
目
的
や
内
容
の
有
無
等
に
か
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国
家
公
務
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法
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〇
二
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一
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﹂
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と
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機
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紙
等
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配
布
の
禁
止

三
〇
一
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か
わ
ら
ず
⋮
⋮
そ
の
政
治
的
行
為
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
政
治
的
傾
向
が
そ
の
職
務
の
遂
行
に
反
映
す
る
機
序
あ
る
い
は
そ
の
蓋
然
性
に
つ
い

て
合
理
的
に
説
明
で
き
る
結
び
付
き
が
認
め
ら
れ
ず
、
公
務
員
の
政
治
的
中
立
性
が
損
な
わ
れ
る
お
そ
れ
が
実
質
的
に
生
ず
る
と
は
認
め
ら

れ
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
点
、
勤
務
外
の
政
治
的
行
為
に
つ
い
て
も
、
事
情
に
よ
っ
て
は
職
務
の
遂
行
の
政
治
的
中
立
性
を
損
な

う
実
質
的
お
そ
れ
が
生
じ
得
る
こ
と
を
認
め
る
多
数
意
見
と
は
見
解
を
異
に
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。﹂
と
判
示
し
た
。

　

構
成
要
件
該
当
性
（
当
て
は
め
）
の
検
討
で
は
、﹁
被
告
人
の
本
件
配
布
行
為
は
政
治
的
傾
向
を
有
す
る
行
為
で
は
あ
る
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
が
、
⋮
⋮
そ
れ
は
勤
務
外
の
も
の
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
被
告
人
の
本
件
配
布
行
為
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
政
治
的

傾
向
が
被
告
人
の
職
務
の
遂
行
に
反
映
す
る
機
序
あ
る
い
は
蓋
然
性
に
つ
い
て
合
理
的
に
説
明
で
き
る
結
び
付
き
は
認
め
る
こ
と
が
で
き

ず
、
公
務
員
の
職
務
の
遂
行
の
政
治
的
中
立
性
を
損
な
う
お
そ
れ
が
実
質
的
に
認
め
ら
れ
る
と
は
い
え
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
被
告
人
の
管
理
職
的
地
位
の
有
無
、
そ
の
職
務
の
内
容
や
権
限
に
お
け
る
裁
量
の
有
無
等
を
検
討
す
る
ま
で
も
な
く
、
被
告
人
の
本

件
配
布
行
為
は
本
件
罰
則
規
定
の
構
成
要
件
に
該
当
し
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。﹂
と
判
示
し
た
。

　

２　

②
事
件
（
世
田
谷
事
件
）

　

最
高
裁
第
二
小
法
廷
は
、
次
の
と
お
り
判
示
し
、
須
藤
正
彦
裁
判
官
の
反
対
意
見
が
あ
る
ほ
か
、
裁
判
官
全
員
一
致
の
意
見
で
、
判
決
に

よ
り
本
件
上
告
を
棄
却
し
た
。
な
お
、
千
葉
勝
美
裁
判
官
の
補
足
意
見
が
あ
る
。

　

⑴　

国
公
法
一
〇
二
条
一
項
の
﹁
政
治
的
行
為
﹂
の
意
義
等　
　

堀
越
事
件
に
お
け
る
判
示
と
同
様
で
あ
る
。

　

⑵　

憲
法
二
一
条
一
項
、
三
一
条
違
反
お
よ
び
憲
法
七
三
条
六
号
等
違
反
の
検
討　
　

堀
越
事
件
と
同
様
の
判
示
を
し
た
ほ
か
、﹁
本
一

〇
二
条
一
項
が
人
事
院
規
則
に
委
任
し
て
い
る
の
は
、
公
務
員
の
職
務
の
遂
行
の
政
治
的
中
立
性
を
損
な
う
お
そ
れ
が
実
質
的
に
認
め
ら
れ

る
政
治
的
行
為
の
行
為
類
型
を
規
制
の
対
象
と
し
て
具
体
的
に
定
め
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
同
項
が
懲
戒
処
分
の
対
象
と
刑
罰
の
対
象
と
で
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三
〇
一
一

殊
更
に
区
別
す
る
こ
と
な
く
規
制
の
対
象
と
な
る
政
治
的
行
為
の
定
め
を
人
事
院
規
則
に
委
任
し
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
憲
法
上
禁
止
さ

れ
る
白
紙
委
任
に
当
た
ら
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。﹂
と
判
示
し
た
。

　

⑶　

構
成
要
件
該
当
性
の
検
討
（
当
て
は
め
）　　
﹁
被
告
人
は
、
厚
生
労
働
省
大
臣
官
房
統
計
情
報
部
社
会
統
計
課
長
補
佐
で
あ
り
、
庶

務
係
、
企
画
指
導
係
及
び
技
術
開
発
係
担
当
と
し
て
部
下
で
あ
る
各
係
職
員
を
直
接
指
揮
す
る
と
と
も
に
、
同
課
に
存
す
る
八
名
の
課
長
補

佐
の
筆
頭
課
長
補
佐
（
総
括
課
長
補
佐
）
と
し
て
他
の
課
長
補
佐
等
か
ら
の
業
務
の
相
談
に
対
応
す
る
な
ど
課
内
の
総
合
調
整
等
を
行
う
立

場
に
あ
り
、
国
家
公
務
員
法
一
〇
八
条
の
二
第
三
項
た
だ
し
書
所
定
の
管
理
職
員
等
に
当
た
り
、
一
般
の
職
員
と
同
一
の
職
員
団
体
の
構
成

員
と
な
る
こ
と
の
な
い
職
員
で
あ
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
指
揮
命
令
や
指
導
監
督
等
を
通
じ
て
他
の
多
数
の
職
員
の
職
務
の
遂
行
に
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
の
で
き
る
地
位
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
地
位
及
び
職
務
の
内
容
や
権
限
を
担
っ
て
い
た
被
告
人
が
政
党
機
関
紙
の

配
布
と
い
う
特
定
の
政
党
を
積
極
的
に
支
援
す
る
行
動
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
勤
務
外
の
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
国
民
全

体
の
奉
仕
者
と
し
て
政
治
的
に
中
立
な
姿
勢
を
特
に
堅
持
す
べ
き
立
場
に
あ
る
管
理
職
的
地
位
の
公
務
員
が
殊
更
に
こ
の
よ
う
な
一
定
の
政

治
的
傾
向
を
顕
著
に
示
す
行
動
に
出
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
当
該
公
務
員
に
よ
る
裁
量
権
を
伴
う
職
務
権
限
の
行
使
の
過
程
の
様
々
な
場

面
で
そ
の
政
治
的
傾
向
が
職
務
内
容
に
現
れ
る
蓋
然
性
が
高
ま
り
、
そ
の
指
揮
命
令
や
指
導
監
督
を
通
じ
て
そ
の
部
下
等
の
職
務
の
遂
行
や

組
織
の
運
営
に
も
そ
の
傾
向
に
沿
っ
た
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
当
該
公
務
員
及
び
そ

の
属
す
る
行
政
組
織
の
職
務
の
遂
行
の
政
治
的
中
立
性
が
損
な
わ
れ
る
お
そ
れ
が
実
質
的
に
生
ず
る
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
す

る
と
、
本
件
配
布
行
為
が
、
勤
務
時
間
外
で
あ
る
休
日
に
、
国
な
い
し
職
場
の
施
設
を
利
用
せ
ず
に
、
そ
れ
自
体
は
公
務
員
と
し
て
の
地
位

を
利
用
す
る
こ
と
な
く
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
公
務
員
に
よ
り
組
織
さ
れ
る
団
体
の
活
動
と
し
て
の
性
格
を
有
し
な
い
こ
と
、
公
務

員
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
な
く
、
無
言
で
郵
便
受
け
に
文
書
を
配
布
し
た
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
っ
て
、
公
務
員
に
よ
る
行
為

と
認
識
し
得
る
態
様
で
は
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
の
事
情
を
考
慮
し
て
も
、
本
件
配
布
行
為
に
は
、
公
務
員
の
職
務
の
遂
行
の
政
治
的
中
立
性
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を
損
な
う
お
そ
れ
が
実
質
的
に
認
め
ら
れ
、
本
件
配
布
行
為
は
本
件
罰
則
規
定
の
構
成
要
件
に
該
当
す
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。﹂

　

⑷　

千
葉
勝
美
裁
判
官
の
補
足
意
見　
　

千
葉
勝
美
裁
判
官
の
補
足
意
見
（
以
下
、
堀
越
事
件
に
お
け
る
千
葉
補
足
意
見
と
併
せ
て
﹁
千

葉
補
足
意
見
﹂
と
い
う
）
の
内
容
は
、
原
審
が
適
用
違
憲
の
手
法
を
採
用
し
た
こ
と
に
対
す
る
批
判
部
分
が
無
い
こ
と
以
外
、
堀
越
事
件
と

同
様
で
あ
る
。

　

⑸　

須
藤
正
彦
裁
判
官
の
反
対
意
見　
　

須
藤
正
彦
裁
判
官
の
反
対
意
見
（
以
下
、
堀
越
事
件
に
お
け
る
須
藤
意
見
と
併
せ
て
単
に
﹁
須

藤
意
見
﹂
と
い
う
）
の
内
容
は
、
次
の
構
成
要
件
該
当
性
（
当
て
は
め
）
の
判
断
以
外
、
堀
越
事
件
と
同
様
で
あ
る
。

　
﹁
被
告
人
の
本
件
配
布
行
為
は
、
政
治
的
傾
向
を
有
す
る
行
為
で
は
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
と
こ
ろ
、
被
告
人
は
、
厚
生
労
働
大
臣

官
房
の
社
会
統
計
課
の
筆
頭
課
長
補
佐
（
総
括
課
長
補
佐
）
で
、
本
法
一
〇
八
条
の
二
第
三
項
た
だ
し
書
所
定
の
管
理
職
員
等
に
当
た
り
、

指
揮
命
令
や
指
導
監
督
等
の
裁
量
権
を
伴
う
職
務
権
限
の
行
使
な
ど
の
場
面
で
他
の
多
数
の
職
員
の
職
務
の
遂
行
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
の

で
き
る
地
位
に
あ
る
と
い
え
る
が
、
⋮
⋮
そ
れ
は
勤
務
外
の
も
の
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
被
告
人
の
本
件
配
布
行
為
か
ら

う
か
が
わ
れ
る
政
治
的
傾
向
が
被
告
人
の
職
務
の
遂
行
に
反
映
す
る
機
序
あ
る
い
は
蓋
然
性
に
つ
い
て
合
理
的
に
説
明
で
き
る
結
び
付
き
は

認
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
公
務
員
の
職
務
の
遂
行
の
政
治
的
中
立
性
を
損
な
う
お
そ
れ
が
実
質
的
に
認
め
ら
れ
る
と
は
い
え
な
い
と
い
う
べ

き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
被
告
人
が
上
記
の
と
お
り
管
理
職
的
地
位
に
あ
る
こ
と
、
そ
の
職
務
の
内
容
や
権
限
に
お
い
て
裁
量
権
が
あ
る

こ
と
等
を
考
慮
し
て
も
、
被
告
人
の
本
件
配
布
行
為
は
本
件
罰
則
規
定
の
構
成
要
件
に
該
当
し
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。﹂
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１　

は
じ
め
に

　

本
件
の
堀
越
事
件
お
よ
び
世
田
谷
事
件
は
、
い
ず
れ
も
国
家
公
務
員
が
政
党
機
関
紙
等
を
配
布
し
た
行
為
に
関
し
て
、
国
公
法
一
〇
二
条

一
項）

4
（

お
よ
び
人
事
院
規
則
一
四
︱
七
（
政
治
的
行
為
）
に
違
反
し
た
と
し
て
、政
治
的
行
為
制
限
違
反
罪
の
成
否
が
問
わ
れ
た
事
案
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
最
高
裁
は
、
両
事
件
で
異
な
る
結
論
を
導
い
た
。

　

本
件
両
事
件
は
、
い
わ
ゆ
る
猿
払
事
件
最
高
裁
大
法
廷
判
決
の
理
解
を
は
じ
め
、
憲
法
、
行
政
法
、
刑
事
法
、
労
働
法
お
よ
び
国
際
人
権

法
と
い
っ
た
広
範
な
法
分
野
に
亘
る
様
々
な
問
題
点
を
内
包
し
て
い
る）

5
（

。
本
稿
は
、
こ
の
う
ち
刑
法
学
上
の
問
題
点
を
考
察
す
る
。
ま
ず
、

本
件
罰
則
規
定
の
保
護
法
益
に
関
し
て
、
従
前
の
判
例
等
や
同
じ
公
務
員
犯
罪
で
あ
る
賄
賂
罪
に
関
す
る
刑
法
学
上
の
議
論
を
踏
ま
え
て
考

察
を
加
え
る
。
次
に
、
本
件
罰
則
規
定
の
罪
質
に
関
し
て
、
抽
象
的
危
険
犯
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
に
、
そ
の
刑
法
学
上
の
議
論

を
踏
ま
え
て
考
察
を
加
え
る
。
こ
の
罪
質
の
問
題
に
関
連
し
て
、
本
最
判
が
行
っ
た
限
定
解
釈
は
、
明
確
性
の
原
則
や
過
度
の
広
範
性
の
理

論
と
い
っ
た
罪
刑
法
定
主
義
ひ
い
て
は
憲
法
学
上
の
問
題
だ
け
で
な
く
、
合
憲
限
定
解
釈
や
適
用
違
憲
と
い
っ
た
憲
法
学
上
の
問
題
と
も
密

接
に
関
係
し
て
い
る
。
ま
た
、
国
公
法
一
〇
二
条
一
項
の
人
事
院
規
則
一
四
︱
七
へ
の
委
任
は
、
法
律
主
義
の
原
則
と
い
っ
た
罪
刑
法
定
主

義
ひ
い
て
は
憲
法
学
上
の
問
題
と
関
係
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
考
察
対
象
で
あ
る
刑
法
学
上
の
問
題
点
が
憲
法
と
緊
密
な
関
係
を
有
し
て

い
る
た
め
、
本
稿
は
刑
法
と
憲
法
と
の
隣
接
領
域
に
関
し
て
も
考
察
す
る
。

　

２　

本
件
罰
則
規
定
の
保
護
法
益

　

⑴　

従
前
の
判
例
お
よ
び
裁
判
例　
　

公
務
員
の
政
治
的
行
為
制
限
違
反
罪
に
つ
い
て
判
断
し
た
判
例
お
よ
び
裁
判
例
は
、
本
稿
末
尾
の
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政
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配
布
の
禁
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三
〇
一
四

判
例
お
よ
び
裁
判
例
一
覧
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
保
護
法
益
あ
る
い
は
目
的
に
関
す
る
判
断
を
行
っ
た
判
例
お
よ
び
裁
判
例
は
、

概
ね
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
ず
、
政
治
的
行
為
制
限
違
反
罪
に
関
す
る
一
連
の
裁
判
例
の
嚆
矢
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
旭
川
地
判
昭
和

四
三
年
三
月
二
五
日）

6
（

︹
猿
払
事
件
第
一
審
判
決
・
裁
判
例
①
︺
は
、
公
務
や
職
務
の
公
正
な
運
営
あ
る
い
は
公
務
の
中
立
性
に
つ
い
て
の
国

民
の
信
頼
を
踏
ま
え
て
判
断
し
た
。
そ
の
後
、
東
京
地
判
昭
和
四
四
年
六
月
一
四
日）

7
（

︹
総
理
府
統
計
局
事
件
第
一
審
判
決
・
裁
判
例
⑦
︺
は
、

﹁
公
務
員
が
特
定
の
政
党
ま
た
は
特
定
の
候
補
者
の
た
め
に
選
挙
活
動
を
す
る
こ
と
を
放
任
し
た
場
合
に
生
ず
る
弊
害
と
し
て
考
え
ら
れ
る

も
の
は
一
で
は
な
い
と
し
て
も
、
そ
の
中
で
最
も
重
視
す
べ
き
も
の
は
、
一
般
国
民
に
対
し
、
行
政
官
庁
の
公
正
な
運
営
に
つ
い
て
一
般
的

に
不
安
、
不
信
、
疑
惑
を
抱
か
せ
る
に
至
る
こ
と
で
あ
﹂
る
と
判
示
し
た
。
も
っ
と
も
、
当
該
判
決
に
対
し
て
、
名
古
屋
地
裁
豊
橋
支
判
昭

和
四
八
年
三
月
三
〇
日）

8
（

︹
豊
橋
郵
便
局
事
件
第
一
審
判
決
・
裁
判
例
⑫
︺
は
、﹁
国
家
公
務
員
の
職
務
執
行
の
実
質
的
な
公
正
さ
そ
の
も
の

で
は
な
く
、
公
正
ら
し
さ
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
に
あ
る
と
す
る
見
解
﹂
に
立
つ
も
の
と
理
解
し
た
上
で
批
判
を
加
え
た
。

　

高
松
高
判
昭
和
四
六
年
五
月
一
〇
日）

9
（

︹
徳
島
郵
便
局
事
件
控
訴
審
判
決
・
裁
判
例
⑤
︺
は
、﹁
国
民
に
郵
便
局
の
業
務
に
つ
き
不
安
、
不
信
、

疑
惑
を
抱
か
せ
る
程
度
の
も
の
と
は
見
ら
れ
な
い
﹂
こ
と
か
ら
、
適
用
違
憲
と
し
た
原
判
決
を
是
認
し
た
。
ま
た
、
仙
台
高
判
昭
和
四
七
年

四
月
七
日）
₁₀
（

︹
む
つ
営
林
署
事
件
控
訴
審
判
決
・
裁
判
例
⑪
︺
は
、﹁
被
告
人
か
ら
本
件
機
関
紙
の
配
布
を
受
け
、
ま
た
は
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
、

あ
る
い
は
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
を
目
撃
し
た
者
ら
の
う
ち
大
多
数
の
者
は
、
被
告
人
の
行
為
が
営
林
署
職
員
の
行
為
で
あ
る
が
故
に
犯
罪
を
構

成
す
る
と
か
、
営
林
署
の
業
務
に
影
響
す
る
の
で
は
な
い
か
な
ど
の
疑
念
は
い
だ
か
な
か
っ
た
も
の
と
い
う
の
で
あ
り
、
⋮
⋮
被
告
人
の
本

件
行
為
が
一
般
市
民
に
対
し
、
営
林
署
の
公
正
な
運
営
に
つ
い
て
、
不
安
、
不
信
、
疑
惑
を
い
だ
か
せ
る
程
度
の
も
の
で
は
な
く
﹂
と
判
示

し
て
、
こ
れ
を
国
公
法
一
一
〇
条
一
項
一
九
号
の
適
用
が
無
い
こ
と
の
理
由
の
一
つ
と
し
た
。

　

高
松
地
判
昭
和
四
九
年
六
月
二
八
日）
₁₁
（

︹
高
松
簡
易
保
険
局
事
件
第
一
審
判
決
・
裁
判
例
⑭
︺
は
、﹁
行
政
は
国
民
生
活
と
の
か
か
わ
り
合

の
中
で
運
営
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
右
に
い
う
行
政
の
中
正
、
能
率
的
継
続
的
安
定
的
運
営
は
、
い
ず
れ
も
そ
の
実
質
に
お
い
て
そ
の
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よ
う
に
あ
る
こ
と
は
論
勿
、
行
政
が
右
の
よ
う
に
運
営
さ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
望
む
国
民
の
側
か
ら
見
て
行
政
が
そ
の
よ
う
に
運
営
せ
ら

れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
こ
と
に
対
す
る
信
頼
を
欠
い
て
は
十
全
を
期
し
得
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
公
務
員
は
、
国
民
の
側
か
ら
客
観
的
に
見

た
場
合
に
右
の
信
頼
を
阻
害
す
る
も
の
と
評
価
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
十
分
な
慎
し
み
を
も
っ
て
行
動
す
べ
く
公
務
員
が
か
か

る
態
勢
に
あ
る
こ
と
は
公
共
の
福
祉
の
上
か
ら
強
く
要
請
さ
れ
る
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
⋮
⋮
国
家
公
務
員
法
第
一
〇
二
条
、

人
事
院
規
則
一
四
︱
七
が
公
務
員
に
対
し
て
一
定
の
政
治
的
行
為
を
禁
止
し
た
所
以
も
こ
こ
に
存
す
る
の
で
あ
る
。﹂
と
判
示
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
公
務
員
の
政
治
的
行
為
制
限
違
反
罪
に
関
し
て
判
断
し
た
下
級
審
裁
判
例
の
中
に
は
、
国
公
法
一
〇
二
条
一
項
の
目
的
に
国

民
の
信
頼
を
含
め
て
理
解
し
た
と
解
さ
れ
る
も
の
も
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
国
民
の
信
頼
の
内
容
の
理
解
に
つ
い
て
は
幅
が
あ
っ
た
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
最
大
判
昭
和
四
九
年
一
一
月
六
日）
₁₂
（

︹
猿
払
事
件
最
高
裁
判
決
・
裁
判
例
③
。
以
下
﹁
猿
払
最
判
﹂
と
略
称
す
る
︺
は
、

国
公
法
一
〇
二
条
一
項
の
立
法
目
的
は
、﹁
行
政
の
中
立
的
運
営
と
こ
れ
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
を
確
保
す
る
﹂
点
に
あ
る
と
判
示
し
た
。

そ
の
後
に
下
さ
れ
た
名
古
屋
高
判
昭
和
五
〇
年
六
月
二
四
日）
₁₃
（

︹
豊
橋
郵
便
局
事
件
控
訴
審
判
決
・
裁
判
例
⑬
︺、
高
松
高
判
昭
和
五
四
年
一

月
三
〇
日）
₁₄
（

︹
高
松
簡
易
保
険
局
事
件
控
訴
審
判
決
・
裁
判
例
⑮
︺
お
よ
び
最
一
小
判
昭
和
五
六
年
一
〇
月
二
二
日）
₁₅
（

︹
高
松
簡
易
保
険
局
事
件

最
高
裁
判
決
・
裁
判
例
⑯
︺
は
、
い
ず
れ
も
猿
払
最
判
に
従
っ
た
。

　

⑵　

本
件
各
判
決　
　

本
件
両
事
件
の
各
下
級
審
判
決
も
、
猿
払
最
判
に
従
っ
て
、
立
法
目
的
あ
る
い
は
保
護
法
益
は
、
行
政
の
中
立
的

運
営
と
こ
れ
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
の
確
保
で
あ
る
と
解
し
た
。

　

も
っ
と
も
、
次
の
と
お
り
、
特
徴
的
な
判
示
も
見
受
け
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
堀
越
事
件
第
一
審
判
決
は
、
賄
賂
罪
の
保
護
法
益
に
関
し

て
信
頼
保
護
説
が
判
例
通
説
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
引
き
合
い
に
出
し
つ
つ
、
行
政
の
中
立
的
運
営
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
は
独
立
し
て
保

護
に
値
す
る
価
値
が
あ
る
こ
と
を
説
明
し
た）
₁₆
（

。
ま
た
、
堀
越
事
件
控
訴
審
判
決
は
、﹁
国
家
公
務
員
に
よ
る
政
治
的
行
為
の
禁
止
は
、
行
政
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の
中
立
的
運
営
の
要
請
と
こ
れ
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
の
確
保
を
そ
の
規
制
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
本
件
の
よ
う
な
配
布
行
為
を
そ

の
対
象
と
し
て
み
た
場
合
、
こ
の
う
ち
行
政
の
政
治
的
中
立
性
の
要
請
は
、
専
ら
職
務
執
行
に
関
連
し
て
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
職
務
と
無

関
係
の
政
治
的
活
動
の
規
制
に
直
ち
に
つ
な
が
る
も
の
で
は
な
く
、
結
局
、
国
民
の
信
頼
の
確
保
こ
そ
、
本
件
の
よ
う
な
公
務
員
の
政
治
的

活
動
の
規
制
を
正
当
化
し
、
こ
れ
を
根
拠
付
け
る
と
い
う
関
係
に
立
つ
こ
と
に
な
る
。﹂
と
判
示
し
、
国
民
の
信
頼
の
確
保
に
重
点
を
置
い

て
説
明
し
た
。
他
方
、
世
田
谷
事
件
第
一
審
判
決
は
、﹁
行
政
の
中
立
的
運
営
の
確
保
が
、
国
民
全
体
の
重
要
な
利
益
で
あ
る
こ
と
か
ら
す

る
と
、
国
民
に
と
っ
て
は
、
行
政
が
公
平
、
中
立
に
運
営
さ
れ
る
こ
と
が
重
大
な
関
心
事
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
国

民
が
行
政
の
中
立
的
運
営
に
対
し
て
疑
念
、
不
信
を
抱
く
な
ど
、
行
政
の
中
立
的
運
営
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
が
失
わ
れ
る
よ
う
な
事
態
に

陥
れ
ば
、
行
政
の
能
率
的
で
安
定
し
た
運
営
に
も
支
障
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
換
言
す
れ
ば
、
行
政
の
能
率
的
で
安
定
し
た
運
営
の
た
め

に
は
、
行
政
の
中
立
的
運
営
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
が
不
可
欠
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
す
る
と
、﹃
行
政
の
中
立
的
運
営
に
対
す
る

国
民
の
信
頼
﹄
は
保
護
に
値
す
る
利
益
と
い
え
る
か
ら
、
こ
れ
を
﹃
行
政
の
中
立
的
運
営
の
確
保
﹄
と
と
も
に
国
公
法
に
よ
る
政
治
的
行
為

の
制
約
の
目
的
と
解
す
る
こ
と
に
疑
問
は
生
じ
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。﹂
と
判
示
し
た
。
ま
た
、
世
田
谷
事
件
控
訴
審
判
決
は
、
国
民

の
信
頼
は
公
務
員
が
政
治
的
に
中
立
で
あ
る
こ
と
の
外
観
を
保
護
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
外
観
の
保
護
は
法

益
と
す
る
に
値
し
な
い
な
ど
と
い
う
弁
護
人
の
主
張
に
対
し
て
、﹁﹃
国
民
の
信
頼
﹄
と
は
、
公
務
員
の
行
動
の
外
観
が
政
治
的
な
中
立
性
を

保
つ
こ
と
に
対
す
る
信
頼
を
い
う
の
で
は
な
く
、﹃
行
政
の
中
立
的
運
営
（
行
政
の
中
立
性
）﹄
と
い
う
実
体
に
対
す
る
信
頼
で
あ
る
こ
と
は

い
う
ま
で
も
な
く
、﹃
行
政
の
中
立
的
運
営
の
確
保
﹄
と
﹃
こ
れ
対
す
る
国
民
の
信
頼
の
維
持
﹄
は
表
裏
一
体
を
な
す
関
係
に
あ
る
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
﹂）
₁₇
（

と
判
示
し
、
国
民
の
信
頼
の
対
象
お
よ
び
行
政
の
中
立
的
運
営
と
国
民
の
信
頼
と
の
関
係
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　

以
上
の
本
件
各
下
級
審
判
決
を
踏
ま
え
て
、
本
最
判
は
、
国
公
法
一
〇
二
条
一
項
は
﹁
公
務
員
の
職
務
の
遂
行
の
政
治
的
中
立
性
を
保
持

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
政
の
中
立
的
運
営
を
確
保
し
、
こ
れ
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
を
維
持
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。﹂
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と
判
示
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
須
藤
意
見
は
、
政
治
的
行
為
制
限
違
反
罪
は
行
政
の
中
立
的
運
営
を
保
護
法
益
と
し
、
こ
れ
に
対
す
る
信

頼
自
体
は
独
立
の
保
護
法
益
と
す
る
も
の
で
は
な
い
旨
判
示
し
た）
₁₈
（

。

　

⑶　

考　

察　
　

本
件
罰
則
規
定
の
保
護
法
益
に
関
し
て
は
、
行
政
の
中
立
的
運
営
に
加
え
て
、
こ
れ
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
ま
で
含
め

る
べ
き
か
否
か
、
含
め
る
と
し
て
信
頼
の
対
象
は
何
か
と
い
う
点
で
対
立
が
生
じ
て
い
る
。

　

同
様
の
対
立
状
況
は
、
賄
賂
罪
の
保
護
法
益
で
も
生
じ
て
い
る
。
賄
賂
罪
の
保
護
法
益
に
関
し
て
は
、
職
務
の
公
正
お
よ
び
こ
れ
に
対
す

る
社
会
の
信
頼
で
あ
る
と
す
る
信
頼
保
護
説）
₁₉
（

と
、
職
務
の
公
正
の
み
で
あ
る
と
す
る
純
粋
性
説）
₂₀
（

が
対
立
し
て
い
る
。
信
頼
保
護
説
を
批
判
す

る
純
粋
性
説
の
主
た
る
根
拠
は
、
①
﹁
公
正
﹂
の
保
護
に
よ
っ
て
、﹁
信
頼
﹂
も
反
射
的
に
保
護
さ
れ
る
こ
と
、
②
他
の
国
家
的
法
益
に
対

す
る
罪
と
区
別
し
て
賄
賂
罪
で
だ
け
﹁
信
頼
﹂
を
独
立
の
法
益
と
す
る
必
要
は
な
い
こ
と
、
③
﹁
信
頼
﹂
は
極
め
て
抽
象
的
で
、
漠
然
と
し

て
お
り
、
処
罰
範
囲
を
不
明
確
に
す
る
こ
と
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る）
₂₁
（

。
し
か
し
、
純
粋
性
説
に
立
つ
と
、
単
純
収
賄
罪
が
適
法
な
職
務
に
対

す
る
賄
賂
の
授
受
を
処
罰
し
て
い
る
こ
と
や
、
相
当
な
職
務
行
為
を
行
っ
た
後
に
賄
賂
の
授
受
等
が
行
わ
れ
た
場
合
で
も
賄
賂
罪
が
成
立
す

る
こ
と
の
説
明
に
困
難
が
伴
う
と
解
さ
れ
る）
₂₂
（

。
し
た
が
っ
て
、
信
頼
保
護
説
の
優
位
性
が
認
め
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
賄
賂
罪
で
は
信
頼
保
護
説
を
支
持
す
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
も
、
す
べ
て
の
公
務
員
犯
罪
に
お
い
て
常
に
国
民
の
信
頼
が
保

護
法
益
に
な
る
と
は
限
ら
ず
、
保
護
法
益
に
な
る
と
し
て
も
、
そ
の
犯
罪
の
特
質
に
応
じ
て
、
そ
の
内
容
や
重
要
性
は
異
な
り
得
る
も
の
で

あ
る
と
解
さ
れ
る）
₂₃
（

。

　

本
件
罰
則
規
定
の
保
護
法
益
に
国
民
の
信
頼
を
含
め
る
こ
と
に
対
し
て
否
定
的
で
あ
る
見
解
は
、
本
件
罰
則
規
定
に
お
け
る
国
民
の
信
頼

に
対
し
て
、
賄
賂
罪
に
お
い
て
社
会
の
信
頼
に
向
け
た
批
判
と
同
様
の
批
判
を
加
え
て
お
り）
₂₄
（

、﹁
侵
害
原
理
を
担
保
し
う
る
だ
け
の
具
体
性

を
備
え
た
も
の
と
は
い
え
ず
、
こ
れ
を
独
立
の
法
益
と
み
る
べ
き
で
は
な
い
﹂）
₂₅
（

な
ど
と
批
判
す
る
。
こ
の
よ
う
な
見
解
は
、
国
民
の
信
頼
を

含
め
る
こ
と
に
よ
り
、
職
務
に
何
ら
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
政
治
的
行
為
が
行
わ
れ
た
場
合
に
は
客
観
的
に
み
て
行
政
の
中
立
的
運
営
を
害
す
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同
志
社
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六
七
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一
七
〇

国
家
公
務
員
法
一
〇
二
条
一
項
に
い
う
﹁
政
治
的
行
為
﹂
の
意
義
と
政
党
機
関
紙
等
の

配
布
の
禁
止

三
〇
一
八

る
危
険
は
存
在
し
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
民
の
目
か
ら
見
れ
ば
行
政
の
中
立
的
運
営
を
害
す
る
危
険
が
存
在
す
る
と
し
て
、
規
制
対
象

に
含
め
る
こ
と
を
問
題
視
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る）
₂₆
（

。

　

賄
賂
罪
の
犯
罪
構
造
を
合
理
的
に
説
明
す
る
た
め
に
は
社
会
の
信
頼
を
援
用
す
る
必
要
性
が
認
め
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
本
件
罰
則
規
定

に
関
し
て
は
国
民
の
信
頼
を
援
用
す
る
こ
と
な
く
行
政
の
中
立
的
運
営
の
確
保
と
い
う
保
護
法
益
の
み
で
犯
罪
構
造
を
説
明
す
る
こ
と
も
不

可
能
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
国
民
の
信
頼
を
失
う
よ
う
な
事
態
が
生
ず
る
と
職
務
の
円
滑
な
運
用
が
で
き
な
く
な
る
と
い
う
の

が
本
来
の
趣
旨
で
あ
り
職
務
の
円
滑
な
運
用
が
最
終
的
な
保
護
法
益
と
い
う
べ
き
で
あ
る
と
い
う
賄
賂
罪
で
な
さ
れ
て
い
る
指
摘
や）
₂₇
（

賄
賂
罪

に
お
け
る
社
会
の
信
頼
は
﹁
民
主
的
国
家
秩
序
の
精
神
的
支
柱
﹂
と
も
い
う
べ
き
で
あ
る
と
い
う
指
摘）
₂₈
（

は
、
本
件
罰
則
規
定
に
お
け
る
国
民

の
信
頼
に
対
し
て
も
同
様
に
妥
当
す
る
も
の
で
あ
り
、
行
政
の
中
立
的
運
営
と
国
民
の
信
頼
と
は
切
り
離
し
て
論
じ
る
べ
き
で
は
な
い
と
解

さ
れ
る
。
国
民
の
信
頼
に
対
し
て
向
け
ら
れ
て
い
る
批
判
に
つ
い
て
は
、
国
民
の
信
頼
の
内
容
あ
る
い
は
対
象
の
検
討
を
通
じ
て
配
慮
す
る

べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

国
民
の
信
頼
の
内
容
あ
る
い
は
対
象
は
、
種
々
考
え
ら
れ
る
。
公
務
員
が
政
治
的
信
条
を
一
切
持
た
ず
人
格
あ
る
い
は
思
想
面
に
お
い
て

政
治
的
中
立
性
を
保
っ
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
信
頼
と
考
え
る
場
合
、
憲
法
一
九
条
に
よ
り
公
務
員
に
も
思
想
良
心
の
自
由
は
保
障
さ
れ
る

こ
と
に
鑑
み
る
と
、
こ
の
よ
う
な
信
頼
を
保
護
法
益
に
含
め
る
こ
と
は
適
切
で
は
な
い
と
解
さ
れ
る
。
行
政
の
中
立
的
運
営
に
対
す
る
国
民

の
信
頼
を
問
題
と
す
る
場
合
で
も
、
中
立
ら
し
さ
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
を
保
護
法
益
と
す
る
と
、
公
務
員
は
国
民
か
ら
中
立
的
に
見
え
る

よ
う
に
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
と
解
さ
れ
、
現
実
に
行
政
の
中
立
的
運
営
に
影
響
を
及
ぼ
す
か
否
か
を
問
う
こ
と
な
く
、

国
民
の
目
か
ら
見
て
中
立
性
に
疑
念
を
抱
か
せ
る
外
観
さ
え
生
じ
れ
ば
、
規
制
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
と
解
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う

に
考
え
る
と
、
現
実
と
乖
離
し
た
観
念
的
な
疑
念
を
根
拠
に
広
範
な
規
制
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
り
、
公
務
員
が
勤
務
外
で
私
生
活
上
の
行
為

と
し
て
政
治
的
行
為
を
行
っ
た
場
合
で
も
、
そ
れ
だ
け
で
一
律
に
規
制
対
象
と
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ず
、
職
務
関
連
性
を
完
全
に
不
要
と
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す
る
解
釈
と
な
っ
て
、
結
論
と
し
て
の
妥
当
性
が
保
た
れ
な
い
場
合
が
出
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
国
民
の
信
頼
を
保
護
法
益
に
含
め
る

こ
と
に
反
対
す
る
見
解
は
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
を
批
判
し
て
い
る
面
が
あ
る
と
思
わ
れ
る）
₂₉
（

。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
行
政
の
中
立
的
運
営

と
い
う
実
体
と
は
離
れ
た
観
念
的
な
国
民
の
信
頼
は
保
護
法
益
か
ら
除
外
し
、
あ
く
ま
で
行
政
の
中
立
的
運
営
と
い
う
実
体
の
枠
内
で
国
民

の
信
頼
を
保
護
す
る
べ
き
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
罰
則
規
定
の
保
護
法
益
と
な
る
国
民
の
信
頼
は
、
行
政
の
中
立
的
運

営
と
い
う
実
体
を
対
象
と
す
る
も
の
に
限
ら
れ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る）
₃₀
（

。

　

３　

本
件
罰
則
規
定
の
罪
質

　

⑴　

問
題
の
所
在　
　

本
件
罰
則
規
定
は
、
上
記
法
益
が
侵
害
さ
れ
た
こ
と
を
構
成
要
件
要
素
と
し
て
い
な
い
た
め
、
侵
害
犯
で
は
な
い

と
解
さ
れ
る
。
ま
た
、
本
件
罰
則
規
定
に
よ
り
憲
法
上
の
権
利
で
あ
る
表
現
の
自
由
が
制
約
さ
れ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
規
定
に
形
式
的
に

違
反
し
た
だ
け
で
処
罰
さ
れ
る
形
式
犯
と
し
て
理
解
す
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
え
る
。
本
件
罰
則
規
定
は
、
危
険
犯
と
し
て
理
解
す
る
べ
き

で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
本
件
罰
則
規
定
上
、
上
記
法
益
を
侵
害
す
る
危
険
の
発
生
は
要
求
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
す
る
と
、
一
般
的
な
理

解
に
従
え
ば
、
具
体
的
危
険
犯
で
は
な
い
と
解
さ
れ
る
。
本
件
罰
則
規
定
の
罪
質
は
、
抽
象
的
危
険
犯
と
し
て
理
解
す
る
べ
き
で
あ
る）
₃₁
（

。
し

か
し
、
抽
象
的
危
険
犯
で
あ
る
と
解
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
性
質
の
理
解
に
関
し
て
は
様
々
な
見
解
が
提
唱
さ
れ
て
お
り
、
各
見
解
に
よ
っ

て
本
件
罰
則
規
定
の
構
成
要
件
の
構
造
や
文
言
の
解
釈
も
異
な
り
得
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
抽
象
的
危
険
犯
で
あ
る
と
解
す

る
こ
と
は
端
緒
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
内
実
を
如
何
に
構
成
す
る
べ
き
か
が
問
題
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
以
下
で
は
、
抽
象
的
危
険
犯
に
関
す
る

総
論
的
検
討
を
行
っ
た
後
、
政
治
的
行
為
制
限
違
反
罪
に
関
す
る
従
前
の
裁
判
例
や
学
説
等
の
各
論
的
検
討
を
踏
ま
え
た
上
で
、
考
察
を
行

う
。

　

⑵　

抽
象
的
危
険
犯
に
関
す
る
議
論
の
概
要　
　

抽
象
的
危
険
犯
に
関
し
て
は
、
放
火
罪
、
偽
証
罪
、
遺
棄
罪
等
の
刑
法
典
上
の
犯
罪
の
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三
〇
二
〇

ほ
か
、
公
安
条
例
違
反
の
罪
等
の
特
別
刑
法
上
の
犯
罪
を
題
材
と
し
て
議
論
さ
れ
て
き
た
。
従
来
、
抽
象
的
危
険
は
構
成
要
件
要
素
で
は
な

く
、
立
法
理
由
で
あ
り
、
抽
象
的
危
険
の
発
生
が
常
に
存
在
す
る
も
の
と
し
て
擬
制
さ
れ
て
い
る
と
い
う
形
式
説
（
擬
制
説
）
が
通
説
と
さ

れ
て
き
た
。
擬
制
説
の
理
解
に
従
え
ば
、
抽
象
的
危
険
は
、
抽
象
的
危
険
犯
処
罰
の
た
め
に
理
論
的
に
は
要
求
さ
れ
る
と
し
て
も
、
擬
制
さ

れ
る
た
め
に
、
現
実
的
に
は
個
別
事
案
に
お
い
て
一
切
考
慮
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
形
式
説
に
分
類
さ
れ
る
見
解
と
し
て
、
擬
制
説
の
ほ

か
立
法
理
由
説
が
あ
る
。
し
か
し
、
擬
制
説
と
立
法
理
由
説
の
実
際
上
の
区
別
は
相
対
的
で
あ
る
と
思
わ
れ
る）
₃₂
（

。
ま
た
、
形
式
説
に
分
類
さ

れ
る
学
説
と
し
て
、
一
般
的
危
険
説
、
す
な
わ
ち
、
抽
象
的
危
険
犯
の
規
定
は
、
統
計
上
の
大
量
観
察
に
基
づ
き
経
験
的
に
通
例
危
険
な
行

為
を
禁
止
し
て
い
る
と
理
解
す
る
見
解
が
あ
る
。
一
般
的
危
険
説
は
擬
制
説
と
異
な
ら
な
い
と
い
う
理
解
に
よ
り
形
式
説
に
含
め
て
説
明
さ

れ
る
こ
と
が
あ
る）
₃₃
（

。
し
か
し
、
他
方
で
、
一
般
的
危
険
説
で
も
可
罰
性
を
否
定
す
る
こ
と
が
理
論
的
に
は
可
能
で
あ
る
と
い
う
指
摘
も
な
さ

れ
て
い
る）
₃₄
（

。
し
た
が
っ
て
、
一
般
的
危
険
説
の
理
解
お
よ
び
学
説
上
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
は
、
な
お
議
論
の
余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

形
式
説
の
帰
結
と
し
て
、
具
体
的
事
案
に
お
い
て
、
お
よ
そ
抽
象
的
危
険
が
発
生
し
な
い
場
合
で
も
、
処
罰
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か

し
、
現
在
は
、
具
体
的
事
案
に
お
い
て
、
お
よ
そ
危
険
が
発
生
し
な
い
場
合
に
は
、
処
罰
を
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
と
す
る
実
質
説
が
優
勢

と
な
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
実
質
説
も
、
そ
の
結
論
を
導
く
に
当
た
っ
て
の
理
論
構
成
に
つ
い
て
は
、
定
説
を
み
る
に
は
至
っ
て
い
な

い）
₃₅
（

。
学
説
上
の
主
な
対
立
点
は
、
危
険
を
構
成
要
件
段
階
と
違
法
性
段
階
の
ど
ち
ら
で
判
断
す
る
の
か
と
い
っ
た
体
系
的
位
置
付
け
の
問
題

や
、
危
険
を
法
文
上
の
構
成
要
件
的
行
為
の
解
釈
で
の
み
判
断
す
る
の
か
行
為
に
限
ら
ず
全
て
の
構
成
要
件
の
中
で
判
断
し
得
る
の
か
と
い

っ
た
法
文
上
の
構
成
要
件
と
危
険
と
の
関
係
の
問
題
等
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

判
例
に
つ
い
て
み
る
と
、
偽
証
罪）
₃₆
（

、
放
火
罪）
₃₇
（

、
遺
棄
罪）
₃₈
（

な
ど
の
刑
法
典
上
の
犯
罪
の
ほ
か
、
あ
ん
摩
師
、
は
り
師
、
き
ゅ
う
師
お
よ
び
柔

道
整
復
師
法
一
二
条
違
反
の
罪）
₃₉
（

、
破
壊
活
動
防
止
法
三
八
条
二
項
二
号
の
文
書
頒
布
罪）
₄₀
（

等
に
関
し
て
も
判
断
が
示
さ
れ
た
。
判
例
の
理
解
に

つ
い
て
は
、
形
式
説
（
擬
制
説
）
に
立
っ
て
い
る
と
い
う
見
解
が
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、﹁
判
例
は
こ
れ
ま
で
抽
象
的
危
険
犯
の
解
釈
に
あ
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た
り
、構
成
要
件
に
規
定
さ
れ
て
い
る
﹃
行
為
﹄
や
﹃
行
為
手
段
﹄
な
ど
の
文
言
を
限
定
解
釈
す
る
と
い
う
手
法
を
と
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

⋮
⋮
判
例
は
す
べ
て
の
抽
象
的
危
険
犯
に
つ
い
て
一
律
の
扱
い
を
し
て
お
ら
ず
、﹃
判
例
は
形
式
説
を
採
用
し
て
い
る
﹄
と
い
う
表
現
は
不

精
確
で
あ
る
。﹂
と
い
う
見
解）
₄₁
（

や
、
判
例
は
行
為
の
一
般
的
類
型
的
危
険
に
着
目
し
形
式
説
に
立
っ
て
い
る
と
い
う
見
解）
₄₂
（

も
あ
る
な
ど
、
判

例
の
理
解
も
一
様
で
は
な
い
。

　

⑶　

本
件
罰
則
規
定
の
罪
質
に
関
す
る
従
前
の
裁
判
例
お
よ
び
学
説　
　

以
上
の
抽
象
的
危
険
犯
に
関
す
る
総
論
的
検
討
を
踏
ま
え
て
、

本
件
罰
則
規
定
に
関
す
る
各
論
的
検
討
を
行
う
。
ま
ず
、
従
前
の
裁
判
例
の
傾
向
を
み
る
と
、
下
級
審
裁
判
例
の
中
に
は
、
本
件
罰
則
規
定

に
違
反
す
る
行
為
を
行
っ
て
も
幣
害
は
著
し
く
小
さ
い
な
ど
と
い
う
理
由
か
ら
限
定
的
解
釈
を
試
み
る
も
の
が
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
そ
の

理
論
的
根
拠
は
、
適
用
違
憲
や
実
質
的
（
可
罰
的
）
違
法
性
の
不
存
在
で
あ
っ
て
、
本
件
罰
則
規
定
の
罪
質
が
抽
象
的
危
険
犯
で
あ
る
こ
と

を
根
拠
に
限
定
解
釈
を
行
っ
た
も
の
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
最
高
裁
で
も
本
件
罰
則
規
定
の
罪
質
に
つ
い
て
明
示
的
に
判
断
し
た
も
の
は
見

受
け
ら
れ
な
い
。
た
だ
し
、
猿
払
最
判
︹
裁
判
例
③
︺
で
は
、﹁
公
務
員
の
政
治
的
中
立
性
を
損
う
お
そ
れ
の
あ
る
政
治
的
行
為
﹂
と
い
う

判
示
が
あ
り
、
本
件
罰
則
規
定
の
罪
質
が
危
険
犯
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
判
示
部
分
が
あ
っ
た
。

　

本
件
両
事
件
に
お
け
る
各
下
級
審
判
決
は
、
い
ず
れ
も
本
件
罰
則
規
定
が
抽
象
的
危
険
犯
で
あ
る
旨
判
示
し
た
。
な
お
、
堀
越
事
件
控
訴

審
判
決
は
、﹁
あ
る
程
度
の
危
険
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
﹂
と
判
示
し
た
こ
と
か
ら
、
実
質
説
と
親
和

的
で
あ
る
と
評
価
で
き
る）
₄₃
（

。
他
方
、
世
田
谷
事
件
控
訴
審
判
決
は
、﹁
行
為
の
う
ち
に
抽
象
的
危
険
が
擬
制
さ
れ
て
い
る
と
解
す
べ
き
﹂
と

判
示
し
た
こ
と
か
ら
、
形
式
説
（
擬
制
説
）
に
親
和
的
で
あ
る
と
評
価
で
き
る）
₄₄
（

。
こ
の
よ
う
に
、
本
件
両
事
件
の
各
下
級
審
判
決
は
、
い
ず

れ
も
本
件
罰
則
規
定
の
罪
質
を
抽
象
的
危
険
犯
で
あ
る
と
解
し
た
限
度
で
共
通
性
が
認
め
ら
れ
て
も
、
上
記
各
控
訴
審
判
決
で
理
解
が
異
な

る
よ
う
に
統
一
的
な
判
断
が
な
さ
れ
た
訳
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
中
で
本
最
判
は
判
決
文
中
で
抽
象
的
危
険
犯
と
い
う
言
葉
を
用
い

な
か
っ
た
も
の
の
、﹁
公
務
員
の
職
務
の
遂
行
の
政
治
的
中
立
性
を
損
な
う
お
そ
れ
が
⋮
⋮
現
実
的
に
起
こ
り
得
る
も
の
と
し
て
実
質
的
に
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認
め
ら
れ
る
も
の
﹂
と
判
示
し
、
本
最
判
の
調
査
官
解
説
は
本
件
罰
則
規
定
の
罪
質
が
抽
象
的
危
険
犯
で
あ
る
と
解
し
て
い
る）
₄₅
（

。

　

本
件
罰
則
規
定
の
罪
質
に
関
す
る
学
説
と
し
て
、
具
体
的
危
険
犯
説）
₄₆
（

と
抽
象
的
危
険
犯
説
が
見
受
け
ら
れ
る
。
抽
象
的
危
険
犯
説
は
、
配

布
行
為
の
判
断
に
当
た
り
公
務
員
の
職
種
・
職
務
権
限
、
裁
量
権
の
範
囲
の
広
狭
や
勤
務
時
間
の
内
外
等
の
事
情
を
考
慮
し
た
上
、
当
該
配

布
行
為
に
よ
り
本
規
定
が
想
定
す
る
危
険
が
現
実
に
発
生
し
た
と
い
え
る
か
を
実
質
的
に
判
断
す
る
見
解）
₄₇
（

や
、
行
為
客
体
で
あ
る
﹁
政
党
刊

行
物
﹂
の
限
定
解
釈
を
行
う
見
解）
₄₈
（

な
ど
が
あ
る
。
前
者
の
見
解
に
対
し
て
は
、
①
結
局
個
別
事
案
で
現
実
に
法
益
に
対
す
る
危
険
が
発
生
し

た
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
本
罪
を
実
質
上
の
具
体
的
危
険
犯
た
ら
し
め
る
問
題
を
有
す
る
と
思
わ
れ
る）
₄₉
（

、
②
人
事
院
規

則
一
四
︱
七
は
、
休
暇
中
や
勤
務
時
間
外
の
者
が
行
う
政
党
ビ
ラ
の
配
布
も
念
頭
に
置
い
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
本
規
定
の
解
釈
と
し
て

は
採
用
し
が
た
い）
₅₀
（

と
い
っ
た
批
判
が
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
本
件
罰
則
規
定
の
危
険
判
断
に
お
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
累
積
的
波
及
的
弊
害
論
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
も
併
せ
て
論
じ
ら
れ

て
き
た
。
東
京
地
判
昭
和
四
四
年
六
月
一
四
日）
₅₁
（

︹
総
理
府
統
計
局
事
件
第
一
審
判
決
・
裁
判
例
⑦
︺
は
﹁
各
種
選
挙
の
度
に
そ
の
効
果
が
累

積
さ
れ
て
い
く
こ
と
等
を
考
え
合
わ
せ
て
み
る
と
、
公
務
員
の
選
挙
活
動
を
放
任
し
た
場
合
、
そ
の
こ
と
が
行
政
官
庁
の
公
正
な
運
営
に
つ

い
て
一
般
的
に
国
民
に
与
え
る
不
安
、不
信
感
等
は
、軽
視
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
が
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。﹂
と
判
示
し
、

ま
た
、
高
松
地
判
昭
和
四
九
年
六
月
二
八
日）
₅₂
（

︹
高
松
簡
易
保
険
局
事
件
第
一
審
判
決
・
裁
判
例
⑭
︺
も
投
票
勧
誘
行
為
に
つ
い
て
で
は
あ
る

が
﹁
累
積
に
よ
る
弊
害
は
無
視
で
き
な
い
も
の
が
あ
る
﹂
な
ど
と
判
示
し
た
。
そ
の
後
、
猿
払
最
判
︹
最
判
例
③
︺
は
、﹁
特
に
国
家
公
務

員
に
つ
い
て
は
、
そ
の
所
属
す
る
行
政
組
織
の
機
構
の
多
く
は
広
範
囲
に
わ
た
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
行
為
が
累
積
さ
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
現
出
す
る
事
態
を
軽
視
し
、
そ
の
弊
害
を
過
小
に
評
価
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。﹂
と
判
示
し
、
累
積
的
波
及
的
弊

害
論
な
ど
と
呼
ば
れ
る
考
え
方
を
示
し
た
。
後
の
高
松
高
判
昭
和
五
四
年
一
月
三
〇
日）
₅₃
（

︹
高
松
簡
易
保
険
局
事
件
控
訴
審
判
決
・
裁
判
例
⑮
︺

も
同
弊
害
論
に
依
拠
し
、
本
件
両
事
件
の
下
級
審
判
決
に
お
い
て
も
、
堀
越
事
件
第
一
審
判
決
、
世
田
谷
事
件
第
一
審
判
決
お
よ
び
同
事
件
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三
〇
二
三

控
訴
審
判
決
は
、
い
ず
れ
も
累
積
的
波
及
的
弊
害
論
を
援
用
し
た
。
し
か
し
、
堀
越
事
件
控
訴
審
判
決
は
同
弊
害
論
を
採
用
せ
ず
批
判
し）
₅₄
（

、

本
最
判
は
累
積
的
波
及
的
弊
害
論
に
触
れ
な
か
っ
た）
₅₅
（

。

　

累
積
的
波
及
的
弊
害
論
に
対
し
て
は
、
刑
法
学
上
も
批
判
が
強
い
。
違
法
論
の
観
点
か
ら
﹁
放
任
さ
れ
た
行
為
が
累
積
し
て
い
く
場
合
の

弊
害
と
い
う
の
は
、
当
該
被
告
人
の
行
為
に
よ
る
直
接
的
な
法
益
侵
害
・
危
険
と
は
関
係
の
な
い
行
為
後
の
事
情
で
あ
っ
て
、
し
か
も
裁
判

所
に
よ
り
現
実
に
存
在
す
る
も
の
と
し
て
認
定
す
る
こ
と
の
不
可
能
な
事
実
な
の
で
あ
る
か
ら
（
そ
の
多
く
は
裁
判
後
の
事
情
で
さ
え
あ

る
）、
そ
れ
が
行
為
の
違
法
評
価
、
し
た
が
っ
て
そ
の
可
罰
性
を
基
礎
づ
け
る
と
い
う
こ
と
は
お
よ
そ
あ
り
え
な
い
。﹂）
₅₆
（

と
い
う
批
判
が
あ
り
、

ま
た
、
責
任
論
の
観
点
か
ら
﹁
自
己
の
行
為
後
に
他
人
の
模
倣
行
為
が
﹃
波
及
的
﹄
に
発
生
し
た
責
任
を
、
行
為
者
に
負
わ
せ
る
こ
と
は
個

人
責
任
の
原
理
に
反
す
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。﹂）
₅₇
（

と
い
う
批
判
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
批
判
は
正
当
で
あ
る
と
い
え
、
累
積
的
波
及
的

弊
害
論
を
批
判
し
た
堀
越
事
件
控
訴
審
判
決
お
よ
び
同
弊
害
論
を
援
用
し
な
か
っ
た
本
最
判
は
、
い
ず
れ
も
妥
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

⑷　

本
件
罰
則
規
定
の
罪
質
に
関
す
る
本
最
判
の
分
析　
　

考
察
に
入
る
前
に
、
本
件
罰
則
規
定
の
罪
質
に
関
す
る
本
最
判
の
判
断
を
確

認
し
て
お
く
。
本
最
判
は
、﹁
政
治
的
行
為
﹂
と
い
う
文
言
ひ
い
て
は
人
事
院
規
則
の
定
め
る
行
為
類
型
の
解
釈
を
行
う
中
で
、﹁
公
務
員
の

職
務
の
遂
行
の
政
治
的
中
立
性
を
損
な
う
お
そ
れ
﹂
に
つ
い
て
言
及
し
た
こ
と
か
ら
、﹁
政
治
的
行
為
﹂
と
離
れ
て
﹁
公
務
員
の
職
務
の
遂

行
の
政
治
的
中
立
性
を
損
な
う
お
そ
れ
﹂
と
い
う
危
険
の
有
無
を
判
断
（
認
定
）
し
た
も
の
で
は
な
い
と
解
さ
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
本
最

判
は
、
本
件
罰
則
規
定
の
罪
質
を
具
体
的
危
険
犯
で
あ
る
と
解
し
た
も
の
で
は
な
く
、
抽
象
的
危
険
犯
で
あ
る
と
解
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ

の
性
質
に
つ
い
て
は
実
質
説
に
依
拠
し
た
も
の
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
本
最
判
は
、
公
務
員
の
職
務
の
遂
行
の
政
治
的
中
立
性
を

損
な
う
お
そ
れ
が
実
質
的
に
認
め
ら
れ
る
か
否
か
を
構
成
要
件
該
当
性
の
問
題
と
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
実
質
説
の
中
で
も
、

危
険
性
の
判
断
を
構
成
要
件
の
段
階
で
行
う
見
解
に
依
拠
し
た
と
い
え
る
。
さ
ら
に
、
本
最
判
は
、
危
険
を
﹁
政
治
的
行
為
﹂
と
い
う
文
言
、

ひ
い
て
は
人
事
院
規
則
一
四
︱
七
の
六
項
七
号
、
一
三
号
の
定
め
る
行
為
類
型
で
あ
る
﹁
配
布
﹂
と
い
う
文
言
の
解
釈
に
当
た
っ
て
考
慮
し
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た
と
解
さ
れ
る
。
以
上
か
ら
、
本
最
判
は
、
少
な
く
と
も
本
件
罰
則
規
定
に
関
し
て
は
、
実
質
説
の
中
で
も
行
為
の
危
険
性
を
問
題
と
す
る

見
解
に
依
拠
し
た
も
の
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。

　

本
最
判
は
、
危
険
が
発
生
し
な
い
こ
と
を
理
由
と
し
て
限
定
解
釈
を
試
み
た
と
解
さ
れ
る
最
大
判
昭
和
三
五
年
一
月
二
七
日
刑
集
一
四
巻

一
号
三
三
頁
お
よ
び
最
一
小
決
昭
和
四
二
年
七
月
二
〇
日
裁
判
集
刑
一
六
三
号
九
一
三
頁
の
延
長
線
上
に
あ
る
と
評
価
で
き
る
。も
っ
と
も
、

こ
れ
ら
の
判
断
で
は
限
定
解
釈
の
理
論
構
成
ま
で
明
示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
構
成
要
件
段
階
に
お
け
る
限
定
解
釈
で
あ
る
こ

と
な
ど
を
明
示
し
た
本
最
判
に
は
、
こ
の
点
に
お
い
て
新
た
な
意
義
が
認
め
ら
れ
る
。

　

本
最
判
に
は
須
藤
意
見
が
付
さ
れ
て
お
り
、﹁
政
治
的
行
為
﹂
の
意
義
に
関
し
て
は
多
数
意
見
と
共
通
の
理
解
に
立
ち
な
が
ら
も
、
そ
の

危
険
判
断
に
関
し
て
は
多
数
意
見
と
対
立
を
見
せ
て
い
る
。
多
数
意
見
は
、﹁
一
公
務
員
の
も
の
で
あ
っ
て
も
、
行
政
の
組
織
的
な
運
営
の

性
質
等
に
鑑
み
る
と
、
当
該
公
務
員
の
職
務
権
限
の
行
使
な
い
し
指
揮
命
令
や
指
導
監
督
等
を
通
じ
て
そ
の
属
す
る
行
政
組
織
の
職
務
の
遂

行
や
組
織
の
運
営
に
影
響
が
及
び
、
行
政
の
中
立
的
運
営
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
、
こ
う
し
た
影
響
は
、
勤
務

外
の
行
為
で
あ
っ
て
も
、
事
情
に
よ
っ
て
は
そ
の
政
治
的
傾
向
が
職
務
内
容
に
現
れ
る
蓋
然
性
が
高
ま
る
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
生
じ
得
る
も

の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。﹂
と
判
示
し
た
上
で
、﹁
公
務
員
の
職
務
の
遂
行
の
政
治
的
中
立
性
を
損
な
う
お
そ
れ
が
実
質
的
に
認
め
ら
れ
る
か

ど
う
か
は
、
当
該
公
務
員
の
地
位
、
そ
の
職
務
の
内
容
や
権
限
等
、
当
該
公
務
員
が
し
た
行
為
の
性
質
、
態
様
、
目
的
、
内
容
等
の
諸
般
の

事
情
を
総
合
し
て
判
断
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。﹂
と
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
須
藤
意
見
は
、
概
要
、
公
務
員
の
政
治
的
行
為
に
よ
っ
て

そ
の
職
務
の
遂
行
の
政
治
的
中
立
性
が
損
な
わ
れ
る
お
そ
れ
が
実
質
的
に
認
め
ら
れ
る
も
の
と
な
る
の
は
、
公
務
員
の
政
治
的
行
為
か
ら
う

か
が
わ
れ
る
そ
の
政
治
的
傾
向
が
そ
の
職
務
の
遂
行
に
反
映
す
る
機
序
あ
る
い
は
そ
の
蓋
然
性
に
つ
い
て
合
理
的
に
説
明
で
き
る
結
び
付
き

が
認
め
ら
れ
る
場
合
で
あ
り
、
公
務
員
の
政
治
的
行
為
が
勤
務
外
で
行
わ
れ
た
と
評
価
さ
れ
る
場
合
は
、
そ
こ
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
公
務
員

の
政
治
的
傾
向
が
職
務
の
遂
行
に
反
映
さ
れ
る
機
序
あ
る
い
は
蓋
然
性
に
つ
い
て
合
理
的
に
説
明
で
き
る
結
び
付
き
は
認
め
ら
れ
な
い
と
い



（　
　
　
　

）

国
家
公
務
員
法
一
〇
二
条
一
項
に
い
う
﹁
政
治
的
行
為
﹂
の
意
義
と
政
党
機
関
紙
等
の

配
布
の
禁
止

同
志
社
法
学　

六
七
巻
七
号�

一
七
七

三
〇
二
五

う
べ
き
で
あ
る
と
し
た
。
多
数
意
見
と
須
藤
意
見
の
対
立
点
は
、
勤
務
外
の
政
治
的
行
為
で
あ
れ
ば
、
一
律
に
公
務
員
の
職
務
の
遂
行
の
政

治
的
中
立
性
が
損
な
わ
れ
る
お
そ
れ
が
実
質
的
に
認
め
ら
れ
な
い
と
考
え
る
か
否
か
、
と
い
う
点
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
多
数
意
見
は
総
合

考
慮
に
よ
っ
て
危
険
判
断
を
行
う
た
め
勤
務
外
の
行
為
で
あ
っ
て
も
公
務
員
の
地
位
や
権
限
な
ど
の
事
情
に
よ
っ
て
は
職
務
の
遂
行
の
政
治

的
中
立
性
を
損
な
う
お
そ
れ
が
実
質
的
に
生
じ
得
る
と
し
た
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
須
藤
意
見
は
勤
務
外
の
行
為
で
あ
れ
ば
公
務
員
の

地
位
や
権
限
を
問
わ
ず
に
職
務
の
遂
行
の
政
治
的
中
立
性
を
損
な
う
お
そ
れ
は
実
質
的
に
生
じ
な
い
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
多

数
意
見
と
須
藤
意
見
の
対
立
は
、
政
治
的
行
為
と
職
務
の
遂
行
と
の
関
連
性
に
関
す
る
理
解
の
相
違
の
反
映
で
あ
り
、
管
理
職
的
地
位
に
あ

り
裁
量
権
を
有
す
る
公
務
員
が
勤
務
外
で
政
治
的
行
為
を
行
っ
た
事
案
で
あ
る
世
田
谷
事
件
に
お
い
て
結
論
を
異
に
し
た
原
因
と
な
っ
て
い

る
）
₅₈
（

。

　

⑸　

考　

察　
　

本
最
判
が
本
件
罰
則
規
定
の
罪
質
を
抽
象
的
危
険
犯
で
あ
る
と
解
し
た
点
は
、
妥
当
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。
し
か
し
、

構
成
要
件
要
素
で
あ
る
配
布
行
為
の
解
釈
の
中
で
﹁
公
務
員
の
職
務
の
遂
行
の
政
治
的
中
立
性
を
損
な
う
お
そ
れ
﹂
を
考
慮
し
た
点
は
賛
成

で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
少
な
く
と
も
本
件
罰
則
規
定
の
解
釈
と
し
て
は
、
抽
象
的
危
険
の
発
生
の
有
無
は
構
成
要
件
段
階
で
は
な
く
違
法

性
の
段
階
で
考
慮
さ
れ
る
べ
き
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
本
件
罰
則
規
定
と
同
じ
く
抽
象
的
危
険
犯
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
遺
棄
罪
に
関
し
て
は
、
そ
の
罪
質
上
、
何
ら
か
の
程
度
の
危

険
が
生
じ
得
る
こ
と
を
要
す
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
社
会
通
念
上
お
よ
そ
保
護
法
益
で
あ
る
生
命
の
安
全
に
対
す
る
危
険
が
発
生
し
な
い

場
合
に
は
、
本
罪
を
構
成
し
な
い
と
解
さ
れ
る）
₅₉
（

。
こ
の
場
合
、﹁
遺
棄
﹂
と
い
う
構
成
要
件
に
該
当
し
な
い
と
理
解
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
抽
象
的
危
険
犯
の
中
に
は
保
護
法
益
に
対
す
る
危
険
が
発
生
し
な
い
場
合
に
構
成
要
件
該
当
性
が
否
定
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
。

し
か
し
、
抽
象
的
危
険
犯
に
分
類
さ
れ
る
犯
罪
を
全
て
一
律
に
解
す
る
べ
き
で
は
な
い）
₆₀
（

。
本
件
罰
則
規
定
に
関
し
て
は
、
保
護
法
益
に
対
す

る
危
険
発
生
の
有
無
を
構
成
要
件
段
階
で
は
な
く
違
法
性
段
階
で
判
断
す
る
べ
き
で
あ
り
、
保
護
法
益
に
対
す
る
危
険
が
発
生
し
な
い
場
合



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
七
巻
七
号�

一
七
八

国
家
公
務
員
法
一
〇
二
条
一
項
に
い
う
﹁
政
治
的
行
為
﹂
の
意
義
と
政
党
機
関
紙
等
の

配
布
の
禁
止

三
〇
二
六

に
は
構
成
要
件
該
当
性
を
否
定
す
る
の
で
は
な
く
違
法
性
を
阻
却
す
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
﹁
公
務
員
の
職
務
の
遂
行
の
政
治
的
中

立
性
を
損
な
う
お
そ
れ
が
現
実
的
に
起
こ
り
得
る
も
の
と
し
て
実
質
的
に
認
め
ら
れ
る
も
の
﹂
と
い
う
概
念
は
極
め
て
曖
昧
で
あ
り
、
罪
刑

法
定
主
義
か
ら
導
か
れ
る
構
成
要
件
の
明
確
性
の
原
則
と
抵
触
す
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
本
件
罰
則
規
定
の
保
護
法

益
は
行
政
の
中
立
的
運
営
お
よ
び
こ
れ
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
で
あ
る
と
解
さ
れ
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て
侵
害
の
可
能
性
が
あ
る
対
象
と
し
て

﹁
公
務
員
の
職
務
の
遂
行
の
政
治
的
中
立
性
﹂
と
い
う
概
念
が
設
定
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
い
う
﹁
政
治
的
中
立
性
﹂
は
、
遺
棄
罪
の
保

護
法
益
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
生
命
の
安
全
や
放
火
罪
の
保
護
法
益
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
公
衆
の
生
命
・
身
体
・
財
産
の
安
全
な
ど
と
比
べ
て
、

曖
昧
な
概
念
で
あ
る
。
そ
し
て
、
本
件
罰
則
規
定
で
は
、
公
務
員
の
職
務
の
遂
行
の
政
治
的
中
立
性
を
損
な
う
と
い
う
侵
害
結
果
で
は
な
く
、

そ
の
﹁
お
そ
れ
﹂
と
い
う
危
険
判
断
が
問
題
と
な
り
、
し
か
も
そ
の
危
険
は
﹁
現
実
的
に
起
こ
り
得
る
も
の
と
し
て
実
質
的
に
認
め
ら
れ
る

も
の
﹂
と
い
う
曖
昧
な
基
準
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
輪
を
か
け
て
曖
昧
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
﹁
公
務
員
の
職
務
の
遂
行
の
政

治
的
中
立
性
を
損
な
う
お
そ
れ
が
現
実
的
に
起
こ
り
得
る
も
の
と
し
て
実
質
的
に
認
め
ら
れ
る
も
の
﹂と
い
う
概
念
は
極
め
て
曖
昧
で
あ
り
、

構
成
要
件
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
も
の
と
は
い
え
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
結
論
に
至
る
理
論
的
背
景
に
は
、
形
式
的
犯
罪
論
が
あ
る
。
形
式
的
犯
罪
論
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
構
成
要
件
の
解
釈
に
当

た
っ
て
は
、
処
罰
の
必
要
性
な
い
し
合
理
性
と
い
う
実
質
的
な
判
断
の
前
に
、
通
常
の
判
断
能
力
を
有
す
る
一
般
人
の
理
解
に
適
す
る
か
否

か
と
い
う
見
地
か
ら
、
形
式
的
に
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る）
₆₁
（

。
処
罰
の
必
要
性
な
い
し
合
理
性
を
基
準
と
す
る
実
質
的
判
断
は
、
構
成
要
件
に

該
当
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
後
で
、
違
法
性
お
よ
び
責
任
の
段
階
で
個
別
的
・
具
体
的
に
行
わ
れ
れ
ば
足
り
る）
₆₂
（

。

　

こ
の
問
題
に
関
し
て
、
最
大
判
昭
和
四
八
年
四
月
二
五
日
刑
集
二
七
巻
四
号
五
四
七
頁
︹
全
農
林
警
職
法
事
件
︺
は
、﹁
不
明
確
な
限
定

解
釈
は
、
か
え
つ
て
犯
罪
構
成
要
件
の
保
障
的
機
能
を
失
わ
せ
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
明
確
性
を
要
請
す
る
憲
法
三
一
条
に
違
反
す
る
疑
い

す
ら
存
す
る
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。﹂
と
判
示
し
て
お
り
、
形
式
的
犯
罪
論
に
立
脚
し
た
も
の
で
あ
る
と
解
さ
れ
る）
₆₃
（

。
そ
し
て
、



（　
　
　
　

）

国
家
公
務
員
法
一
〇
二
条
一
項
に
い
う
﹁
政
治
的
行
為
﹂
の
意
義
と
政
党
機
関
紙
等
の

配
布
の
禁
止

同
志
社
法
学　

六
七
巻
七
号�

一
七
九

三
〇
二
七

最
大
判
昭
和
五
〇
年
九
月
一
〇
日
刑
集
二
九
巻
八
号
四
八
九
頁
︹
徳
島
市
公
安
条
例
事
件
︺
は
、﹁
刑
罰
法
規
の
定
め
る
犯
罰
構
成
要
件
が

あ
い
ま
い
不
明
確
の
ゆ
え
に
憲
法
三
一
条
に
違
反
し
無
効
で
あ
る
と
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
規
定
が
通
常
の
判
断
能
力
を
有
す
る
一
般
人
に
対

し
て
、
禁
止
さ
れ
る
行
為
と
そ
う
で
な
い
行
為
と
を
識
別
す
る
た
め
の
基
準
を
示
す
と
こ
ろ
が
な
く
、
そ
の
た
め
、
そ
の
適
用
を
受
け
る
国

民
に
対
し
て
刑
罰
の
対
象
と
な
る
行
為
を
あ
ら
か
じ
め
告
知
す
る
機
能
を
果
た
さ
ず
、
ま
た
、
そ
の
運
用
が
こ
れ
を
適
用
す
る
国
又
は
地
方

公
共
団
体
の
機
関
の
主
観
的
判
断
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
恣
意
に
流
れ
る
等
、
重
大
な
弊
害
を
生
ず
る
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、

一
般
に
法
規
は
、
規
定
の
文
言
の
表
現
力
に
限
界
が
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
性
質
上
多
か
れ
少
な
か
れ
抽
象
性
を
有
し
、
刑
罰
法
規
も

そ
の
例
外
を
な
す
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
禁
止
さ
れ
る
行
為
と
そ
う
で
な
い
行
為
と
の
識
別
を
可
能
な
ら
し
め
る
基
準
と
い
っ
て
も
、
必
ず

し
も
常
に
絶
対
的
な
そ
れ
を
要
求
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
合
理
的
な
判
断
を
必
要
と
す
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
免
れ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
あ

る
刑
罰
法
規
が
あ
い
ま
い
不
明
確
の
ゆ
え
に
憲
法
三
一
条
に
違
反
す
る
も
の
と
認
め
る
べ
き
か
ど
う
か
は
、
通
常
の
判
断
能
力
を
有
す
る
一

般
人
の
理
解
に
お
い
て
、
具
体
的
場
合
に
当
該
行
為
が
そ
の
適
用
を
受
け
る
も
の
か
ど
う
か
の
判
断
を
可
能
な
ら
し
め
る
よ
う
な
基
準
が
読

み
と
れ
る
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
こ
れ
を
決
定
す
べ
き
で
あ
る
。﹂
と
判
示
し
、
最
大
判
昭
和
六
〇
年
一
〇
月
二
三
日
刑
集
三
九
巻
六
号
四
一

三
頁
︹
福
岡
県
青
少
年
保
護
育
成
条
例
事
件
︺
も
、﹁
淫
行
﹂
規
定
の
解
釈
に
関
し
て
、﹁
こ
の
よ
う
な
解
釈
は
通
常
の
判
断
能
力
を
有
す
る

一
般
人
の
理
解
に
も
適
う
﹂
と
判
示
し
た
と
お
り
、
解
釈
上
導
か
れ
る
構
成
要
件
の
類
型
は
一
般
人
の
理
解
を
基
準
と
し
て
確
定
す
る
べ
き

で
あ
る）
₆₄
（

。

　

本
最
判
は
、
国
公
法
一
〇
二
条
一
項
の
文
言
、
趣
旨
、
目
的
や
規
制
さ
れ
る
政
治
活
動
の
自
由
の
重
要
性
な
ど
か
ら
、﹁
政
治
的
行
為
﹂

と
い
う
文
言
に
関
し
て
限
定
解
釈
を
施
し
、﹁
公
務
員
の
職
務
の
遂
行
の
政
治
的
中
立
性
を
損
な
う
お
そ
れ
が
現
実
的
に
起
こ
り
得
る
も
の

と
し
て
実
質
的
に
認
め
ら
れ
る
も
の
﹂
と
い
う
概
念
に
よ
っ
て
絞
り
を
か
け
た
上
で
、﹁
上
記
の
解
釈
の
下
に
お
け
る
本
件
罰
則
規
定
は
、

不
明
確
な
も
の
と
も
、
過
度
に
広
汎
な
規
制
で
あ
る
と
も
い
え
な
い
と
解
さ
れ
る
﹂
と
判
示
し
た
。
そ
し
て
、
実
質
的
犯
罪
論
の
立
場
か
ら
、
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二
八

こ
れ
を
支
持
す
る
見
解
も
存
在
す
る）
₆₅
（

。
し
か
し
、﹁
公
務
員
の
職
務
の
遂
行
の
政
治
的
中
立
性
を
損
な
う
お
そ
れ
が
現
実
的
に
起
こ
り
得
る

も
の
と
し
て
実
質
的
に
認
め
ら
れ
る
も
の
﹂
と
い
う
概
念
は
上
述
の
と
お
り
極
め
て
曖
昧
で
あ
り
、
通
常
の
判
断
能
力
を
有
す
る
一
般
人
の

理
解
に
適
う
も
の
で
は
な
く
、
禁
止
さ
れ
る
行
為
の
類
型
が
国
民
の
予
測
可
能
性
を
担
保
す
る
か
た
ち
で
提
示
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
ず
、

本
最
判
の
施
し
た
限
定
解
釈
は
不
明
確
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い）
₆₆
（

。
上
記
最
大
判
昭
和
四
八
年
四
月
二
五
日
は
、
争
議
行
為
と
あ
お
り

行
為
に
二
重
の
絞
り
を
か
け
て
限
定
解
釈
を
施
す
手
法
が
構
成
要
件
の
類
型
的
な
枠
組
み
自
体
を
告
知
で
き
て
い
な
い
た
め
構
成
要
件
の
保

障
的
機
能
を
害
す
る
と
判
断
し
た
の
と
同
様
に
、
本
件
に
関
し
て
も
﹁
政
治
的
行
為
﹂
に
限
定
解
釈
を
施
す
手
法
は
構
成
要
件
の
類
型
的
な

枠
組
み
自
体
を
告
知
で
き
て
い
な
い
た
め
構
成
要
件
の
保
障
的
機
能
を
害
す
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る）
₆₇
（

。
な
お
、
調
査
官
解
説
は
、﹁﹃
公
務
員

の
職
務
の
遂
行
の
政
治
的
中
立
性
を
損
な
う
お
そ
れ
﹄
の
﹃
お
そ
れ
﹄
が
不
明
確
で
は
な
い
か
と
い
う
批
判
が
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
、﹃
お
そ
れ
﹄
が
構
成
要
件
と
さ
れ
て
い
る
罰
則
規
定
は
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
の
で
あ
っ
て
⋮
⋮
、
解
釈
上
﹃
お
そ
れ
﹄
を
要
求

す
る
こ
と
が
本
件
罰
則
規
定
を
不
明
確
に
す
る
も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。﹂
と
し
て
い
る）
₆₈
（

。
た
し
か
に
、﹁
お
そ
れ
﹂
自
体
は
直
ち
に
不

明
確
で
あ
る
訳
で
は
な
い
。
し
か
し
、
上
述
の
と
お
り
危
険
の
対
象
は
﹁
公
務
員
の
職
務
の
遂
行
の
政
治
的
中
立
性
﹂
と
い
う
曖
昧
な
概
念

で
あ
り
、
危
険
判
断
の
曖
昧
さ
に
よ
っ
て
更
に
曖
昧
に
な
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
や
は
り
不
明
確
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

以
上
の
と
お
り
、
明
確
性
の
原
則
か
ら
す
る
と
、﹁
公
務
員
の
職
務
の
遂
行
の
政
治
的
中
立
性
を
損
な
う
お
そ
れ
﹂
は
、
構
成
要
件
の
段

階
で
判
断
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、
違
法
性
の
段
階
で
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る）
₆₉
（

。
実
際
、
本
件
罰
則
規
定
に
関
し
て
構
成
要
件
段
階
で
の

限
定
解
釈
に
否
定
的
な
裁
判
例
も
存
在
す
る
。
す
な
わ
ち
、
旭
川
地
判
昭
和
四
三
年
三
月
二
五
日
︹
猿
払
事
件
第
一
審
判
決
・
裁
判
例
①
︺

は
、
国
公
法
一
一
〇
条
一
項
一
九
号
は
﹁
同
法
一
〇
二
条
一
項
に
規
定
す
る
政
治
的
行
為
の
制
限
に
違
反
し
た
者
と
い
う
文
字
を
使
っ
て
お

り
、
制
限
解
釈
を
加
え
る
余
地
は
全
く
存
し
な
い
﹂
と
判
示
し
、
名
古
屋
地
裁
豊
橋
支
判
昭
和
四
八
年
三
月
三
〇
日
︹
豊
橋
郵
便
局
事
件
第

一
審
判
決
・
裁
判
例
⑫
︺
は
、﹁
人
規
一
四
︱
七
は
﹃
政
治
的
目
的
﹄
と
﹃
政
治
的
行
為
﹄
の
組
合
わ
せ
に
よ
つ
て
極
め
て
詳
細
な
禁
止
行
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為
を
か
か
げ
て
お
り
、
こ
れ
を
例
え
ば
被
告
人
の
如
き
銀
行
員
と
実
質
的
に
異
な
ら
な
い
よ
う
な
非
管
理
職
で
あ
つ
て
、
機
械
的
労
務
を
提

供
す
る
現
業
公
務
員
に
つ
い
て
は
そ
の
職
務
時
間
外
の
政
治
活
動
に
は
適
用
さ
れ
な
い
と
解
釈
し
て
排
除
す
る
こ
と
は
、
あ
ま
り
に
人
規
一

四
︱
七
の
規
定
の
文
言
か
ら
離
れ
す
ぎ
て
お
り
、
通
常
の
常
識
的
人
間
が
そ
の
文
言
を
読
ん
で
一
応
そ
の
内
容
を
理
解
し
得
る
よ
う
に
規
定

し
て
い
る
犯
罪
構
成
要
件
の
解
釈
と
し
て
は
無
理
が
あ
り
、
む
し
ろ
人
規
一
四
︱
七
の
詳
細
な
規
定
方
法
は
限
定
解
釈
を
加
え
る
余
地
を
ほ

と
ん
ど
な
く
し
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
仮
に
そ
の
規
定
文
言
を
通
常
の
常
識
人
が
理
解
す
る
意
味
内
容
と
異
な
つ
て
理
解
す
る
こ
と

を
強
い
る
と
す
れ
ば
そ
れ
は
解
釈
の
範
囲
を
逸
脱
し
、
裁
判
に
よ
る
新
た
な
立
法
と
の
非
難
を
免
れ
な
い
こ
と
と
な
る
。
従
つ
て
以
上
の
規

定
は
合
憲
的
解
釈
を
ほ
ど
こ
す
余
地
は
極
め
て
少
な
い
も
の
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。﹂
と
判
示
し
た
。
ま
た
、
世
田
谷
事
件
控
訴

審
判
決
は
、﹁
本
罰
則
の
文
理
の
ほ
か
、
公
務
員
の
政
治
的
行
為
の
規
制
の
趣
旨
・
目
的
等
に
照
ら
し
て
も
、
比
較
的
明
確
な
法
概
念
で
あ

る
﹃
配
布
﹄
に
つ
き
、
制
限
解
釈
を
施
す
べ
き
合
理
的
理
由
は
見
出
せ
な
い
。
本
罰
則
が
抽
象
的
危
険
犯
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
は
所
論
の
と

お
り
で
あ
る
が
、
そ
の
抽
象
的
危
険
は
犯
罪
構
成
要
件
の
う
ち
に
擬
制
さ
れ
て
お
り
、
構
成
要
件
該
当
性
の
判
断
に
当
た
り
、
違
反
行
為
に

つ
き
個
々
的
に
危
険
の
発
生
の
有
無
を
認
定
、
考
慮
す
る
必
要
の
な
い
こ
と
も
既
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。﹂
と
判
示
し
た
。

　

次
に
、
危
険
判
断
の
方
法
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
以
上
の
と
お
り
私
見
は
本
件
罰
則
規
定
の
危
険
判
断
は
違
法
性
の
段
階
で
行
う
べ
き
で

あ
る
と
考
え
る
が
、
ま
ず
構
成
要
件
該
当
性
の
段
階
で
危
険
判
断
を
行
っ
た
多
数
意
見
お
よ
び
須
藤
意
見
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
。
本
最

判
の
よ
う
に
構
成
要
件
の
段
階
で
﹁
政
治
的
行
為
﹂
を
限
定
解
釈
し
た
と
し
て
も
、
多
数
意
見
と
須
藤
意
見
と
の
間
で
危
険
判
断
の
方
法
が

分
か
れ
た
よ
う
に
、
危
険
判
断
の
方
法
は
一
様
で
は
な
い
。

　

公
務
員
が
裁
量
権
を
有
す
る
管
理
職
的
地
位
に
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
、
政
治
的
行
為
を
行
う
こ
と
で
政
治
的
傾
向
を
顕
在
化
さ
せ
た
と

し
て
も
、
直
ち
に
職
務
行
為
に
ま
で
政
治
的
傾
向
を
持
ち
込
み
非
中
立
的
な
職
務
行
為
を
行
う
と
は
限
ら
な
い
。
ど
れ
だ
け
強
い
政
治
的
傾

向
を
有
し
て
い
て
も
職
務
行
為
に
持
ち
込
ま
な
い
限
り
は
職
務
の
遂
行
の
政
治
的
中
立
性
は
保
た
れ
て
お
り
行
政
の
中
立
的
運
営
や
こ
れ
に
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三
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三
〇

対
す
る
国
民
の
信
頼
を
侵
害
す
る
と
は
い
え
な
い
と
解
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
本
罪
は
侵
害
犯
で
は
な
く
抽
象
的
危
険
犯
で
あ
る
た
め
、
職

務
の
遂
行
の
政
治
的
中
立
性
を
損
な
う
お
そ
れ
が
問
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
公
務
員
が
政
治
的
傾
向
を
職
務
行
為
に
持
ち
込
む
可
能
性
が

関
係
し
て
く
る
。
公
務
員
が
あ
え
て
勤
務
外
で
政
治
的
行
為
を
行
う
と
し
て
も
、
政
治
的
行
為
を
行
う
の
も
職
務
行
為
を
行
う
の
も
同
じ
一

人
の
人
間
で
あ
り
、
そ
の
政
治
的
傾
向
を
職
務
行
為
に
持
ち
込
む
か
否
か
は
当
該
公
務
員
の
分
別
や
自
己
抑
制
に
か
か
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
政
治
的
行
為
を
行
う
こ
と
で
政
治
的
傾
向
を
顕
在
化
さ
せ
た
公
務
員
が
職
務
行
為
に
政
治
的
傾
向
を
持
ち

込
む
可
能
性
は
絶
無
と
は
い
え
な
い）
₇₀
（

。
こ
の
点
に
関
し
て
、
世
田
谷
事
件
最
高
裁
判
決
は
、﹁
勤
務
外
の
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
国
民

全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
政
治
的
に
中
立
な
姿
勢
を
特
に
堅
持
す
べ
き
立
場
に
あ
る
管
理
職
的
地
位
の
公
務
員
が
殊
更
に
こ
の
よ
う
な
一
定
の

政
治
的
傾
向
を
顕
著
に
示
す
行
動
に
出
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
当
該
公
務
員
に
よ
る
裁
量
権
を
伴
う
職
務
権
限
の
行
使
の
過
程
の
様
々
な

場
面
で
そ
の
政
治
的
傾
向
が
職
務
内
容
に
現
れ
る
蓋
然
性
が
高
ま
﹂
る
と
判
示
し
た
。
た
し
か
に
、
裁
量
権
を
有
す
る
管
理
職
的
地
位
に
あ

る
公
務
員
で
あ
れ
ば
、
自
己
の
判
断
を
職
務
に
反
映
で
き
る
余
地
や
機
会
が
多
く
な
る
と
い
え
、
や
ろ
う
と
思
え
ば
で
き
る
立
場
に
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
自
己
の
政
治
的
傾
向
を
職
務
に
反
映
で
き
る
可
能
性
は
高
ま
る
と
い
え
、
裁
量
権
の
拡
大
と
と
も
に
、
そ
の
可

能
性
は
よ
り
高
ま
る
と
い
う
見
方
も
で
き
よ
う）
₇₁
（

。
し
か
し
、
可
能
で
あ
る
か
ら
実
際
に
行
わ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
公
務
員

が
政
治
的
傾
向
を
職
務
に
持
ち
込
み
得
る
可
能
性
と
、
公
務
員
が
政
治
的
傾
向
を
実
際
に
職
務
に
持
ち
込
む
可
能
性
は
、
区
別
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
政
治
的
行
為
を
行
う
こ
と
で
政
治
的
傾
向
を
顕
在
化
さ
せ
た
公
務
員
が
職
務
行
為
に
政
治
的
傾
向
を
持
ち
込
む
可

能
性
自
体
は
否
定
で
き
な
い
と
し
て
も
、
そ
の
可
能
性
の
高
低
に
つ
い
て
は
経
験
則
に
よ
る
判
断
も
難
し
く
、
曖
昧
な
部
分
が
あ
り
、
現
実

に
起
こ
る
可
能
性
は
低
い
よ
う
に
思
わ
れ
る）
₇₂
（

。
こ
の
よ
う
に
現
実
に
起
こ
る
可
能
性
が
低
く
見
積
も
ら
れ
る
場
合
に
ま
で
﹁
現
実
的
に
起
こ

り
得
る
﹂
と
し
て
処
罰
範
囲
に
含
め
る
こ
と
を
正
当
化
す
る
た
め
に
は
、
本
件
罰
則
規
定
の
保
護
法
益
に
上
述
の
意
味
で
の
行
政
の
中
立
的

運
営
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
が
含
ま
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
説
明
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
本
罪
の
保
護
法
益
に
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行
政
の
中
立
的
運
営
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
ま
で
含
め
る
こ
と
の
帰
結
と
し
て
、
行
政
が
中
立
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
関
し
て
国
民

が
疑
念
を
持
つ
だ
け
の
客
観
的
状
況
が
生
じ
て
い
る
限
り
、
刑
事
的
規
制
を
及
ぼ
す
べ
き
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、

勤
務
外
で
政
治
的
行
為
を
行
っ
た
管
理
職
的
地
位
に
あ
る
公
務
員
が
現
実
に
政
治
的
傾
向
を
職
務
に
持
ち
込
む
可
能
性
は
低
い
と
し
て
も
、

勤
務
外
で
あ
る
と
は
い
え
管
理
職
的
地
位
に
あ
る
公
務
員
が
政
治
的
行
為
を
行
う
状
況
は
、
行
政
が
中
立
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
関

し
て
国
民
が
疑
念
を
持
つ
だ
け
の
客
観
的
状
況
で
あ
る
と
い
え
る
た
め
、
刑
事
的
規
制
を
及
ぼ
す
べ
き
で
あ
る
と
い
え
る
。
他
方
で
、
管
理

職
的
地
位
に
な
い
公
務
員
が
勤
務
外
で
政
治
的
行
為
を
行
う
状
況
は
、
行
政
が
中
立
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
関
し
て
国
民
が
疑
念
を

持
つ
だ
け
の
客
観
的
状
況
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
た
め
、
刑
事
的
規
制
を
及
ぼ
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
え
る
。

　

こ
の
よ
う
に
本
最
判
の
危
険
判
断
の
方
法
は
保
護
法
益
論
に
よ
っ
て
正
当
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
解
さ
れ
る
ほ
か
、
抽
象
的
危
険
犯
に

お
け
る
危
険
判
断
の
構
造
論
に
よ
っ
て
も
正
当
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
解
さ
れ
る
。
世
田
谷
事
件
最
高
裁
判
決
は
、﹁
当
該
公
務
員
及
び

そ
の
属
す
る
行
政
組
織
の
職
務
の
遂
行
の
政
治
的
中
立
性
が
損
な
わ
れ
る
お
そ
れ
が
実
質
的
に
生
ず
る
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。﹂
と

い
う
結
論
を
導
く
に
当
た
り
、﹁
そ
の
指
揮
命
令
や
指
導
監
督
を
通
じ
て
そ
の
部
下
等
の
職
務
の
遂
行
や
組
織
の
運
営
に
も
そ
の
傾
向
に
沿

っ
た
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。﹂
と
い
う
判
示
も
し
て
お
り
、
政
治
的
傾
向
が
職
務
に
現
れ
る
可
能
性
に
加
え
て
、
政
治
的

傾
向
が
実
際
に
職
務
に
現
れ
た
場
合
の
影
響
に
も
着
目
し
た
。
こ
の
影
響
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
公
務
員
が
管
理
職
的
地
位
に
あ
る
か
否
か

で
、
そ
の
行
政
組
織
に
対
す
る
影
響
力
の
大
き
さ
は
異
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
管
理
職
的
地
位
に
な
い
公
務
員
の
場
合
は
、
政

治
的
傾
向
を
職
務
に
持
ち
込
ん
だ
と
し
て
も
多
く
の
場
合
そ
の
行
政
組
織
に
対
す
る
影
響
は
小
さ
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
管

理
職
的
地
位
に
あ
る
公
務
員
の
場
合
は
、
行
政
組
織
も
上
命
下
服
に
支
え
ら
れ
た
組
織
体
で
あ
る
以
上
、
政
治
的
傾
向
を
職
務
に
持
ち
込
ん

だ
場
合
の
影
響
は
一
個
人
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
行
政
組
織
の
問
題
に
拡
大
す
る
と
考
え
ら
れ
、
し
か
も
行
政
組
織
に
対
す
る
影
響
は
公
務

員
に
与
え
ら
れ
た
裁
量
権
の
大
き
さ
に
応
じ
て
広
が
り
を
見
せ
る
と
考
え
ら
れ
る）
₇₃
（

。
こ
の
よ
う
に
侵
害
結
果
が
発
生
し
た
場
合
の
影
響
力
の



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
七
巻
七
号�

一
八
四

国
家
公
務
員
法
一
〇
二
条
一
項
に
い
う
﹁
政
治
的
行
為
﹂
の
意
義
と
政
党
機
関
紙
等
の

配
布
の
禁
止

三
〇
三
二

重
大
性
に
鑑
み
て
、
た
と
え
侵
害
結
果
が
発
生
す
る
可
能
性
自
体
は
低
い
と
し
て
も
、
抽
象
的
危
険
を
肯
定
し
て
刑
事
的
規
制
を
及
ぼ
す
こ

と
に
も
合
理
的
が
認
め
ら
れ
る
と
解
さ
れ
る
。

　

他
方
、
須
藤
意
見
は
、
上
述
の
と
お
り
、
勤
務
外
の
行
為
で
あ
れ
ば
公
務
員
の
地
位
や
権
限
を
問
わ
ず
に
職
務
の
遂
行
の
政
治
的
中
立
性

を
損
な
う
お
そ
れ
が
実
質
的
に
生
じ
な
い
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
危
険
判
断
に
お
い
て
総
合
考
慮
と
い
う
手
法
を
用
い
た
多
数
意
見
と
比
べ

て
明
確
な
判
断
基
準
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
国
家
公
務
員
の
職
種
や
権
限
が
多
岐
に
亘
っ
て
お
り
、
政
治
的
行
為

が
行
わ
れ
る
状
況
も
多
様
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
国
家
公
務
員
の
政
治
的
行
為
の
規
制
に
関
し
て
、
割
り
切
っ
た
基
準
を
設
け
る
こ
と

で
結
論
の
妥
当
性
を
保
ち
得
な
い
事
態
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
。
ど
れ
だ
け
広
い
裁
量
権
が
認
め
ら
れ
る
公
務
員
で
あ
っ
て
も
、
勤
務
外
で

政
治
的
行
為
を
行
っ
て
い
れ
ば
、
政
治
的
傾
向
が
そ
の
職
務
の
遂
行
に
反
映
す
る
機
序
あ
る
い
は
そ
の
蓋
然
性
に
つ
い
て
合
理
的
に
説
明
で

き
な
い
た
め
許
容
さ
れ
る
と
い
う
結
論
は
、
現
在
の
国
民
意
識
に
沿
う
も
の
で
あ
る
の
か
疑
問
で
あ
り
、
国
民
か
ら
見
た
当
罰
的
評
価
と
の

乖
離
が
懸
念
さ
れ
る）
₇₄
（

。

　

さ
ら
に
、
違
法
性
の
段
階
で
危
険
を
判
断
す
る
私
見
に
即
し
て
本
件
の
危
険
判
断
を
行
う
。
違
法
性
の
判
断
で
は
、
構
成
要
件
該
当
性
の

判
断
と
異
な
り
、
実
質
的
・
具
体
的
・
個
別
的
判
断
を
、
裁
判
時
に
明
ら
か
に
な
っ
た
全
資
料
を
基
礎
と
し
て
事
後
的
に
行
う
こ
と
に
な

る
）
₇₅
（

。
そ
の
た
め
、
本
件
に
お
い
て
も
、
裁
判
時
に
明
ら
か
に
な
っ
た
全
資
料
を
基
礎
と
し
て
、﹁
公
務
員
の
職
務
の
遂
行
の
政
治
的
中
立
性

を
損
な
う
お
そ
れ
﹂
の
発
生
の
有
無
を
事
後
的
に
判
断
す
る
こ
と
に
な
る
と
解
さ
れ
る
。
堀
越
事
件
で
は
、
管
理
職
的
地
位
に
な
い
公
務
員

が
勤
務
外
で
政
治
的
行
為
を
行
っ
て
お
り
、
現
実
に
政
治
的
傾
向
を
職
務
に
持
ち
込
む
可
能
性
は
低
い
上
に
、
政
治
的
傾
向
が
職
務
に
持
ち

込
ま
れ
た
場
合
で
も
、
そ
の
立
場
上
、
行
政
組
織
へ
の
影
響
は
少
な
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
行
政
が
中
立
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
関
し
て
国
民
が
疑
念
を
持
つ
だ
け
の
客
観
的
状
況
は
生
じ
て
お
ら
ず
、
公
務
員
の
職
務
の
遂
行
の
政
治
的
中
立
性
を
損
な
う
お
そ
れ
は

無
い
と
い
え
、
違
法
性
は
阻
却
さ
れ
る
と
考
え
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
世
田
谷
事
件
で
は
、
裁
量
権
を
有
す
る
管
理
職
的
地
位
に
あ
る
公
務
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三
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員
が
勤
務
外
で
政
治
的
行
為
を
行
っ
て
お
り
、
現
実
に
政
治
的
傾
向
を
職
務
に
持
ち
込
む
可
能
性
は
低
い
と
し
て
も
、
政
治
的
傾
向
が
職
務

行
為
に
持
ち
込
ま
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
立
場
上
、
行
政
組
織
へ
の
影
響
も
少
な
く
な
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
行
政
が
中
立
的
に
運

営
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
関
し
て
国
民
が
疑
念
を
持
つ
だ
け
の
客
観
的
状
況
が
生
じ
て
お
り
、
公
務
員
の
職
務
の
遂
行
の
政
治
的
中
立
性
を
損

な
う
お
そ
れ
が
無
い
と
は
い
え
ず
、
違
法
性
は
阻
却
さ
れ
な
い
と
考
え
る
。
本
最
判
の
理
論
構
成
に
は
賛
成
で
き
な
い
が
、
政
治
的
行
為
制

限
違
反
罪
の
成
否
に
関
す
る
本
最
判
の
結
論
は
妥
当
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。

　

４　

限
定
解
釈
に
関
す
る
刑
法
と
憲
法
の
関
係
（
守
備
範
囲
）

　

⑴　

問
題
の
背
景　
　

堀
越
事
件
控
訴
審
判
決
は
、
構
成
要
件
該
当
性
を
否
定
し
た
上
で
適
用
違
憲
の
手
法
を
用
い
た
。
適
用
違
憲
の
手

法
は
、
政
治
的
行
為
制
限
違
反
罪
に
関
す
る
従
前
の
裁
判
例
に
お
い
て
多
用
さ
れ
て
き
た
と
い
え
る
（
判
例
お
よ
び
裁
判
例
一
覧
表
参
照
）。

し
か
し
、
構
成
要
件
該
当
性
を
否
定
し
た
上
で
、
適
用
違
憲
の
手
法
を
用
い
た
裁
判
例
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
堀
越
事
件
最
高
裁
判
決
は
、

構
成
要
件
該
当
性
を
否
定
す
る
に
止
ま
り
、
堀
越
事
件
控
訴
審
判
決
が
用
い
た
適
用
違
憲
の
手
法
を
批
判
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
す

る
と
、
抽
象
的
危
険
犯
を
実
質
的
に
理
解
す
る
こ
と
に
よ
る
限
定
解
釈
と
適
用
違
憲
に
よ
る
限
定
と
の
関
係
、
ひ
い
て
は
限
定
解
釈
に
関
す

る
刑
法
と
憲
法
の
関
係
（
守
備
範
囲
）
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
と
解
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
刑
法
と
憲
法
の
関
係
と
い
う
意
味
で
は
、
千
葉
補

足
意
見
を
発
端
と
し
て
、
本
最
判
の
限
定
解
釈
が
合
憲
限
定
解
釈
か
否
か
と
い
う
問
題
も
生
じ
て
い
る
。

　

⑵　

憲
法
学
上
の
理
解　
　

憲
法
学
上
、
合
憲
限
定
解
釈
お
よ
び
適
用
違
憲
は
、
憲
法
判
断
の
方
法
に
関
す
る
問
題
と
し
て
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る）
₇₆
（

。
合
憲
限
定
解
釈
は
憲
法
判
断
の
回
避
の
一
種
と
し
て
説
明
さ
れ
る
け
れ
ど
も
、
憲
法
判
断
そ
の
も
の
の
回
避
と
は
異
な
り
、
違

憲
判
断
の
回
避
方
法
で
あ
っ
て
、﹁
実
質
的
に
は
法
令
の
違
憲
判
断
が
な
さ
れ
る
が
、
そ
の
際
、
そ
れ
を
な
る
べ
く
法
令
を
救
済
す
る
よ
う

な
仕
方
で
行
う
方
法
で
あ
る
。﹂）
₇₇
（

と
説
明
さ
れ
る
。
他
方
、
適
用
違
憲
は
、
法
令
違
憲
と
並
ん
で
明
示
の
違
憲
判
断
の
一
種
と
し
て
位
置
付
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け
ら
れ
て
い
る）
₇₈
（

。
そ
の
意
味
は
、﹁
当
該
法
令
の
規
定
自
体
を
違
憲
と
は
せ
ず
、
当
該
事
件
に
お
け
る
そ
の
具
体
的
な
適
用
だ
け
を
違
憲
と

判
断
す
る
方
法
﹂
）
₇₉
（

で
あ
る
と
さ
れ
、
い
く
つ
か
の
類
型
が
あ
る
と
説
明
さ
れ
る）
₈₀
（

。
第
一
は
、
法
令
の
合
憲
解
釈
が
不
可
能
で
あ
る
場
合
、
す

な
わ
ち
合
憲
的
に
適
用
で
き
る
部
分
と
違
憲
的
に
適
用
さ
れ
る
可
能
性
の
あ
る
部
分
と
が
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
場
合
に
、
違
憲
的
適
用
の

場
合
を
も
含
む
よ
う
な
広
い
解
釈
の
も
と
に
法
令
を
当
該
事
件
に
適
用
す
る
の
は
違
憲
で
あ
る
と
判
断
す
る
方
法
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
猿
払

事
件
の
第
一
審
判
決
︹
裁
判
例
①
︺
が
代
表
例
と
さ
れ
る
。
第
二
は
、
法
令
の
合
憲
解
釈
が
可
能
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
法
令
の
執
行

者
が
そ
の
手
法
を
用
い
ず
に
違
憲
的
に
適
用
し
た
場
合
の
、
そ
の
適
用
行
為
が
違
憲
で
あ
る
と
す
る
方
法
で
あ
る
。
第
三
は
、
法
令
そ
の
も

の
は
合
憲
で
も
、
そ
の
執
行
者
が
そ
れ
を
憲
法
で
保
障
さ
れ
た
権
利
・
自
由
を
侵
害
す
る
よ
う
な
形
で
適
用
し
た
場
合
に
、
そ
の
解
釈
適
用

行
為
が
違
憲
で
あ
る
と
す
る
方
法
で
あ
る
。

　

⑶　

従
前
の
裁
判
例　
　

公
務
員
の
政
治
的
行
為
制
限
違
反
罪
に
関
す
る
従
前
の
裁
判
例
の
中
に
は
、
無
罪
と
し
た
も
の
が
あ
る
（
判
例

お
よ
び
裁
判
例
一
覧
表
参
照
）。
そ
こ
で
の
理
論
構
成
は
、
刑
法
学
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
憲
法
学
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
に
大
別
で
き
る
。

刑
法
学
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
っ
た
裁
判
例
と
し
て
、
東
京
高
判
昭
和
四
七
年
四
月
五
日）
₈₁
（

︹
総
理
府
統
計
局
事
件
控
訴
審
判
決
・
裁
判
例

⑧
︺
お
よ
び
仙
台
高
判
昭
和
四
七
年
四
月
七
日）
₈₂
（

︹
む
つ
営
林
署
事
件
控
訴
審
判
決
・
裁
判
例
⑪
︺
が
あ
る
。
裁
判
例
⑧
は
実
質
的
違
法
性
を

欠
く
旨
判
示
し
、
裁
判
例
⑪
は
可
罰
的
違
法
性
を
欠
く
旨
判
示
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
弁
護
人
の
主
張
を
受
け
て
可
罰
的
違
法
性
を
欠
く

も
の
と
は
い
え
な
い
旨
判
示
し
た
名
古
屋
高
判
昭
和
五
〇
年
六
月
二
四
日）
₈₃
（

︹
豊
橋
郵
便
局
事
件
控
訴
審
判
決
・
裁
判
例
⑬
︺
が
あ
る
。
他
方
、

憲
法
学
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
っ
た
裁
判
例
は
、
適
用
違
憲
の
手
法
を
用
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
裁
判
例
は
、
国
公
法
一
〇
二

条
一
項
あ
る
い
は
人
事
院
規
則
一
四
︱
七
に
制
限
解
釈
等
を
加
え
る
余
地
は
な
い
と
し
た
上
で
適
用
違
憲
の
手
法
を
用
い
た
も
の
︹
裁
判
例

①
お
よ
び
⑫
︺
と
、
こ
の
よ
う
な
制
限
解
釈
等
に
は
触
れ
な
い
で
適
用
違
憲
の
手
法
を
用
い
た
も
の
︹
裁
判
例
②
、
④
、
⑤
お
よ
び
⑩
︺
と

に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
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⑷　

本
件
各
判
決　
　

ま
ず
堀
越
事
件
に
つ
い
て
み
る
と
、
第
一
審
判
決
は
適
用
違
憲
の
手
法
を
用
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
控

訴
審
判
決
は
、
保
護
法
益
を
侵
害
す
る
危
険
性
は
抽
象
的
に
も
存
在
し
な
い
な
ど
と
し
て
、﹁
被
告
人
の
本
件
各
所
為
は
本
件
罰
則
規
定
の

構
成
要
件
に
触
れ
て
い
な
い
上
、
そ
れ
ら
の
所
為
に
つ
い
て
本
件
罰
則
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
は
、
憲
法
二
一
条
一
項
及
び
三
一
条
に
違
反

す
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。﹂
と
判
示
し
、
適
用
違
憲
の
手
法
を
用
い
た
。
し
か
し
、
最
高
裁
判
決
は
こ
れ
を
批
判
し
た
ほ
か
、
千
葉
補
足

意
見
も
﹁
表
現
の
自
由
の
規
制
立
法
の
合
憲
性
審
査
に
際
し
、
こ
の
よ
う
な
適
用
違
憲
の
手
法
を
採
用
す
る
こ
と
は
、
個
々
の
事
案
や
判
断

主
体
に
よ
っ
て
、
違
憲
、
合
憲
の
結
論
が
変
わ
り
得
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
そ
の
規
制
範
囲
が
曖
昧
と
な
り
、
恣
意
的
な
適
用
の
お
そ
れ
も

生
じ
か
ね
ず
、
こ
の
手
法
で
は
表
現
の
自
由
に
対
す
る
威
嚇
効
果
が
な
お
大
き
く
残
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
個
々
の
事
案
ご
と
の
政
治
的
行
為

の
個
別
的
な
評
価
を
超
え
て
、
本
件
罰
則
規
定
の
一
般
的
な
法
令
解
釈
を
行
っ
た
上
で
、
そ
の
構
成
要
件
該
当
性
を
否
定
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。﹂
と
判
示
し
た
。

　

他
方
、
世
田
谷
事
件
に
つ
い
て
み
る
と
、
第
一
審
判
決
は
、
被
告
人
の
地
位
や
職
務
内
容
お
よ
び
本
件
ビ
ラ
配
布
行
為
の
性
質
等
に
鑑
み

て
適
用
違
憲
の
手
法
を
用
い
ず
、
第
二
審
判
決
も
適
用
違
憲
の
手
法
を
用
い
な
か
っ
た
。
最
高
裁
判
所
は
、
適
用
違
憲
に
つ
い
て
判
断
し
な

か
っ
た
。

　

以
上
の
適
用
違
憲
に
関
す
る
判
示
の
ほ
か
、
千
葉
補
足
意
見
は
、
多
数
意
見
の
﹁
政
治
的
行
為
﹂
に
関
す
る
限
定
解
釈
は
﹁
い
わ
ゆ
る
合

憲
限
定
解
釈
の
手
法
、
す
な
わ
ち
、
規
定
の
文
理
の
ま
ま
で
は
規
制
範
囲
が
広
す
ぎ
、
合
憲
性
審
査
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
﹃
厳
格
な
基
準
﹄

に
よ
れ
ば
必
要
最
小
限
度
を
超
え
て
お
り
、
利
益
較
量
の
結
果
違
憲
の
疑
い
が
あ
る
た
め
、
そ
の
範
囲
を
限
定
し
た
上
で
結
論
と
し
て
合
憲

と
す
る
手
法
を
採
用
し
た
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。﹂
と
判
示
し
た
。

　

⑸　

学　

説　
　

適
用
違
憲
に
関
し
て
は
、
刑
法
学
上
、
千
葉
補
足
意
見
に
対
し
て
﹁
ど
れ
だ
け
表
現
の
自
由
へ
の
威
嚇
効
果
を
減
じ
る

の
で
あ
ろ
う
か
、
甚
だ
疑
問
で
あ
る
。﹂
と
批
判
す
る
見
解）
₈₄
（

や
、
堀
越
事
件
最
高
裁
判
決
に
対
し
て
﹁
本
件
配
布
行
為
が
何
故
構
成
要
件
に
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該
当
し
な
い
か
と
問
わ
れ
れ
ば
、
そ
れ
は
、
国
民
に
憲
法
上
表
現
の
自
由
（
二
一
条
一
項
）
と
し
て
の
政
治
活
動
の
自
由
が
保
障
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
照
ら
し
、
公
務
員
に
対
す
る
政
治
的
行
為
の
禁
止
も
、
国
民
と
し
て
の
政
治
活
動
の
自
由
に
対
す
る
必
要
や
む
を
え
な
い
限
度
に

そ
の
範
囲
が
画
さ
れ
る
、
と
解
さ
れ
る
か
ら
で
あ
っ
て
、
そ
の
限
り
で
本
件
罰
則
規
定
は
憲
法
規
定
に
よ
り
そ
の
適
用
が
制
限
さ
れ
て
お
り
、

構
成
要
件
に
該
当
し
な
い
本
件
行
為
に
本
件
罰
則
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
や
は
り
憲
法
二
一
条
一
項
（
さ
ら
に
三
一
条
）
に
違

反
す
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。﹂
と
批
判
す
る
見
解）
₈₅
（

が
あ
る
。

　

ま
た
、
合
憲
限
定
解
釈
で
は
な
い
と
し
た
千
葉
補
足
意
見
に
対
し
て
は
、
こ
れ
を
批
判
す
る
見
解）
₈₆
（

が
あ
る
。

　

⑹　

考　

察　
　

ま
ず
、﹁
政
治
的
行
為
﹂
に
関
す
る
限
定
解
釈
は
合
憲
限
定
解
釈
か
否
か
と
い
う
憲
法
学
上
の
議
論
が
、
刑
法
学
上
の

議
論
に
対
し
て
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
千
葉
補
足
意
見
が
合
憲
限
定
解
釈
で
は
な
い
と
し
た
点
に
関
し
て
、
本
最
判
の
調
査
官

解
説
は
﹁
法
令
の
解
釈
に
お
い
て
憲
法
を
含
む
法
体
系
に
最
も
適
合
的
な
も
の
を
選
ぶ
と
い
う
体
系
的
解
釈
と
し
て
の
合
憲
解
釈
、
す
な
わ

ち
﹃
憲
法
適
合
的
解
釈
﹄
に
当
た
る
と
み
る
の
が
相
当
と
思
わ
れ
る
。﹂）
₈₇
（

と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
﹁
憲
法
適
合
的
解
釈
﹂

と
は
、﹁
複
数
の
解
釈
が
あ
る
場
合
に
、
ま
ず
当
該
規
定
の
文
言
、
趣
旨
と
体
系
に
最
も
適
合
的
な
も
の
を
選
ぶ
の
が
法
解
釈
の
イ
ロ
ハ
で

す
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
体
系
の
中
に
最
高
法
規
で
あ
る
憲
法
の
保
護
す
る
価
値
も
入
り
込
む
こ
と
も
当
然
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
殊
更
に

﹃
合
憲
限
定
解
釈
﹄
と
は
呼
ぶ
必
要
は
な
く
、
体
系
的
解
釈
の
一
種
と
し
て
の
合
憲
解
釈
（
憲
法
適
合
的
解
釈
）
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
あ

え
て
﹃
合
憲
限
定
解
釈
﹄
と
い
う
に
は
そ
れ
だ
け
の
事
情
が
あ
る
場
合
、
つ
ま
り
法
令
の
文
言
、
趣
旨
か
ら
最
も
素
直
な
解
釈
を
選
ん
だ
ら
、

当
該
規
定
が
違
憲
的
に
適
用
さ
れ
る
部
分
が
出
て
き
て
し
ま
う
た
め
に
、
次
善
三
善
の
解
釈
だ
け
れ
ど
も
、
や
む
を
得
ず
違
憲
的
部
分
を
含

ま
な
い
解
釈
を
選
ぶ
と
い
う
場
面
で
す
。﹂）
₈₈
（

と
説
明
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
憲
法
学
上
、
合
憲
限
定
解
釈
と
憲
法
適
合
的
解
釈
と
を
区
別
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
か）
₈₉
（

、
区
別
で
き
る
と
し
て
本
最
判
の
限
定
解
釈
は
そ
の
ど
ち
ら
に
該
当
す
る
の
か）
₉₀
（

に
つ
い
て
議
論
が
あ
る
。
私
見
に
よ

る
と
、
本
来
で
あ
れ
ば
上
述
の
と
お
り
違
法
性
段
階
で
危
険
判
断
を
行
う
べ
き
で
あ
り
構
成
要
件
段
階
で
限
定
解
釈
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
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と
こ
ろ
を
、
そ
れ
で
は
国
公
法
一
〇
二
条
一
項
の
規
定
は
過
度
に
広
範
で
あ
る
と
い
っ
た
罪
刑
法
定
主
義
ひ
い
て
は
憲
法
学
上
の
問
題
が
生

じ
て
違
憲
の
可
能
性
が
出
て
く
る
た
め
に
、
本
最
判
は
、
や
む
を
得
ず
に
構
成
要
件
段
階
で
の
限
定
解
釈
を
選
択
し
た
と
解
し
得
る
。
し
た

が
っ
て
、
本
最
判
の
限
定
解
釈
は
、
合
憲
限
定
解
釈
で
あ
る
と
み
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
い
ず
れ
に
せ
よ
解
釈
の
結
果
導

き
出
さ
れ
た
﹁
政
治
的
行
為
﹂
の
意
義
に
関
し
て
、
通
常
の
判
断
能
力
を
有
す
る
一
般
人
に
対
し
て
当
罰
的
な
行
為
の
類
型
を
告
知
で
き
て

い
る
か
と
い
う
問
題
は
生
じ
る
と
解
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
本
最
判
の
﹁
政
治
的
行
為
﹂
に
関
す
る
限
定
解
釈
が
合
憲
限
定
解
釈
と
憲
法
適

合
的
解
釈
の
い
ず
れ
に
当
た
る
か
と
い
う
憲
法
学
上
の
議
論
が
刑
法
学
上
の
議
論
に
対
し
て
与
え
る
影
響
は
、限
定
的
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

次
に
、
本
件
罰
則
規
定
の
構
成
要
件
該
当
性
を
否
定
し
た
上
で
、
さ
ら
に
適
用
違
憲
で
あ
る
と
い
う
判
断
を
し
た
堀
越
事
件
控
訴
審
判
決

に
つ
い
て
考
察
す
る
。
憲
法
学
上
議
論
さ
れ
る
適
用
違
憲
を
刑
事
法
の
観
点
か
ら
考
察
す
る
と
、
構
成
要
件
該
当
性
あ
る
い
は
可
罰
的
違
法

性
が
否
定
さ
れ
れ
ば
無
罪
と
な
り
犯
罪
の
成
否
は
決
せ
ら
れ
る
以
上
、
さ
ら
に
適
用
違
憲
で
あ
る
と
い
う
判
断
を
す
る
必
要
は
な
い
と
解
さ

れ）
₉₁
（

、
司
法
消
極
主
義
の
観
点
か
ら
も
好
ま
し
く
な
い
と
思
わ
れ
る）
₉₂
（

。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
点
に
関
す
る
堀
越
事
件
控
訴
審
判
決
は
妥
当
で
は

な
く
、
堀
越
事
件
最
高
裁
判
決
は
支
持
し
得
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
抽
象
的
危
険
犯
に
お
け
る
限
定
解
釈
と
適
用
違
憲
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
構
成
要
件
の
解
釈
に
当
た
っ
て
は
処
罰
の

必
要
性
お
よ
び
合
理
性
と
い
う
実
質
的
観
点
に
立
脚
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
実
質
的
犯
罪
論
に
立
っ
た
場
合
、
構
成
要
件
の
限
定
解
釈
と
適

用
違
憲
は
、
い
ず
れ
も
裁
判
時
点
で
処
罰
の
必
要
性
あ
る
い
は
合
理
性
の
観
点
か
ら
限
定
を
施
す
と
い
う
点
で
共
通
性
が
認
め
ら
れ
よ
う
。

実
際
、
実
質
的
犯
罪
論
の
立
場
か
ら
、
多
数
意
見
が
実
質
的
構
成
要
件
解
釈
を
行
っ
た
と
理
解
し
た
上
で
、
堀
越
事
件
控
訴
審
判
決
が
用
い

た
適
用
違
憲
の
手
法
と
﹁
判
断
の
明
確
性
で
、
い
か
ほ
ど
の
差
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。﹂
と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る）
₉₃
（

。
形
式
的
犯
罪

論
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
適
用
違
憲
は
裁
判
所
が
裁
判
時
点
に
お
い
て
法
の
適
用
に
関
し
て
限
定
を
施
す
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
構
成

要
件
段
階
に
お
け
る
限
定
解
釈
は
通
常
の
判
断
能
力
を
有
す
る
一
般
人
の
理
解
に
適
う
か
た
ち
で
限
定
を
施
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
通
常
は



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
七
巻
七
号�

一
九
〇

国
家
公
務
員
法
一
〇
二
条
一
項
に
い
う
﹁
政
治
的
行
為
﹂
の
意
義
と
政
党
機
関
紙
等
の

配
布
の
禁
止

三
〇
三
八

適
用
違
憲
よ
り
も
構
成
要
件
段
階
に
お
け
る
限
定
解
釈
の
方
が
明
確
性
の
点
に
お
い
て
優
れ
て
い
る
と
解
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
上
述
の
と

お
り
本
最
判
の
構
成
要
件
段
階
に
お
け
る
限
定
解
釈
は
、
通
常
の
判
断
能
力
を
有
す
る
一
般
人
の
理
解
に
適
う
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
本
最

判
の
限
定
解
釈
と
堀
越
事
件
控
訴
審
判
決
の
適
用
違
憲
と
の
間
で
判
断
の
明
確
性
の
点
で
実
質
的
な
差
は
な
い
と
い
え
よ
う
。

　

５　

法
律
主
義
（
人
事
院
規
則
へ
の
委
任
の
合
憲
性
）
の
問
題

　

⑴　

問
題
の
背
景　
　

国
公
法
一
〇
二
条
一
項
は
、﹁
人
事
院
規
則
で
定
め
る
政
治
的
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
﹂
と
規
定
し
、
具
体
的

な
禁
止
行
為
の
内
容
を
人
事
院
規
則
に
委
任
し
て
い
る
。
罪
刑
法
定
主
義
の
一
内
容
と
し
て
、
犯
罪
と
刑
罰
は
国
民
の
代
表
機
関
で
あ
る
国

会
の
制
定
す
る
法
律
に
よ
っ
て
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
法
律
主
義
の
原
則
が
導
か
れ
る）
₉₄
（

。
も
っ
と
も
、
政
令
に
対
す
る
罰
則
の
委

任
も
、
特
定
委
任
で
あ
れ
ば
、
憲
法
七
三
条
六
号
た
だ
し
書
に
よ
り
、
例
外
的
に
許
容
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
人
事
院
規
則
へ
の
委
任
が
許
容

さ
れ
る
個
別
的
具
体
的
な
特
定
委
任
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
禁
止
さ
れ
る
一
般
的
包
括
的
な
白
紙
委
任
で
あ
る
の
か
が
問
題
と
さ
れ
て
き

た
。

　

⑵　

従
前
の
判
例　
　

最
一
小
判
昭
和
三
三
年
五
月
一
日
刑
集
一
二
巻
七
号
一
二
七
二
頁
は
、
国
公
法
一
〇
二
条
一
項
の
人
事
院
規
則
へ

の
委
任
は
合
憲
で
あ
る
旨
判
示
し
、
猿
払
最
判
︹
裁
判
例
③
︺
も
国
公
法
一
〇
二
条
一
項
の
人
事
院
規
則
へ
の
委
任
を
合
憲
と
し
た
。
た
だ

し
、
猿
払
最
判
に
は
四
名
の
反
対
意
見
が
あ
っ
た
。
こ
の
反
対
意
見
は
、
国
公
法
一
〇
二
条
一
項
は
懲
戒
処
分
を
受
け
る
べ
き
も
の
と
犯
罪

と
し
て
刑
罰
を
科
せ
ら
れ
る
べ
き
も
の
と
を
区
別
す
る
こ
と
な
く
、
一
律
一
体
と
し
て
そ
の
内
容
に
つ
い
て
の
定
め
を
人
事
院
規
則
に
委
任

し
て
お
り
、
少
な
く
と
も
後
者
の
犯
罪
の
構
成
要
件
の
規
定
を
委
任
す
る
部
分
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
憲
法
に
違
反
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た
。
そ
の
後
、
最
一
小
判
昭
和
五
六
年
一
〇
月
二
二
日）
₉₅
（

︹
高
松
簡
易
保
険
局
事
件
最
高
裁
判
決
・
裁
判
例
⑯
︺
は
、
猿
払
最
判
を
引
用
し
、

そ
の
判
断
を
維
持
し
た
。
た
だ
し
、人
事
院
規
則
へ
の
委
任
の
合
憲
性
に
つ
い
て
判
断
を
示
し
た
団
藤
重
光
裁
判
官
の
反
対
意
見
が
あ
っ
た
。
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⑶　

本
件
各
判
決　
　

本
件
両
事
件
の
各
下
級
審
判
決
は
、い
ず
れ
も
国
公
法
一
〇
二
条
一
項
の
人
事
院
規
則
へ
の
委
任
を
合
憲
と
し
た
。

最
高
裁
は
、
堀
越
事
件
で
は
判
断
を
示
さ
ず
、
世
田
谷
事
件
で
合
憲
と
し
た
。

　

⑷　

考　

察　
　

こ
の
問
題
に
関
し
て
学
説
は
、
従
来
か
ら
合
憲
説）
₉₆
（

と
違
憲
説）
₉₇
（

が
対
立
し
て
お
り
、
本
件
に
関
す
る
評
釈
等
に
お
い
て
も

違
憲
説
を
支
持
す
る
も
の
が
あ
る）
₉₈
（

。
し
か
し
、
罰
則
の
委
任
に
お
い
て
重
要
な
こ
と
は
、
委
任
の
中
身
が
具
体
的
か
つ
個
別
的
に
示
さ
れ
特

定
的
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
か
否
か
で
あ
り
、
国
公
法
一
〇
二
条
一
項
の
規
定
お
よ
び
目
的
か
ら
す
る
と
、
同
条
項
が
人
事
院
規
則
に
対
し
、

公
務
員
の
政
治
的
中
立
性
を
損
な
う
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
類
型
を
示
す
こ
と
を
求
め
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
国
公

法
一
〇
二
条
一
項
の
委
任
の
特
定
性
に
問
題
は
な
く
、
人
事
院
規
則
へ
の
委
任
は
合
憲
で
あ
る
と
解
さ
れ
る）
₉₉
（

。

四
　
結
　
　
　
語

　

本
最
判
は
憲
法
判
例
と
し
て
重
要
性
が
認
め
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
抽
象
的
危
険
犯
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
本
件
罰
則
規
定
に
関
し
て
法
益

侵
害
の
お
そ
れ
が
無
い
場
合
に
は
構
成
要
件
該
当
性
を
否
定
し
得
る
こ
と
を
肯
定
し
た
点
で
刑
法
学
上
も
重
要
な
意
義
が
認
め
ら
れ
る
。
ま

た
、
本
最
判
は
猿
払
最
判
の
射
程
が
限
定
的
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
一
方
で
、
従
前
の
判
例
や
裁
判
例
で
判
断
さ
れ
た
こ
と
の
な
か
っ
た

裁
量
権
を
有
す
る
管
理
職
的
地
位
に
あ
る
国
家
公
務
員
が
政
治
的
行
為
を
行
っ
た
事
案
に
関
す
る
判
断
を
追
加
し
た
と
い
う
点
で
も
意
義
が

認
め
ら
れ
る
。

　

本
件
罰
則
規
定
の
制
定
過
程
の
特
殊
性
も
含
め
て
従
来
か
ら
多
数
の
論
者
が
そ
の
合
憲
性
に
つ
い
て
疑
義
を
唱
え
て
き
た
と
い
う
歴
史
的

経
緯
や
、
欧
米
諸
国
は
国
家
公
務
員
の
政
治
的
行
為
に
関
し
て
必
ず
し
も
我
が
国
同
様
の
規
制
を
加
え
て
い
な
い
と
い
う
国
際
的
状
況
に
照

ら
し
て
も）
１００
（

、
国
家
公
務
員
の
政
治
的
行
為
に
関
し
て
今
後
も
同
様
の
規
制
を
維
持
し
て
い
く
べ
き
か
否
か
に
つ
い
て
は
議
論
が
深
め
ら
れ
る
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六
七
巻
七
号�

一
九
二

国
家
公
務
員
法
一
〇
二
条
一
項
に
い
う
﹁
政
治
的
行
為
﹂
の
意
義
と
政
党
機
関
紙
等
の

配
布
の
禁
止

三
〇
四
〇

べ
き
で
あ
る
。
千
葉
補
足
意
見
が
指
摘
す
る
と
お
り
現
状
の
本
件
罰
則
規
定
に
関
し
て
司
法
府
の
な
し
う
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
り
、
国
家
公
務
員
の
職
種
や
権
限
の
多
様
性
に
配
慮
し
つ
つ
、
処
罰
範
囲
の
限
定
と
明
確
性
の
均
衡
が
と
れ
た
具
体
的
な
禁

止
類
型
を
提
示
す
る
こ
と
が
立
法
府
に
対
し
て
望
ま
れ
よ
う
。

（
1
）　

刑
事
法
に
関
連
す
る
主
張
と
し
て
、
公
訴
棄
却
の
主
張
や
違
法
収
集
証
拠
の
主
張
も
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
最
判
で
検
討
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
本
稿
の
考
察
対
象

か
ら
除
外
す
る
。
な
お
、
堀
越
事
件
の
捜
査
上
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
川
崎
英
明
﹁
未
発
生
犯
罪
の
捜
査
と
警
察
活
動
︱
社
会
保
険
庁
職
員
国
公
法
違
反
事
件
を
契
機
と
し

て
︱
﹂
法
と
政
治
五
八
巻
一
号
（
二
〇
〇
七
）
五
五
頁
参
照
。

（
2
）　

判
タ
一
三
四
〇
号
一
〇
五
頁
。

（
3
）　

判
タ
一
三
五
一
号
一
二
三
頁
。

（
4
）　

昭
和
二
二
年
一
〇
月
二
一
日
制
定
（
昭
和
二
三
年
七
月
一
日
施
行
）
の
国
公
法
一
〇
二
条
一
項
は
、﹁
職
員
は
、
政
党
又
は
政
治
的
目
的
の
た
め
に
、
寄
附
金
そ
の
他
の
利

益
を
求
め
、
若
し
く
は
受
領
し
、
又
は
何
ら
の
方
法
を
以
て
す
る
を
問
わ
ず
、
こ
れ
ら
の
行
為
に
関
与
し
て
は
な
ら
な
い
。﹂
と
規
定
す
る
に
と
ど
ま
り
、
同
条
違
反
は
罰
則

を
規
定
す
る
同
法
一
一
〇
条
の
対
象
外
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
昭
和
二
三
年
一
二
月
三
日
改
正
（
同
日
施
行
）
の
国
公
法
一
〇
二
条
一
項
は
﹁
職
員
は
、
政
党
又
は
政
治
的
目

的
の
た
め
に
、
寄
附
金
そ
の
他
の
利
益
を
求
め
、
若
し
く
は
受
領
し
、
又
は
何
ら
の
方
法
を
以
て
す
る
を
問
わ
ず
、
こ
れ
ら
の
行
為
に
関
与
し
、
あ
る
い
は
選
挙
権
の
行
使
を

除
く
外
、
人
事
院
規
則
で
定
め
る
政
治
的
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
。﹂
と
規
定
し
て
人
事
院
規
則
へ
の
委
任
を
定
め
た
ほ
か
、
同
法
一
一
〇
条
一
項
一
九
号
に
﹁
第
一
〇
二

条
第
一
項
に
規
定
す
る
政
治
的
行
為
の
制
限
に
違
反
し
た
者
﹂
を
追
加
し
た
。
刑
罰
は
﹁
三
年
以
下
の
懲
役
又
は
一
〇
万
円
以
下
の
罰
金
﹂
で
あ
っ
た
が
、
平
成
一
九
年
七
月

六
日
改
正
（
同
年
一
二
月
二
七
日
施
行
）
に
よ
り
、﹁
三
年
以
下
の
懲
役
又
は
一
〇
〇
万
円
以
下
の
罰
金
﹂
と
い
う
形
で
罰
金
の
上
限
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
。

（
5
）　
﹃
新
た
な
監
視
社
会
と
市
民
的
自
由
の
現
在
︱
国
公
法
・
社
会
保
険
事
務
所
職
員
事
件
を
考
え
る
﹄（
日
本
評
論
社
、二
〇
〇
六
）、﹃
国
公
法
事
件
上
告
審
と
最
高
裁
判
所
﹄（
日

本
評
論
社
、
二
〇
一
一
）
等
参
照
。

（
6
）　

下
刑
一
〇
巻
三
号
二
九
三
頁
、
判
タ
二
一
九
号
二
四
三
頁
、
判
時
五
一
四
号
二
〇
頁
。

（
7
）　

判
タ
二
三
七
号
一
三
八
頁
、
判
時
五
六
六
号
三
頁
。

（
8
）　

判
タ
二
九
五
号
四
〇
〇
頁
。

（
9
）　

刑
月
三
巻
五
号
六
三
四
頁
、
判
タ
二
六
六
号
一
三
九
頁
、
判
時
六
四
六
号
九
五
頁
。
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（
10
）　

判
時
六
七
一
号
九
九
頁
。

（
11
）　

判
時
七
四
七
号
四
六
頁
。

（
12
）　

刑
集
二
八
巻
九
号
三
九
三
頁
、
裁
判
集
刑
一
九
四
号
六
三
頁
、
判
タ
三
一
三
号
一
七
一
頁
、
判
時
七
五
七
号
三
〇
頁
。

（
13
）　

判
タ
三
二
四
号
一
五
四
頁
、
判
時
七
八
五
号
一
一
四
頁
。

（
14
）　

刑
集
三
五
巻
七
号
七
八
八
頁
。

（
15
）　

刑
集
三
五
巻
七
号
六
九
六
頁
、
裁
判
集
刑
二
二
三
号
八
五
一
頁
、
判
タ
四
五
四
号
七
一
頁
、
判
時
一
〇
二
〇
号
三
頁
。

（
16
）　
﹁
行
政
の
中
立
的
な
運
営
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
が
全
く
保
護
に
値
し
な
い
と
い
う
こ
と
に
は
な
る
ま
い
。
な
ぜ
な
ら
、
行
政
の
中
立
的
運
営
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
が
失

わ
れ
、
国
民
が
こ
れ
に
不
信
や
疑
惑
を
抱
く
よ
う
な
事
態
と
な
れ
ば
、
現
実
の
公
務
が
い
か
に
政
治
的
に
中
立
に
遂
行
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
公
務
を
国
民
が
中
立
的

か
つ
公
正
な
も
の
と
受
け
取
る
こ
と
は
な
く
な
り
、
結
果
と
し
て
行
政
の
能
率
的
か
つ
安
定
的
な
運
営
は
妨
げ
ら
れ
、
議
会
制
民
主
主
義
の
健
全
な
運
営
も
害
さ
れ
る
こ
と
に

つ
な
が
り
か
ね
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
国
民
の
信
頼
を
保
護
法
益
に
含
め
た
か
ら
と
い
っ
て
、
論
理
必
然
的
に
、
公
務
員
の
政
治
的
行
為
に
対
す
る
規
制
が
無
限
定
か
つ

広
汎
に
拡
大
す
る
わ
け
で
も
な
い
。
ち
な
み
に
、
賄
賂
罪
の
保
護
法
益
に
つ
い
て
は
、
職
務
行
為
の
公
正
と
こ
れ
に
対
す
る
社
会
の
信
頼
と
す
る
の
が
判
例
通
説
で
あ
り
、
社

会
（
国
民
）
の
信
頼
と
い
っ
た
概
念
を
保
護
法
益
に
含
め
る
こ
と
は
、
必
ず
し
も
特
殊
な
こ
と
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
行
政
の
中
立
的
運
営
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
は
、

独
立
し
て
保
護
に
値
す
る
価
値
が
あ
り
、
こ
れ
を
禁
止
の
目
的
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
は
正
当
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。﹂
と
判
示
し
た
。

（
17
）　

続
け
て
同
判
決
は
、﹁
議
会
制
民
主
主
義
の
過
程
を
通
じ
て
決
定
さ
れ
た
政
策
が
行
政
組
織
を
通
じ
不
偏
不
党
の
立
場
で
忠
実
に
遂
行
さ
れ
る
こ
と
は
憲
法
的
な
要
請
に
か

な
う
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
﹃
行
政
の
中
立
性
﹄
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
は
、
行
政
の
能
率
的
、
安
定
的
な
運
営
上
必
要
・
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
そ

れ
が
議
会
制
民
主
主
義
に
お
け
る
政
府
に
対
す
る
信
頼
そ
の
も
の
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
と
い
う
点
で
、民
主
制
の
統
治
の
根
幹
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、﹃
行

政
の
中
立
性
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
﹄
は
、
行
政
の
中
立
性
と
共
に
憲
法
の
要
請
に
か
な
う
価
値
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
価
値
の
関
係
か
ら
す
れ
ば
、

﹃
国
民
の
信
頼
﹄
が
、
そ
の
信
頼
の
対
象
と
な
る
﹃
行
政
の
中
立
性
﹄
と
離
れ
て
独
自
に
公
務
員
の
政
治
的
行
為
の
規
制
の
正
当
化
根
拠
と
な
る
も
の
で
は
な
い
。
国
公
法
、

規
則
が
、
内
密
に
行
わ
れ
た
行
為
、
勤
務
時
間
外
に
行
わ
れ
た
行
為
を
も
規
制
の
対
象
と
す
る
旨
を
特
に
明
示
し
て
い
る
（
規
則
二
項
、
四
項
）
の
は
、
後
記
の
と
お
り
、
そ

の
よ
う
な
態
様
の
党
派
的
行
動
で
あ
っ
て
も
、
行
政
の
中
立
性
に
及
ぼ
す
弊
害
が
懸
念
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。﹃
国
民
の
信
頼
﹄
を
根
拠
に
、
公
務
員
の
政
治
的
な
中
立
性
ら

し
さ
と
い
う
外
観
保
護
の
観
点
か
ら
規
制
対
象
を
広
げ
た
も
の
と
解
す
べ
き
で
は
な
い
。﹂
と
判
示
し
た
。

（
18
）　
﹁
刑
罰
は
国
権
の
作
用
に
よ
る
最
も
峻
厳
な
制
裁
で
公
務
員
の
政
治
的
行
為
の
自
由
の
規
制
の
程
度
の
最
た
る
も
の
で
あ
っ
て
、
処
罰
の
対
象
と
す
る
こ
と
は
極
力
謙
抑
的
、

補
充
的
で
あ
る
べ
き
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
こ
の
公
務
員
の
政
治
的
行
為
禁
止
違
反
と
い
う
犯
罪
は
、
行
政
の
中
立
的
運
営
を
保
護
法
益
と
し
、
こ
れ
に
対
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志
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六
七
巻
七
号�

一
九
四

国
家
公
務
員
法
一
〇
二
条
一
項
に
い
う
﹁
政
治
的
行
為
﹂
の
意
義
と
政
党
機
関
紙
等
の

配
布
の
禁
止

三
〇
四
二

す
る
信
頼
自
体
は
独
立
の
保
護
法
益
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
の
み
が
損
な
わ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
場
合
は
行
政
内
部
で
の
服
務
規
律
違
反
に
よ
る
懲
戒
処
分
を
も
っ
て
必

要
に
し
て
十
分
と
し
て
こ
れ
に
委
ね
る
こ
と
と
し
た
も
の
と
解
﹂
す
る
と
し
て
い
る
。

（
19
）　

団
藤
重
光
﹃
刑
法
綱
要
各
論
︹
第
三
版
︺﹄（
創
文
社
、
一
九
九
〇
）
一
二
九
頁
、
斎
藤
信
治
﹁
賄
賂
罪
の
保
護
法
益
㈠
︱
信
頼
保
護
説
の
妥
当
性
︱
﹂
法
学
新
報
九
六
巻
一
・

二
号
（
一
九
八
九
）
七
三
頁
以
下
、
川
端
博
﹁
賄
賂
罪
の
保
護
法
益
に
つ
い
て
の
覚
書
き
﹂
三
井
誠
ほ
か
編
著
﹃
鈴
木
茂
嗣
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集
︹
上
巻
︺﹄（
成
文
堂
、
二

〇
〇
七
）
四
四
九
頁
以
下
、
同
﹃
刑
法
各
論
講
義
︹
第
二
版
︺﹄（
成
文
堂
、
二
〇
一
〇
）
七
三
三
頁
、
佐
久
間
修
﹃
刑
法
各
論
︹
第
二
版
︺﹄（
成
文
堂
、
二
〇
一
二
）
四
四
九

頁
以
下
、中
森
喜
彦
﹃
刑
法
各
論
︹
第
四
版
︺﹄（
有
斐
閣
、二
〇
一
五
）
三
〇
六
頁
、高
橋
則
夫
﹃
刑
法
各
論
︹
第
二
版
︺﹄（
成
文
堂
、二
〇
一
四
）
六
七
五
頁
、西
田
典
之
﹃
刑

法
各
論
︹
第
六
版
︺﹄（
弘
文
堂
、
二
〇
一
二
）
四
八
九
頁
、
大
谷
實
﹃
刑
法
講
義
各
論
︹
新
版
第
四
版
補
訂
版
︺﹄（
成
文
堂
、
二
〇
一
五
）
六
三
三
頁
、
塩
見
淳
﹁
刑
法
の
道

し
る
べ　

基
礎
講
座　

第
一
二
回
︹
最
終
回
︺
賄
賂
罪
に
お
け
る
職
務
行
為
﹂
法
教
三
九
三
号
（
二
〇
一
三
）
五
八
頁
以
下
︹
同
﹃
刑
法
の
道
し
る
べ
﹄（
有
斐
閣
、二
〇
一
五
）

所
収
、
二
二
八
頁
以
下
︺
等
。

（
20
）　

北
野
通
世
﹁
収
賄
罪
の
一
考
察
（
二
・
完
）﹂
刑
法
雑
誌
二
八
巻
三
号
（
一
九
八
八
）
三
七
八
頁
以
下
、
山
口
厚
﹃
問
題
探
究　

刑
法
各
論
﹄（
有
斐
閣
、
一
九
九
九
）
三
一

六
頁
以
下
、同
﹃
刑
法
各
論
︹
第
二
版
︺﹄（
有
斐
閣
、二
〇
一
〇
）
六
一
〇
頁
以
下
、嶋
矢
貴
之
﹁
賄
賂
罪
﹂
法
教
三
〇
六
号
（
二
〇
〇
六
）
五
七
頁
、林
幹
人
﹃
刑
法
各
論
︹
第

二
版
︺﹄（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
七
）
四
四
〇
頁
以
下
、
町
野
朔
﹁
収
賄
罪
﹂
芝
原
邦
爾
ほ
か
編
﹃
刑
法
理
論
の
現
代
的
展
開　

各
論
︹
オ
ン
デ
マ
ン
ド
版
︺﹄（
日
本
評

論
社
、
二
〇
〇
八
）
三
四
八
頁
以
下
、
曽
根
威
彦
﹃
刑
法
各
論
︹
第
五
版
︺﹄（
弘
文
堂
、
二
〇
一
二
）
三
一
七
頁
等
。

（
21
）　

斎
藤
信
治
﹃
刑
法
各
論
︹
第
四
版
︺﹄（
有
斐
閣
、
二
〇
一
四
）
二
九
二
頁
。

（
22
）　

高
橋
・
前
掲
注
（
19
）
六
七
五
頁
、
塩
見
・
前
掲
注
（
19
）
五
九
頁
︹
二
二
九
頁
︺
等
。

（
23
）　

斎
藤
信
治
﹁
賄
賂
罪
の
保
護
法
益
㈡
︱
信
頼
保
護
説
の
妥
当
性
︱
﹂
法
学
新
報
九
六
巻
三
・
四
号
（
一
九
九
〇
）
五
三
頁
。

（
24
）　

曽
根
威
彦
﹁
公
務
員
の
政
治
的
行
為
制
限
違
反
罪
と
職
務
関
連
性
﹂
法
時
八
五
巻
五
号
（
二
〇
一
三
）
七
七
頁
︹
同
﹃
現
代
社
会
と
刑
法
﹄（
成
文
堂
、
二
〇
一
三
）
所
収
、

二
二
七
頁
︺。

（
25
）　

松
原
芳
博
﹁
判
批
﹂
平
成
二
五
年
度
重
要
判
例
解
説
︹
ジ
ュ
リ
臨
増
一
四
六
六
号
︺（
二
〇
一
四
）
一
六
三
頁
︹
高
橋
則
夫
＝
松
原
芳
博
編
﹃
判
例
特
別
刑
法
︹
第
二
集
︺﹄（
日

本
評
論
社
、
二
〇
一
五
）
所
収
、
一
〇
頁
︺。

（
26
）　

曽
根
威
彦
﹁
国
家
公
務
員
の
政
治
的
行
為
と
刑
事
罰
﹂﹃
国
公
法
事
件
上
告
審
と
最
高
裁
判
所
﹄（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
一
）
一
〇
五
頁
︹
同
﹃
現
代
社
会
と
刑
法
﹄（
成

文
堂
、
二
〇
一
三
）
所
収
、
二
〇
八
頁
︺。

（
27
）　

大
谷
實
＝
前
田
雅
英
﹃
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
刑
法
︹
各
論
︺﹄（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
〇
）
三
二
〇
頁
︹
大
谷
實
︺、
西
田
・
前
掲
注
（
19
）
四
八
九
頁
。
な
お
、
和
田
真
﹁
過
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法
一
〇
二
条
一
項
に
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う
﹁
政
治
的
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同
志
社
法
学　

六
七
巻
七
号�

一
九
五

三
〇
四
三

去
の
職
務
行
為
と
贈
収
賄
罪
、
没
収
・
追
徴
額
﹂
池
田
修
＝
金
山
薫
編
﹃
新
実
例
刑
法
［
各
論
］﹄（
青
林
書
院
、
二
〇
一
一
）
二
六
五
頁
。

（
28
）　

斎
藤
・
前
掲
注
（
21
）
二
九
一
頁
。

（
29
）　

松
原
・
前
掲
注
（
25
）
一
六
三
頁
︹
一
〇
頁
以
下
︺。

（
30
）　

岩
﨑
邦
生
﹁
判
解
﹂
最
判
解
刑
事
篇
平
成
二
四
年
度
（
二
〇
一
五
）
四
七
五
頁
。﹁﹃
国
民
の
信
頼
﹄
と
は
、﹃
行
政
の
中
立
的
運
営
﹄
と
い
う
実
体
に
対
す
る
信
頼
で
あ
っ
て
、

行
政
の
中
立
的
運
営
と
客
観
的
に
は
関
係
し
な
い
信
頼
、
つ
ま
り
﹃
中
立
ら
し
さ
（
外
観
的
な
中
立
性
）﹄
を
い
う
も
の
で
は
な
い
と
解
さ
れ
る
。
⋮
⋮
し
た
が
っ
て
、﹃
国
民

の
信
頼
の
維
持
﹄
は
、
そ
の
信
頼
の
対
象
と
な
る
﹃
行
政
の
中
立
的
運
営
﹄
と
離
れ
て
本
法
一
〇
二
条
一
項
の
目
的
（
保
護
法
益
）
と
な
る
も
の
で
は
な
く
、﹃
行
政
の
中
立

的
運
営
の
確
保
﹄
と
い
わ
ば
表
裏
一
体
を
な
す
も
の
と
し
て
、
同
項
の
目
的
（
保
護
法
益
）
と
な
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。﹂
と
す
る
。

（
31
）　

な
お
、
曽
根
・
前
掲
注
（
26
）
一
〇
八
頁
︹
二
一
五
頁
︺
以
下
は
、﹁
公
務
員
の
政
治
的
行
為
制
限
違
反
の
罪
（
国
公
法
一
一
〇
条
一
項
一
九
号
）
は
、
①
国
公
法
・
規
則

が
政
治
的
行
為
自
体
を
禁
止
・
制
裁
の
対
象
と
し
、
法
文
が
法
益
侵
害
結
果
は
も
と
よ
り
、﹃
危
険
の
発
生
﹄
を
も
要
求
し
て
い
な
い
、
と
い
う
意
味
で
は
講
学
上
の
抽
象
的

危
険
犯
で
あ
る
。
し
か
し
、
②
実
質
的
に
観
察
す
る
な
ら
ば
、
規
則
一
四
︱
七
の
六
項
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
政
治
的
行
為
の
多
く
は
（
特
に
七
号
以
下
）、
行
為
自
体
の
具
備

す
る
危
険
性
が
き
わ
め
て
軽
微
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
行
為
を
危
険
犯
と
し
て
処
罰
す
る
た
め
に
は
、
法
益
侵
害
の
具
体
的
危
険
が
現
実
に
発
生
す
る
必
要
が
あ
る
、
と
い
う

意
味
で
本
来
的
に
は
具
体
的
危
険
犯
と
し
て
構
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
結
論
的
に
言
え
ば
、
本
罪
は
、
行
為
自
体
の
危
険
性
が
軽
微
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
（
そ
の

意
味
で
抽
象
的
危
険
犯
で
は
な
い
）、
法
文
が
具
体
的
危
険
の
発
生
を
要
求
し
て
い
な
い
（
こ
の
意
味
で
は
具
体
的
危
険
犯
で
も
な
い
）、
と
い
う
き
わ
め
て
特
異
な
危
険
犯
の

形
態
で
あ
っ
て
、
限
り
な
く
当
罰
性
に
疑
問
が
あ
る
形
式
犯
に
近
い
犯
罪
態
様
で
あ
る
。﹂
と
す
る
。

（
32
）　

小
坂
亮
﹁
抽
象
的
危
険
犯
に
お
け
る
危
険
概
念
と
そ
の
判
断
形
式
︱
け
ん
銃
等
発
射
罪
を
素
材
と
し
て
︱
﹂
早
誌
五
八
巻
一
号
（
二
〇
〇
七
）
二
〇
〇
頁
。
同
二
四
三
頁
の

注
（
三
八
）
に
お
い
て
、﹁
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
擬
制
説
は
立
法
理
由
説
と
の
複
合
形
態
と
し
て
唱
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。﹂
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
33
）　

山
口
厚
﹃
危
険
犯
の
研
究
﹄（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
二
）
二
〇
一
頁
。

（
34
）　

小
坂
・
前
掲
注
（
32
）
二
〇
二
頁
。

（
35
）　

抽
象
的
危
険
犯
に
関
す
る
学
説
の
詳
細
な
整
理
と
し
て
、
謝
煜
偉
﹃
抽
象
的
危
険
犯
論
の
新
展
開
﹄（
弘
文
堂
、
二
〇
一
二
）
三
一
頁
以
下
等
参
照
。

（
36
）　

大
判
明
治
四
三
年
一
〇
月
二
一
日
刑
録
一
六
輯
一
七
一
四
頁
等
。

（
37
）　

大
判
明
治
四
四
年
四
月
二
四
日
刑
録
一
七
輯
六
五
五
頁
。

（
38
）　

大
判
大
正
四
年
五
月
二
一
日
刑
録
二
一
輯
六
七
〇
頁
。

（
39
）　

最
大
判
昭
和
三
五
年
一
月
二
七
日
刑
集
一
四
巻
一
号
三
三
頁
。
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社
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六
七
巻
七
号�

一
九
六

国
家
公
務
員
法
一
〇
二
条
一
項
に
い
う
﹁
政
治
的
行
為
﹂
の
意
義
と
政
党
機
関
紙
等
の

配
布
の
禁
止

三
〇
四
四

（
40
）　

最
一
小
決
昭
和
四
二
年
七
月
二
〇
日
裁
判
集
刑
一
六
三
号
九
一
三
頁
。

（
41
）　

嘉
門
優
﹁
抽
象
的
危
険
犯
の
検
討
︱
公
務
員
の
政
治
的
行
為
を
め
ぐ
る
近
時
の
判
決
を
契
機
と
し
て
﹂
法
時
八
三
巻
五
号
（
二
〇
一
一
）
一
一
三
頁
。
な
お
、
同
見
解
に
対

し
て
、
井
上
宜
裕
﹁
抽
象
的
危
険
犯
論
︱
国
公
法
事
件
を
契
機
に
﹂﹃
国
公
法
事
件
上
告
審
と
最
高
裁
判
所
﹄（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
一
）
一
五
一
頁
の
注
（
四
）
は
、﹁
し

か
し
、
文
言
の
限
定
解
釈
を
行
い
、
そ
も
そ
も
危
険
性
を
も
た
な
い
行
為
を
除
外
し
、
危
険
性
の
あ
る
行
為
の
み
を
構
成
要
件
該
当
行
為
と
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
こ
と
は
必

ず
し
も
危
険
擬
制
説
の
否
定
を
意
味
し
な
い
。
確
か
に
、﹃
行
為
﹄
に
危
険
性
の
概
念
を
取
り
込
む
こ
と
で
処
罰
範
囲
を
一
定
程
度
制
限
す
る
こ
と
は
可
能
と
な
ろ
う
が
、
別

途
危
険
の
発
生
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
な
く
犯
罪
の
成
立
が
肯
定
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
依
然
と
し
て
そ
れ
は
危
険
擬
制
説
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。﹂
と
批
判
す
る
。

（
42
）　

謝
・
前
掲
注
（
35
）
三
二
頁
。
た
だ
し
、
同
三
五
頁
に
お
い
て
、﹁
破
壊
活
動
防
止
法
三
八
条
二
項
二
号
の
文
書
頒
布
罪
に
つ
き
、
判
例
は
実
質
的
解
釈
の
立
場
を
採
っ
て

い
る
。﹂
と
す
る
。

（
43
）　

嘉
門
優
﹁
国
家
公
務
員
の
政
治
的
行
為
処
罰
に
関
す
る
考
察
︱
国
公
法
事
件
最
高
裁
判
決
を
題
材
と
し
て
﹂
立
命
館
法
学
三
四
五
・
三
四
六
号
（
二
〇
一
三
）
三
〇
一
頁
以
下
、

松
原
・
前
掲
注
（
25
）
一
六
二
頁
︹
八
頁
︺。

（
44
）　

嘉
門
・
前
掲
注
（
43
）
三
〇
〇
頁
以
下
、
松
原
・
前
掲
注
（
25
）
一
六
二
頁
︹
八
頁
︺。

（
45
）　

岩
﨑
・
前
掲
注
（
30
）
四
八
一
頁
。

（
46
）　

最
一
小
判
昭
和
五
六
年
一
〇
月
二
二
日
刑
集
三
五
巻
七
号
六
九
六
頁
︹
高
松
簡
易
保
険
局
事
件
最
高
裁
判
決
・
裁
判
例
⑯
︺
に
お
け
る
団
道
重
光
裁
判
官
の
反
対
意
見
。
た

だ
し
、
同
事
件
は
、
人
事
院
規
則
一
四
︱
七
の
六
項
八
号
（
投
票
勧
誘
行
為
）
が
問
題
と
な
っ
た
事
案
で
あ
り
、
同
六
項
七
号
、
一
三
号
が
問
題
と
な
っ
た
本
件
と
は
異
な
る
。

（
47
）　

嘉
門
・
前
掲
注
（
41
）
一
一
八
頁
。

（
48
）　

謝
・
前
掲
注
（
35
）
一
六
四
頁
。

（
49
）　

謝
・
前
掲
注
（
35
）
一
六
三
頁
。

（
50
）　

井
上
・
前
掲
注
（
41
）
一
五
四
頁
。

（
51
）　

判
タ
二
三
七
号
一
三
八
頁
、
判
時
五
六
六
号
三
頁
。

（
52
）　

判
時
七
四
七
号
四
六
頁
。

（
53
）　

刑
集
三
五
巻
七
号
七
八
八
頁
。

（
54
）　

堀
越
事
件
控
訴
審
判
決
は
、﹁
波
及
的
効
果
が
累
積
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
看
過
し
得
な
い
弊
害
が
実
際
に
生
じ
た
場
合
に
は
、
そ
の
よ
う
な
法
益
侵
害
の
危
険
性
を
生
じ

さ
せ
た
者
に
よ
る
具
体
的
行
為
に
対
し
、
刑
事
処
罰
を
も
っ
て
臨
め
ば
足
り
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。﹂
な
ど
と
判
示
し
た
。

（
55
）　

こ
の
点
に
関
し
て
、
岩
﨑
・
前
掲
注
（
30
）
五
二
三
頁
は
、
堀
越
事
件
に
関
し
て
﹁
被
告
人
と
同
様
の
地
位
・
権
限
等
を
有
す
る
他
の
公
務
員
に
よ
る
同
様
の
配
布
行
為
が



（　
　
　
　

）

国
家
公
務
員
法
一
〇
二
条
一
項
に
い
う
﹁
政
治
的
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為
﹂
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義
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機
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禁
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社
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号�

一
九
七

三
〇
四
五

行
わ
れ
て
も
、
公
務
員
の
職
務
の
遂
行
の
政
治
的
中
立
性
が
損
な
わ
れ
る
お
そ
れ
が
実
質
的
に
生
ず
る
と
は
い
え
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
判
決
は
﹃
累
積

的
波
及
的
弊
害
論
﹄
に
つ
い
て
あ
え
て
触
れ
な
か
っ
た
と
も
考
え
得
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。﹂
と
し
、
世
田
谷
事
件
に
関
し
て
﹁
被
告
人
に
よ
る
機
関
誌
の
配
布
行
為
は
、
被
告

人
と
同
様
の
地
位
・
権
限
等
を
有
す
る
他
の
公
務
員
に
よ
る
同
様
の
配
布
行
為
を
考
慮
す
る
ま
で
も
な
く
、
本
件
配
布
行
為
に
よ
っ
て
公
務
員
の
職
務
の
遂
行
の
政
治
的
中
立

性
が
損
な
わ
れ
る
お
そ
れ
が
実
質
的
に
生
ず
る
と
い
え
る
か
ら
、﹃
累
積
的
波
及
的
弊
害
論
﹄
に
つ
い
て
触
れ
な
か
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。﹂
と
説
明
す
る
。

（
56
）　

曽
根
・
前
掲
注
（
26
）
一
〇
六
頁
︹
二
一
〇
頁
以
下
︺。

（
57
）　

嘉
門
・
前
掲
注
（
41
）
一
一
七
頁
。

（
58
）　

曽
根
・
前
掲
注
（
24
）
七
六
頁
︹
二
二
四
頁
︺。

（
59
）　

大
谷
・
前
掲
注
（
19
）
六
八
頁
。

（
60
）　

嘉
門
・
前
掲
注
（
41
）
一
一
五
頁
は
、﹁
⋮
⋮
抽
象
的
危
険
犯
と
し
て
一
括
し
た
議
論
を
す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
。
つ
ま
り
、
文
言
解
釈
の
問
題
と
す
べ
き
か
、
あ
る

い
は
、
実
質
的
違
法
性
、
な
い
し
は
、
可
罰
的
違
法
性
が
な
い
と
解
す
べ
き
か
は
、
他
の
犯
罪
と
同
様
に
、
各
犯
罪
類
型
の
規
定
趣
旨
等
に
応
じ
て
判
断
さ
れ
る
べ
き
な
の
で

あ
る
。﹂
と
す
る
。

（
61
）　

大
谷
實
﹃
刑
法
講
義
総
論
︹
新
版
第
四
版
︺﹄（
成
文
堂
、
二
〇
一
二
）
八
三
頁
以
下
。

（
62
）　

大
谷
・
前
掲
注
（
61
）
八
四
頁
。

（
63
）　

大
谷
實
﹁
判
批
﹂
大
谷
實
編
﹃
判
例
講
義
刑
法
Ⅰ
総
論
︹
第
二
版
︺﹄（
悠
々
社
、
二
〇
一
四
）
六
頁
。

（
64
）　

大
谷
實
﹁
実
質
的
犯
罪
論
に
つ
い
て
﹂
研
修
五
六
三
号
（
一
九
九
五
）
一
一
頁
。　

（
65
）　

前
田
雅
英
﹁
判
批
﹂
警
察
学
論
集
六
六
巻
三
号
（
二
〇
一
三
）
一
六
四
頁
︹
同
﹃
刑
事
法
最
新
判
例
分
析
﹄（
弘
文
堂
、
二
〇
一
四
）
所
収
、
一
三
頁
︺
は
、﹁
合
理
的
な
（
合

憲
的
な
）
処
罰
範
囲
を
求
め
て
限
定
解
釈
を
行
え
ば
、
そ
れ
に
よ
っ
て
導
か
れ
る
構
成
要
件
は
、
一
定
程
度
﹃
曖
昧
化
﹄
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
条
文
と
同
様
に
、
そ
れ
に
関
す

る
裁
判
官
の
﹃
解
釈
﹄
ま
で
、﹃
国
民
の
誰
か
ら
見
て
も
分
か
り
や
す
く
明
確
な
も
の
﹄
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
国
民
が
認
識
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
条
文
は
明
確
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
条
文
の
解
釈
は
、
そ
の
文
言
か
ら
一
般
人
が
導
き
得
な
い
範
囲
に
広
が
っ
て
は
な
ら
な
い
が
、
一
般
人
が
条
文
か
ら
最
も

導
き
易
い
﹃
明
確
な
解
釈
﹄
の
み
が
裁
判
の
場
で
許
容
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。﹂
と
す
る
。

（
66
）　

曽
根
・
前
掲
注
（
24
）
七
八
頁
︹
二
三
〇
頁
︺
は
、﹁
政
治
的
行
為
は
﹃
公
務
員
の
職
務
の
遂
行
が
政
治
的
中
立
性
を
損
な
う
お
そ
れ
が
実
質
的
に
認
め
ら
れ
る
場
合
﹄
に

限
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
し
て
、
は
た
し
て
そ
の
解
釈
方
法
お
よ
び
解
釈
結
果
が
明
確
で
あ
っ
て
、
国
民
（
な
い
し
公
務
員
）
一
般
が
本
件
罰
則
規
定
か
ら
容
易
に
こ
れ
を

読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
と
い
う
問
題
も
あ
る
。﹂
と
す
る
。
ま
た
、
土
本
武
司
﹁
判
批
﹂
捜
査
研
究
七
四
三
号
（
二
〇
一
三
）
一
二
四
頁
は
、﹁
仮
に
現
行
規
則
以
外
に

限
定
解
釈
を
設
け
る
と
し
て
も
、
本
判
決
が
示
す
よ
う
な
規
定
の
仕
方
で
は
抽
象
的
に
す
ぎ
、
捜
査
機
関
を
惑
わ
せ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。﹂
と
指
摘
す
る
。
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国
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公
務
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一
〇
二
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項
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政
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行
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﹂
の
意
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と
政
党
機
関
紙
等
の

配
布
の
禁
止

三
〇
四
六

（
67
）　

前
田
・
前
掲
注
（
65
）
一
六
四
頁
︹
一
三
頁
︺
は
、
全
農
林
警
職
法
事
件
に
関
す
る
﹁
最
大
判
昭
四
八
・
四
・
二
五
の
考
え
方
を
徹
底
す
る
と
、
本
件
の
限
定
解
釈
も
違
憲

と
さ
れ
る
余
地
も
あ
っ
た
。﹂
と
す
る
。
ま
た
、
井
上
・
前
掲
注
（
41
）
一
五
四
頁
は
、﹁
全
農
林
警
職
法
事
件
判
決
の
判
示
に
関
し
て
い
え
ば
、
最
高
裁
の
志
向
す
る
と
こ
ろ

と
は
逆
に
、﹃
不
明
確
な
限
定
解
釈
を
要
す
る
よ
う
な
規
定
は
罪
刑
法
定
主
義
上
問
題
が
あ
り
、
当
該
規
定
は
違
憲
と
す
べ
き
﹄
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
限
定
解
釈
は
否
定

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。﹂
と
す
る
。

（
68
）　

岩
﨑
・
前
掲
注
（
30
）
五
〇
七
頁
（
注
二
〇
）
部
分
。

（
69
）　

な
お
、
曽
根
・
前
掲
注
（
24
）
七
四
頁
︹
二
二
一
頁
︺
は
、﹁
公
務
員
の
職
務
の
遂
行
の
政
治
的
中
立
性
を
損
な
う
お
そ
れ
が
実
質
的
に
認
め
ら
れ
る
も
の
﹂
は
﹁
も
っ
ぱ

ら
憲
法
の
保
障
す
る
政
治
的
表
現
の
自
由
の
要
請
を
配
慮
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
犯
罪
体
系
論
上
は
こ
れ
を
本
罪
に
特
有
の
（
可
罰
的
）
違
法
要
素
と
構
成
す
る
途
も
考
え

ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
う
な
る
と
裁
判
所
は
法
文
の
合
憲
性
判
断
に
正
面
か
ら
向
き
合
う
こ
と
に
な
り
、
憲
法
判
断
に
消
極
的
な
上
告
審
と
し
て
は
採
り
が
た
い
理
論
構
成
と

い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。﹂
と
指
摘
す
る
。

（
70
）　

岩
﨑
・
前
掲
注
（
30
）
五
三
九
頁
も
、﹁
既
に
外
部
に
示
し
て
い
る
自
ら
の
政
治
的
傾
向
と
截
然
と
区
別
し
て
そ
の
職
務
の
遂
行
に
当
た
る
こ
と
の
で
き
る
公
務
員
が
大
多

数
で
あ
る
と
し
て
も
、
既
に
自
ら
の
政
治
的
傾
向
を
外
部
に
示
し
て
い
る
こ
と
と
の
矛
盾
、
対
立
に
悩
み
、
自
ら
の
政
治
的
傾
向
を
優
先
さ
せ
、
あ
る
い
は
、
自
ら
の
政
治
的

傾
向
と
の
矛
盾
、
対
立
を
解
消
、
緩
和
す
る
た
め
に
、
本
来
あ
る
べ
き
職
務
の
遂
行
を
変
容
さ
せ
よ
う
と
す
る
公
務
員
が
現
れ
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。﹂

と
し
て
い
る
。
他
方
、
須
藤
意
見
は
、﹁
勤
務
外
で
あ
る
に
せ
よ
、
公
務
員
が
政
治
的
行
為
を
行
え
ば
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
政
治
的
傾
向
が
顕
在
化
し
、
そ
れ
を
し
な

い
こ
と
に
比
べ
、
職
務
の
遂
行
の
政
治
的
中
立
性
を
損
な
う
潜
在
的
可
能
性
が
明
ら
か
に
な
る
と
は
一
応
い
え
よ
う
。
ま
た
、
職
務
の
遂
行
の
政
治
的
中
立
性
に
対
す
る
信
頼

も
損
な
わ
れ
得
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
公
務
員
組
織
に
お
け
る
各
公
務
員
の
自
律
と
自
制
の
下
で
は
、
公
務
員
の
職
務
権
限
の
行
使
な
い
し
指
揮
命
令
や
指
導
監
督

等
の
職
務
の
遂
行
に
当
た
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
政
治
的
傾
向
を
持
ち
込
む
こ
と
は
通
常
考
え
ら
れ
な
い
。﹂
と
す
る
。

（
71
）　

岩
﨑
・
前
掲
注
（
30
）
四
七
八
頁
は
、﹁
一
般
に
政
治
的
行
為
を
行
っ
た
公
務
員
の
職
務
の
裁
量
性
が
高
く
な
る
ほ
ど
、
そ
の
職
務
の
遂
行
に
そ
の
政
治
的
傾
向
を
持
ち
込

む
余
地
が
大
き
く
な
る
か
ら
、
当
該
公
務
員
が
そ
の
政
治
的
傾
向
を
持
ち
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
職
務
の
遂
行
の
政
治
的
中
立
性
が
損
な
わ
れ
る
可
能
性
も
高
ま
る
と
い
え

よ
う
。﹂
と
す
る
。

（
72
）　

嘉
門
・
前
掲
注
（
43
）
三
〇
五
頁
は
、﹁
本
判
決
の
判
断
基
準
に
よ
れ
ば
、
被
告
人
に
一
定
の
地
位
・
立
場
な
ど
の
要
件
が
そ
ろ
え
ば
、﹃
公
務
員
の
職
務
の
遂
行
へ
の
影
響
﹄

が
自
動
的
に
認
め
ら
れ
、処
罰
が
肯
定
さ
れ
る
と
い
う
点
で
、擬
制
説
的
な
側
面
を
有
し
て
い
る
。
し
か
し
、そ
の
﹃
影
響
﹄
は
⋮
⋮
、あ
ま
り
に
も
内
容
が
あ
い
ま
い
で
、﹃
現

実
的
に
起
こ
り
得
る
も
の
﹄
と
は
到
底
い
い
が
た
い
。﹂
と
す
る
。

（
73
）　

岩
﨑
・
前
掲
注
（
30
）
四
七
七
頁
以
下
は
、﹁
政
治
的
行
為
を
行
っ
た
公
務
員
が
、
そ
の
指
揮
命
令
や
指
導
監
督
等
を
通
じ
て
他
の
職
員
の
職
務
の
遂
行
に
一
定
の
影
響
を

及
ぼ
し
得
る
地
位
に
あ
る
場
合
は
、
当
該
公
務
員
の
職
務
の
遂
行
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
指
揮
命
令
や
指
導
監
督
等
を
受
け
る
他
の
公
務
員
の
職
務
の
遂
行
に
も
影
響
が
及
び
、
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三
〇
四
七

そ
れ
に
よ
り
公
務
員
組
織
が
党
派
性
を
持
つ
状
態
に
至
り
、
そ
の
結
果
当
該
組
織
に
所
属
す
る
公
務
員
の
職
務
の
遂
行
の
政
治
的
中
立
性
が
全
体
的
に
み
て
損
な
わ
れ
る
可
能

性
が
高
ま
る
と
い
え
よ
う
。﹂
と
す
る
。

（
74
）　

岩
﨑
・
前
掲
注
（
30
）
五
二
〇
頁
は
、
須
藤
意
見
に
対
す
る
批
判
と
し
て
、﹁
例
え
ば
事
務
次
官
や
本
省
の
局
部
長
等
、
権
限
や
職
務
の
裁
量
性
も
大
き
く
、
他
の
公
務
員

に
対
す
る
影
響
力
も
大
き
な
公
務
員
に
よ
る
勤
務
外
の
政
治
的
行
為
ま
で
が
本
件
罰
則
規
定
の
構
成
要
件
か
ら
外
れ
て
し
ま
う
の
は
相
当
で
は
な
い
、
と
い
う
も
の
が
考
え
ら

れ
よ
う
。﹂
と
す
る
。

（
75
）　

大
谷
・
前
掲
注
（
61
）
八
二
頁
、
二
四
一
頁
。

（
76
）　

野
中
俊
彦
ほ
か
﹃
憲
法
Ⅱ
︹
第
五
版
︺﹄（
有
斐
閣
、
二
〇
一
二
）
三
一
一
頁
以
下
︹
野
中
俊
彦
︺
等
。

（
77
）　

野
中
ほ
か
・
前
掲
注
（
76
）
三
一
二
頁
︹
野
中
俊
彦
︺。

（
78
）　

野
中
ほ
か
・
前
掲
注
（
76
）
三
一
五
頁
︹
野
中
俊
彦
︺
等
。

（
79
）　

野
中
ほ
か
・
前
掲
注
（
76
）
三
一
六
頁
︹
野
中
俊
彦
︺。

（
80
）　

芦
部
信
喜
（
高
橋
和
之
補
訂
）﹃
憲
法
︹
第
六
版
︺﹄（
有
斐
閣
、
二
〇
一
五
）
三
八
七
頁
以
下
、
野
中
ほ
か
・
前
掲
注
（
76
）
三
一
六
頁
以
下
︹
野
中
俊
彦
︺
等
。

（
81
）　

高
刑
二
五
巻
二
号
六
一
頁
、
判
タ
二
七
六
号
一
二
一
頁
、
判
時
六
六
五
号
二
九
頁
。

（
82
）　

判
時
六
七
一
号
九
九
頁
。

（
83
）　

判
タ
三
二
四
号
一
五
四
頁
、
判
時
七
八
五
号
一
一
四
頁
。

（
84
）　

前
田
・
前
掲
注
（
65
）
一
七
三
頁
︹
一
七
頁
︺。

（
85
）　

曽
根
・
前
掲
注
（
24
）
七
八
頁
︹
二
二
九
頁
︺。

（
86
）　

土
本
・
前
掲
注
（
66
）
一
二
四
頁
、
松
宮
孝
明
﹁
判
批
﹂
法
セ
六
九
九
号
（
二
〇
一
三
）
一
四
五
頁
。

（
87
）　

岩
﨑
・
前
掲
注
（
30
）
五
一
六
頁
。

（
88
）　

宍
戸
常
寿
﹃
憲
法　

解
釈
論
の
応
用
と
展
開
︹
第
二
版
︺﹄（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
四
）
三
一
〇
頁
。

（
89
）　

憲
法
適
合
的
解
釈
と
合
憲
限
定
解
釈
と
を
理
論
的
に
区
別
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
い
う
見
解
（
宇
賀
克
也
﹁
判
例
で
学
ぶ
行
政
法　

国
家
公
務
員
の
政
治
的
行
為
の
制

限
（
三
）﹂
自
治
実
務
セ
ミ
ナ
ー
六
二
七
号
（
二
〇
一
四
）
四
七
頁
）
が
あ
る
一
方
、
合
憲
限
定
解
釈
と
憲
法
適
合
的
解
釈
と
を
分
け
る
こ
と
が
可
能
か
に
つ
い
て
疑
問
を
呈

す
る
見
解
（
太
田
航
平
﹁
判
批
﹂
法
学
新
報
一
二
〇
巻
三
・
四
号
（
二
〇
一
五
）
四
七
七
頁
）
も
あ
る
。
ま
た
、﹁
両
者
の
区
別
は
そ
も
そ
も
相
対
的
で
あ
る
﹂
と
い
う
指
摘
（
宍

戸
常
寿
﹁
判
批
﹂
平
成
二
五
年
度
重
要
判
例
解
説
︹
ジ
ュ
リ
臨
増
一
四
六
六
号
︺（
二
〇
一
五
）
二
四
頁
）
も
あ
る
。

（
90
）　

合
憲
限
定
解
釈
で
あ
る
と
解
す
る
憲
法
学
説
と
し
て
、
長
岡
徹
﹁
公
務
の
中
立
性
と
公
務
員
の
中
立
性
の
間
︱
最
高
裁
国
公
法
二
事
件
判
決
の
意
義
︱
﹂
法
と
政
治
六
四
巻
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同
志
社
法
学　

六
七
巻
七
号�

二
〇
〇

国
家
公
務
員
法
一
〇
二
条
一
項
に
い
う
﹁
政
治
的
行
為
﹂
の
意
義
と
政
党
機
関
紙
等
の

配
布
の
禁
止

三
〇
四
八

四
号
（
二
〇
一
四
）
三
二
二
頁
等
。
憲
法
適
合
的
解
釈
で
あ
る
と
解
す
る
憲
法
学
説
と
し
て
、
駒
村
圭
吾
﹁
さ
ら
ば
、
香
城
解
説
！
？
︱
国
公
法
違
反
被
告
事
件
最
高
裁
判
決

と
憲
法
訴
訟
の
こ
れ
か
ら
﹂
法
セ
六
九
八
号
（
二
〇
一
三
）
五
二
頁
、
宍
戸
・
前
掲
注
（
89
）
二
四
頁
等
が
あ
る
。

（
91
）　

青
井
未
帆
﹁
国
家
公
務
員
の
政
治
的
行
為
の
自
由
と
刑
事
制
裁
︱
法
が
備
え
る
べ
き
形
式
に
つ
い
て
︱
﹂
学
習
院
法
務
研
究
六
号
（
二
〇
一
二
）
七
六
頁
も
、﹁
構
成
要
件

に
該
当
し
な
い
以
上
、
罪
に
問
え
な
い
の
は
当
た
り
前
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
事
態
を
﹃
適
用
違
憲
﹄
と
呼
ぶ
こ
と
は
こ
れ
ま
で
一
般
的
で
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
だ

ろ
う
。﹂
と
す
る
。

（
92
）　

な
お
、
こ
の
点
に
関
し
て
、
最
三
小
判
昭
和
六
二
年
三
月
三
日
の
調
査
官
解
説
で
あ
る
高
橋
省
吾
﹁
判
解
﹂
最
判
解
刑
事
篇
昭
和
六
二
年
度
（
一
九
九
〇
）
三
四
頁
は
、﹁
伊

藤
裁
判
官
の
補
足
意
見
は
、
構
成
要
件
不
該
当
、
可
罰
的
（
実
質
的
）
違
法
性
欠
如
の
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
一
歩
進
め
て
、
屋
外
広
告
物
条
例
の
処
罰
規
定
の
適
用
が
憲
法
二
一

条
一
項
と
の
関
係
で
違
憲
（
適
用
違
憲
）
と
な
る
場
合
の
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
た
点
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る
。﹂
と
指
摘
す
る
。

（
93
）　

前
田
・
前
掲
注
（
65
）
一
七
三
頁
︹
一
七
頁
︺。
同
旨
、
宍
戸
・
前
掲
注
（
89
）
二
五
頁
。

（
94
）　

大
谷
・
前
掲
注
（
61
）
五
五
頁
。

（
95
）　

刑
集
三
五
巻
七
号
六
九
六
頁
。

（
96
）　

大
谷
・
前
掲
注
（
63
）
一
頁
等
。
憲
法
上
の
学
説
と
し
て
、小
嶋
和
司
﹁
立
法
の
委
任
﹂
小
林
直
樹
編
﹃
憲
法
の
判
例
︹
第
三
版
︺﹄（
有
斐
閣
、一
九
七
七
）
二
四
一
頁
以
下
。

（
97
）　

違
憲
と
明
言
す
る
こ
と
な
く
合
憲
性
に
疑
問
を
呈
す
る
見
解
が
多
い
。
憲
法
上
の
学
説
と
し
て
、
蘆
部
信
喜
﹃
憲
法
訴
訟
の
現
代
的
展
開
﹄（
有
斐
閣
、
一
九
八
一
）
二
六

〇
頁
以
下
等
。
刑
法
上
の
学
説
と
し
て
、内
藤
謙
﹃
刑
法
講
義
総
論
（
上
）︹
オ
ン
デ
マ
ン
ド
版
︺﹄（
有
斐
閣
、二
〇
〇
一
）
三
〇
頁
、浅
田
和
茂
﹃
刑
法
総
論
︹
補
正
版
︺﹄（
成

文
堂
、二
〇
〇
七
）
五
四
頁
、西
田
典
之
﹃
刑
法
総
論
︹
第
二
版
︺﹄（
弘
文
堂
、二
〇
一
〇
）
四
六
頁
、西
田
典
之
ほ
か
編
﹃
注
釈
刑
法　

第
一
巻　

総
論　

§§
一
～
七
二
﹄（
有

斐
閣
、
二
〇
一
〇
）
一
三
頁
︹
西
田
典
之
︺、
高
橋
則
夫
﹃
刑
法
総
論
︹
第
二
版
︺﹄（
弘
文
堂
、
二
〇
一
三
）
三
三
頁
、
大
塚
仁
ほ
か
編
﹃
大
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
刑
法
︹
第
三
版
︺

第
一
巻
︹
序
論
・
第
一
条
～
第
三
四
条
の
二
︺﹄（
青
林
書
院
、
二
〇
一
五
）
三
七
頁
︹
篠
田
公
穂
＝
大
塚
仁
︺
等
。

（
98
）　

中
山
研
一
﹁
公
務
員
の
政
治
活
動
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
﹂﹃
新
た
な
監
視
社
会
と
市
民
的
自
由
の
現
在
︱
国
公
法
・
社
会
保
険
事
務
所
職
員
事
件
を
考
え
る
﹄（
日

本
評
論
社
、
二
〇
〇
六
）
一
九
三
頁
、
曽
根
威
彦
﹁﹃
国
家
公
務
員
の
政
治
的
行
為
﹄
処
罰
の
刑
法
上
の
問
題
点
︱
社
会
保
険
庁
職
員
機
関
紙
配
布
事
件
の
意
見
書
を
素
材
と

し
て
︱
﹂
早
法
八
五
巻
四
号
（
二
〇
一
〇
）
二
三
九
頁
︹
同
﹃
現
代
社
会
と
刑
法
﹄（
成
文
堂
、
二
〇
一
三
）
所
収
、
一
八
八
頁
︺、
嘉
門
優
﹁
判
批
﹂﹃
法
学
セ
ミ
ナ
ー
増
刊

　

速
報
判
例
解
説
﹄
九
号
（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
一
）
一
五
〇
頁
、
井
上
・
前
掲
注
（
41
）
一
五
一
頁
。

（
99
）　

大
谷
・
前
掲
注
（
63
）
一
頁
。

（
１００
）　

詳
細
は
、
晴
山
一
穂
ほ
か
﹃
欧
米
諸
国
の
﹁
公
務
員
の
政
治
活
動
の
自
由
﹂
︱
そ
の
比
較
法
的
研
究
﹄（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
一
）
参
照
。
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国
家
公
務
員
法
一
〇
二
条
一
項
に
い
う
﹁
政
治
的
行
為
﹂
の
意
義
と
政
党
機
関
紙
等
の

配
布
の
禁
止

同
志
社
法
学　

六
七
巻
七
号�

二
〇
一

三
〇
四
九

︹
本
件
評
釈
︺　

本
件
に
関
す
る
刑
事
法
学
か
ら
の
評
釈
は
、
概
ね
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

調
査
官
解
説
と
し
て
、
岩
﨑
邦
生
﹁
判
解
﹂
最
判
解
刑
事
篇
平
成
二
四
年
度
（
二
〇
一
五
）
四
六
三
頁
、
五
二
八
頁
。

　

堀
越
事
件
第
一
審
判
決
に
関
す
る
評
釈
と
し
て
、
①
中
山
研
一
﹁
公
務
員
の
政
治
活
動
と
そ
の
﹃
外
形
﹄
︱
﹃
堀
越
事
件
﹄
に
関
連
し
て
﹂
法
時
七
八
巻
四
号
（
二
〇
〇
六
）
一

〇
四
頁
、
②
曽
根
威
彦
﹁
地
裁
判
決
を
読
ん
で
﹂﹃
新
た
な
監
視
社
会
と
市
民
的
自
由
の
現
在
︱
国
公
法
・
社
会
保
険
事
務
所
職
員
事
件
を
考
え
る
﹄（
日
本
評
論
社
、
二
〇
〇
六
）

六
六
頁
︹
同
﹃
現
代
社
会
と
刑
法
﹄（
成
文
堂
、
二
〇
一
三
）
所
収
、
一
七
五
頁
︺、
③
荒
木
伸
怡
﹁
堀
越
事
件
︱
刑
事
法
学
の
視
点
か
ら
﹂﹃
新
た
な
監
視
社
会
と
市
民
的
自
由
の

現
在
︱
国
公
法
・
社
会
保
険
事
務
所
職
員
事
件
を
考
え
る
﹄（
日
本
評
論
社
、
二
〇
〇
六
）
六
七
頁
、
④
中
山
研
一
﹁
公
務
員
の
政
治
活
動
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
﹂﹃
新

た
な
監
視
社
会
と
市
民
的
自
由
の
現
在
︱
国
公
法
・
社
会
保
険
事
務
所
職
員
事
件
を
考
え
る
﹄（
日
本
評
論
社
、
二
〇
〇
六
）
一
八
六
頁
、
⑤
指
宿
信
﹁
捜
査
の
端
緒
と
捜
査
手
続
﹂

﹃
新
た
な
監
視
社
会
と
市
民
的
自
由
の
現
在
︱
国
公
法
・
社
会
保
険
事
務
所
職
員
事
件
を
考
え
る
﹄（
日
本
評
論
社
、
二
〇
〇
六
）
二
一
〇
頁
、
⑥
曽
根
威
彦
﹁
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
と
刑

事
制
裁
﹂
研
修
七
〇
一
号
（
二
〇
〇
六
）
三
頁
︹
同
﹃
現
代
社
会
と
刑
法
﹄
所
収
、
一
四
三
頁
︺、
⑦
川
崎
英
明
﹁
未
発
生
犯
罪
の
捜
査
と
警
察
活
動
︱
社
会
保
険
庁
職
員
国
公
法

違
反
事
件
を
契
機
と
し
て
︱
﹂
法
と
政
治
五
八
巻
一
号
（
二
〇
〇
七
）
五
五
頁
。

　

本
件
両
事
件
の
控
訴
審
判
決
に
関
す
る
評
釈
と
し
て
、
⑧
曽
根
威
彦
﹁﹃
国
家
公
務
員
の
政
治
的
行
為
﹄
処
罰
の
刑
法
上
の
問
題
点
︱
社
会
保
険
庁
職
員
機
関
紙
配
布
事
件
の
意

見
書
を
素
材
と
し
て
︱
﹂
早
法
八
五
巻
四
号
（
二
〇
一
〇
）
二
三
一
頁
︹
同
﹃
現
代
社
会
と
刑
法
﹄
所
収
、
一
七
九
頁
︺、
⑨
嘉
門
優
﹁
抽
象
的
危
険
犯
の
検
討
︱
公
務
員
の
政
治

的
行
為
を
め
ぐ
る
近
時
の
判
決
を
契
機
と
し
て
﹂
法
時
八
三
巻
五
号
（
二
〇
一
一
）
一
一
二
頁
、
⑩
同
﹁
判
批
﹂
法
セ
ミ
増
刊
速
報
判
例
解
説
九
号
（
二
〇
一
一
）
一
四
七
頁
︹
世

田
谷
事
件
控
訴
審
判
決
に
関
す
る
評
釈
︺、
⑪
曽
根
威
彦
﹁
国
家
公
務
員
の
政
治
的
行
為
と
刑
事
罰
﹂﹃
国
公
法
事
件
上
告
審
と
最
高
裁
判
所
﹄（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
一
）
一
〇

四
頁
︹
同
﹃
現
代
社
会
と
刑
法
﹄
所
収
、
二
〇
七
頁
︺、
⑫
松
宮
孝
明
﹁
猿
払
判
決
香
城
解
説
の
検
討
︱
刑
事
法
学
か
ら
﹂﹃
国
公
法
事
件
上
告
審
と
最
高
裁
判
所
﹄（
日
本
評
論
社
、

二
〇
一
一
）
一
二
八
頁
、
⑬
井
上
宜
裕
﹁
抽
象
的
危
険
版
論
︱
国
公
法
事
件
を
契
機
に
﹂﹃
国
公
法
事
件
上
告
審
と
最
高
裁
判
所
﹄（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
一
）
一
五
〇
頁
、
⑭
浅

田
和
茂
﹁
公
務
員
法
に
お
け
る
刑
事
罰
と
行
政
罰
﹂﹃
国
公
法
事
件
上
告
審
と
最
高
裁
判
所
﹄（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
一
）
一
五
五
頁
。

　

本
件
両
事
件
の
最
高
裁
判
決
に
関
す
る
評
釈
と
し
て
、
⑮
土
本
武
司
﹁
判
批
﹂
捜
査
研
究
七
四
三
号
（
二
〇
一
三
）
一
二
七
頁
、
⑯
前
田
雅
英
﹁
判
批
﹂
警
察
学
論
集
六
六
巻
三

号
（
二
〇
一
三
）
一
五
七
頁
︹
同
﹃
刑
事
法
最
新
判
例
分
析
﹄（
弘
文
堂
、
二
〇
一
四
）
所
収
、
一
〇
頁
︺、
⑰
嘉
門
優
﹁
国
家
公
務
員
の
政
治
的
行
為
処
罰
に
関
す
る
考
察
︱
国
公

法
事
件
最
高
裁
判
決
を
題
材
と
し
て
﹂
立
命
館
法
学
三
四
五
・
三
四
六
号
（
二
〇
一
三
）
二
八
二
頁
、
⑱
松
宮
孝
明
﹁
判
批
﹂
法
セ
六
九
九
号
（
二
〇
一
三
）
一
四
五
頁
、
⑲
曽
根

威
彦
﹁
公
務
員
の
政
治
的
行
為
制
限
違
反
罪
と
職
務
関
連
性
﹂
法
時
八
五
巻
五
号
（
二
〇
一
三
）
七
三
頁
︹
同
﹃
現
代
社
会
と
刑
法
﹄
所
収
、
二
一
九
頁
︺、
⑳
松
原
芳
博
﹁
判
批
﹂

平
成
二
五
年
度
重
要
判
例
解
説
︹
ジ
ュ
リ
臨
増
一
四
六
六
号
︺（
二
〇
一
四
）
一
六
一
頁
︹
高
橋
則
夫
＝
松
原
芳
博
編
﹃
判
例
特
別
刑
法
︹
第
二
集
︺﹄（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
五
）

所
収
、
三
頁
︺、
㉑
亀
井
源
太
郎
ほ
か
﹁
憲
法
と
刑
事
法
の
交
錯
（
後
編
）﹂
法
時
八
六
巻
六
号
（
二
〇
一
四
）
七
五
頁
。
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二
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に
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う
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〈判例および裁判例一覧表〉

番
号 事件名 裁判所 

年月日 結論 適用
違憲

刑法上
の判断

人事院規則
14－７ 主体 裁量・地位 行為 行為の状況 出典

①

猿払 
事件

旭川地判
S43.3.25 無罪 ○ ―

６項13号
（５項３号）

鬼志別郵便局
郵政事務官

裁量の
余地のない
非管理職

① 政党公認候補者Ａの選挙用ポス
ターを６カ所の公営掲示場に掲示
② 郵便局内で、上記選挙用ポスタ
ー約80枚を、掲示を依頼して郵
送配布

③ 郵便局で、政党公認候補者Ａお
よびＢの選挙用ポスター各８枚
を、掲示を依頼して郵送配布

④ 郵便局で、上記Ａの選挙用ポス
ター８枚を、掲示を依頼して配
布

⑤ 電力会社の事務室で、上記Ｂの
選挙用ポスター80枚を、分配掲
示方を依頼して配布

・勤務時間外
・ 国の施設を利用する
ことなく（なお、一
部郵便局内）
・ 職務を利用したもの
ではない
・ 全逓信労働組合の組
合活動の一環
・ 職務の公正を害する
意図なし

下刑10・3・293
判タ219・243
判時514・20

② 札幌高判
S44.6.24 控訴棄却 ○ ―

猿払地区労働組合
協議会事務局長

兼
全逓信労働組合
稚内分会執行委員

判タ236・227
判時560・30

③ 最大判
S49.11.6

原判決および
一審判決破棄
罰金5000円

反対意見４名

× ―

刑集28・9・393
裁判集刑194・63
判タ313・171
判時757・30

④

徳島
郵便局
事件

徳島地判
S44.3.27 無罪 ○ ―

６項８号
（５項１号）

徳島郵便局
調査課

第一調査係
郵政事務官

裁量の
余地のない
非管理職

投票勧誘運動

　公民館で、参議院選挙の立候補
者２名の個人演説会が開催された
際司会を行い、約30名の聴取に対
し両名に投票されたい旨の演説を
した

・勤務時間外（夜間）
・ 職務ないし職務上の
施設を利用すること
なく
・ 勤務先から遠く離れ
た徳島県でもかなり
の奥地に属する山村
の公民館

刑月1・3・317
判時560・33

⑤ 高松高判
S46.5.10 控訴棄却 ○ ―

刑月3・5・634
判タ266・139
判時646・95

⑥ 最大判
S49.11.6

原判決および
一審判決破棄
罰金5000円

反対意見４名

× ―

刑集28・9・694
裁判集刑194・121
判タ313・171
判時757・30

⑦

総理府
統計局
事件

東京地判
S44.6.14

各被告人
罰金１万円 ― ―

６項13号
（５項１号）

総理府
事務官

３名（ⒶないしⒸ）

３名とも
裁量権のない
非管理職

Ⓐ 統計局西門内側附近で11人に政
治的ビラを１枚ずつ配布 ・ 執務時間中ではない

が出勤簿に出勤の捺
印後（勤務時間に近
接）
・ 統計局構内という勤
務庁施設内
・ 所属する統計局職員
組合の行為

判タ237・138
判時566・3

⑧ 東京高判
S47.4.5

原判決破棄

無罪
―

実質的
違法性
欠く

（うちⒶは統計官） Ⓑ 統計局北側の仮門内側附近で６
人に政治的ビラを１枚ずつ配布

高刑25・2・61
判タ276・121
判時665・29

⑨ 最大判
S49.11.6

原判決破棄

反対意見４名
× ― ３名とも

統計局職員組合所属
Ⓒ 統計局南側の裏門内側附近で14
人に政治的ビラを１枚ずつ配布

刑集28・9・743
裁判集刑194・145
判タ313・171
判時757・30

⑩

むつ
営林署
事件

青森地判
S45.3.30 無罪 ○ ―

６項７号

６項13号
（５項１号、
同３号）

青森営林局
むつ営林署
庶務課
労務係
農林技官

裁量の
余地のない
非管理職

① 個人宅や市消防本部事務室等
で、政党機関紙を７名に配布

　（うち１名には２部）
② 集会所の選挙用ポスター掲示場
に政党所属立候補者の選挙用ポ
スター１枚を掲示

③ 個人宅の倉庫の選挙用ポスター
掲示場に上記ポスター１枚を掲
示

・ 勤務時間外（夜間・
休暇中・日曜日）
・ 国の施設を利用せず
・ 自己の職務を利用し
たものでなく
・ 職務の公正を害する
意図はなかった

刑月2・3・315
判時611・99

⑪ 仙台高判
S47.4.7 控訴棄却 ―

可罰的
違法性
欠く

判時671・99
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三
〇
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〈判例および裁判例一覧表〉

番
号 事件名 裁判所 

年月日 結論 適用
違憲

刑法上
の判断

人事院規則
14－７ 主体 裁量・地位 行為 行為の状況 出典

①

猿払 
事件

旭川地判
S43.3.25 無罪 ○ ―

６項13号
（５項３号）

鬼志別郵便局
郵政事務官

裁量の
余地のない
非管理職

① 政党公認候補者Ａの選挙用ポス
ターを６カ所の公営掲示場に掲示
② 郵便局内で、上記選挙用ポスタ
ー約80枚を、掲示を依頼して郵
送配布

③ 郵便局で、政党公認候補者Ａお
よびＢの選挙用ポスター各８枚
を、掲示を依頼して郵送配布

④ 郵便局で、上記Ａの選挙用ポス
ター８枚を、掲示を依頼して配
布

⑤ 電力会社の事務室で、上記Ｂの
選挙用ポスター80枚を、分配掲
示方を依頼して配布

・勤務時間外
・ 国の施設を利用する
ことなく（なお、一
部郵便局内）

・ 職務を利用したもの
ではない

・ 全逓信労働組合の組
合活動の一環

・ 職務の公正を害する
意図なし

下刑10・3・293
判タ219・243
判時514・20

② 札幌高判
S44.6.24 控訴棄却 ○ ―

猿払地区労働組合
協議会事務局長

兼
全逓信労働組合
稚内分会執行委員

判タ236・227
判時560・30

③ 最大判
S49.11.6

原判決および
一審判決破棄
罰金5000円

反対意見４名

× ―

刑集28・9・393
裁判集刑194・63
判タ313・171
判時757・30

④

徳島
郵便局
事件

徳島地判
S44.3.27 無罪 ○ ―

６項８号
（５項１号）

徳島郵便局
調査課

第一調査係
郵政事務官

裁量の
余地のない
非管理職

投票勧誘運動

　公民館で、参議院選挙の立候補
者２名の個人演説会が開催された
際司会を行い、約30名の聴取に対
し両名に投票されたい旨の演説を
した

・勤務時間外（夜間）
・ 職務ないし職務上の
施設を利用すること
なく

・ 勤務先から遠く離れ
た徳島県でもかなり
の奥地に属する山村
の公民館

刑月1・3・317
判時560・33

⑤ 高松高判
S46.5.10 控訴棄却 ○ ―

刑月3・5・634
判タ266・139
判時646・95

⑥ 最大判
S49.11.6

原判決および
一審判決破棄
罰金5000円

反対意見４名

× ―

刑集28・9・694
裁判集刑194・121
判タ313・171
判時757・30

⑦

総理府
統計局
事件

東京地判
S44.6.14

各被告人
罰金１万円 ― ―

６項13号
（５項１号）

総理府
事務官

３名（ⒶないしⒸ）

３名とも
裁量権のない
非管理職

Ⓐ 統計局西門内側附近で11人に政
治的ビラを１枚ずつ配布 ・ 執務時間中ではない

が出勤簿に出勤の捺
印後（勤務時間に近
接）

・ 統計局構内という勤
務庁施設内

・ 所属する統計局職員
組合の行為

判タ237・138
判時566・3

⑧ 東京高判
S47.4.5

原判決破棄

無罪
―

実質的
違法性
欠く

（うちⒶは統計官） Ⓑ 統計局北側の仮門内側附近で６
人に政治的ビラを１枚ずつ配布

高刑25・2・61
判タ276・121
判時665・29

⑨ 最大判
S49.11.6

原判決破棄

反対意見４名
× ― ３名とも

統計局職員組合所属
Ⓒ 統計局南側の裏門内側附近で14
人に政治的ビラを１枚ずつ配布

刑集28・9・743
裁判集刑194・145
判タ313・171
判時757・30

⑩

むつ
営林署
事件

青森地判
S45.3.30 無罪 ○ ―

６項７号

６項13号
（５項１号、
同３号）

青森営林局
むつ営林署
庶務課
労務係
農林技官

裁量の
余地のない
非管理職

① 個人宅や市消防本部事務室等
で、政党機関紙を７名に配布

　（うち１名には２部）
② 集会所の選挙用ポスター掲示場
に政党所属立候補者の選挙用ポ
スター１枚を掲示

③ 個人宅の倉庫の選挙用ポスター
掲示場に上記ポスター１枚を掲
示

・ 勤務時間外（夜間・
休暇中・日曜日）

・ 国の施設を利用せず
・ 自己の職務を利用し
たものでなく

・ 職務の公正を害する
意図はなかった

刑月2・3・315
判時611・99

⑪ 仙台高判
S47.4.7 控訴棄却 ―

可罰的
違法性
欠く

判時671・99
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番
号 事件名 裁判所 

年月日 結論 適用
違憲

刑法上の
判断

人事院規則
14－７ 主体 裁量・地位 行為 行為の状況 出典

⑫
豊橋
郵便局
事件

名古屋地
豊橋支判
S48.3.30

無罪 ○ ―
６項13号
（５項１号）

豊橋郵便局
貯金課

団体積立係員
郵政事務官

裁量の
余地のない
非管理職

計13か所に
選挙ポスター合計20枚を
画鋲で貼付して掲示

・ 勤務時間外（休暇中）
・ 自己の職務を利用せ
ず
・ 公の設備を利用せず
・ 職務の公正を害する
意図なし

判タ295・400

⑬
名古屋
高判

S50.6.24

原判決破棄

罰金5000円
×

可罰的
違法性
あり

判タ324・154
判時785・114

⑭

高松
簡易
保険局
事件

高松地判
S49.6.28 罰金１万円 × ―

６項８号
（５項１号）

高松地方簡易保険局
年金課

保険貸付係
郵政事務官

裁量の
余地のない
非管理職

投票勧誘運動

・勤務時間外
・ 職務又は職務上の施
設を利用することな
く

判時747・46

⑮ 高松高判
S54.1.30 控訴棄却 × ― 　町立小学校体育館と寺の本堂で

の個人選挙演説会で各10数名の聴
衆の前で演説し参議院選挙立候補
者２名に投票するよう勧誘運動を
行った

刑集35・7・788

⑯ 最一小判
S56.10.22

上告棄却

補足意見１名
反対意見２名

× ―

刑集35・7・696
裁判集刑223・851
判タ454・71
判時1020・3

本
件
①
事
件

堀越
事件

東京地判
H18.6.29

罰金10万円
執行猶予２年 × ―

６項７号

６項13号
（５項３号）

社会保険庁
東京社会保険事務局
目黒社会保険事務所
年金審査官

（厚生労働事務官）

裁量の
余地のない
非管理職的 
地位

下記①ないし③の場所に
政党機関紙等を配布

①他人の居宅等13か所　　
②マンション内居室56か所
③マンション内居室57か所

・ 勤務時間外（休日）
・ 国ないし職場の施設
を利用せず
・ 公務員としての地位
を利用することなく
・ 公務員により組織さ
れる団体の活動とし
ての性格もなく
・ 公務員であることを
明らかにすることな
く、無言で郵便受け
に文書を配布（公務
員による行為と認識
し得る態様ではない）

―

東京高判
H22.3.29

原判決破棄
無罪 ○ ― 判タ1340・105

最二小判
H24.12.7

上告棄却

千葉補足意見
須藤意見

批判
構成要件
該当性
なし

刑集66・12・1337
判タ1385・94①
判時2174・21

本
件
②
事
件

世田谷
事件

東京地判
H20.9.19 罰金10万円 × ―

６項７号

厚生労働省大臣官房
統計情報部

社会統計課長補佐

（厚生労働事務官）

裁量権を伴う
管理職的地位

政党機関紙合計32枚を
集合郵便受けに投函して配布

―

東京高判
H22.5.13 控訴棄却 × ― 判タ1351・123

最二小判
H24.12.7

上告棄却

千葉補足意見
須藤反対意見

― ―
刑集66・12・1722
判タ1385・94②
判時2174・21

　※１ 　適用違憲欄の○は適用違憲の手法を用いたことを、×は用いなかったことを意味する。
　※２　総理府統計局事件では、公職選挙法142条および146条違反の罪の成否も問題となった。
　※３　総理府統計局事件の被告人らの具体的な所属は、次のとおりである。
　　　　　Ⓐ総理府統計局製表部受託製表課第五係（統計官）
　　　　　Ⓑ総理府統計局製表部経済製表課家計調査換算第三係
　　　　　Ⓒ総理府統計局製表部入口製表課職産符合第二係
　※４ 　なお、河上和雄「国家公務員法違反」西原春夫ほか編『判例刑法研究８　特別刑法の

罪〔オンデマンド版〕』（有斐閣、2014）25頁は、裁判例④および⑤を法令違憲であると
する。
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年月日 結論 適用
違憲

刑法上の
判断

人事院規則
14－７ 主体 裁量・地位 行為 行為の状況 出典

⑫
豊橋
郵便局
事件

名古屋地
豊橋支判
S48.3.30

無罪 ○ ―
６項13号
（５項１号）

豊橋郵便局
貯金課

団体積立係員
郵政事務官

裁量の
余地のない
非管理職

計13か所に
選挙ポスター合計20枚を
画鋲で貼付して掲示

・ 勤務時間外（休暇中）
・ 自己の職務を利用せ
ず

・ 公の設備を利用せず
・ 職務の公正を害する
意図なし

判タ295・400

⑬
名古屋
高判

S50.6.24

原判決破棄

罰金5000円
×

可罰的
違法性
あり

判タ324・154
判時785・114

⑭

高松
簡易
保険局
事件

高松地判
S49.6.28 罰金１万円 × ―

６項８号
（５項１号）

高松地方簡易保険局
年金課

保険貸付係
郵政事務官

裁量の
余地のない
非管理職

投票勧誘運動

・勤務時間外
・ 職務又は職務上の施
設を利用することな
く

判時747・46

⑮ 高松高判
S54.1.30 控訴棄却 × ― 　町立小学校体育館と寺の本堂で

の個人選挙演説会で各10数名の聴
衆の前で演説し参議院選挙立候補
者２名に投票するよう勧誘運動を
行った

刑集35・7・788

⑯ 最一小判
S56.10.22

上告棄却

補足意見１名
反対意見２名

× ―

刑集35・7・696
裁判集刑223・851
判タ454・71
判時1020・3

本
件
①
事
件

堀越
事件

東京地判
H18.6.29

罰金10万円
執行猶予２年 × ―

６項７号

６項13号
（５項３号）

社会保険庁
東京社会保険事務局
目黒社会保険事務所
年金審査官

（厚生労働事務官）

裁量の
余地のない
非管理職的 
地位

下記①ないし③の場所に
政党機関紙等を配布

①他人の居宅等13か所　　
②マンション内居室56か所
③マンション内居室57か所

・ 勤務時間外（休日）
・ 国ないし職場の施設
を利用せず

・ 公務員としての地位
を利用することなく

・ 公務員により組織さ
れる団体の活動とし
ての性格もなく

・ 公務員であることを
明らかにすることな
く、無言で郵便受け
に文書を配布（公務
員による行為と認識
し得る態様ではない）

―

東京高判
H22.3.29

原判決破棄
無罪 ○ ― 判タ1340・105

最二小判
H24.12.7

上告棄却

千葉補足意見
須藤意見

批判
構成要件
該当性
なし

刑集66・12・1337
判タ1385・94①
判時2174・21

本
件
②
事
件

世田谷
事件

東京地判
H20.9.19 罰金10万円 × ―

６項７号

厚生労働省大臣官房
統計情報部

社会統計課長補佐

（厚生労働事務官）

裁量権を伴う
管理職的地位

政党機関紙合計32枚を
集合郵便受けに投函して配布

―

東京高判
H22.5.13 控訴棄却 × ― 判タ1351・123

最二小判
H24.12.7

上告棄却

千葉補足意見
須藤反対意見

― ―
刑集66・12・1722
判タ1385・94②
判時2174・21

　※１ 　適用違憲欄の○は適用違憲の手法を用いたことを、×は用いなかったことを意味する。
　※２　総理府統計局事件では、公職選挙法142条および146条違反の罪の成否も問題となった。
　※３　総理府統計局事件の被告人らの具体的な所属は、次のとおりである。
　　　　　Ⓐ総理府統計局製表部受託製表課第五係（統計官）
　　　　　Ⓑ総理府統計局製表部経済製表課家計調査換算第三係
　　　　　Ⓒ総理府統計局製表部入口製表課職産符合第二係
　※４ 　なお、河上和雄「国家公務員法違反」西原春夫ほか編『判例刑法研究８　特別刑法の

罪〔オンデマンド版〕』（有斐閣、2014）25頁は、裁判例④および⑤を法令違憲であると
する。


